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ヒロインの取り巻きをやめました




「本日より、フィーナ・メレスを停学処分とする」

　この春入学したばかりのアルベリク王立学園の校長室で、私は突然そう告げられた。

　今は十月。季節は秋。まだ入学してから半年しか経っていない。なにか悪さをした覚えも、校則を破った覚えもないのに、これはいったいどういうことなのか。

「えーっと……なぜでしょうか？」

　気難しそうな顔をしている校長に、私は首をかしげて問いかける。

　朝早くから校長室に呼び出された時点で、なにかあるとは思っていたが、まさか停学処分を食らうなんて予想外だ。

「……あまりこのようなことを私の口から話したくはないのだが、ルメルシェ家から連絡があってな」

「ルメルシェ家というと、エミリーの？」

　私の知り合いであり同級生のエミリー・ルメルシェ。この名前が出た瞬間、嫌な予感がした。

「そうだ。君の学費はすべてルメルシェ家が負担し、この学園もルメルシェ家の推薦で入れたのだろう」

「まぁ、そうですけど」

「ルメルシェ家に恩のある君が、入学する際に交わした〝約束〟を放棄したことに、ルメルシェ公こう爵しゃくは大変腹を立てているみたいでな。君の分の今後の学費を納めないと言ってきたのだ。実際に、昨日が期日だった後期分の君の学費は支払われていない「君の実家のメレス家にも連絡を入れたが、自分たちで学費を払うのは難しいと言われてな。……本来ならすぐに退学となるところだが、君のご両親がルメルシェ家を説得したようで、今後の態度次第ではまた援助を再開すると思いなおしてくれたようだ」

「はあ……」

「よって、学費が納められるまでは停学処分とさせてもらう。最長でも期間は三月の終業式の後に開かれる学年末パーティーの日まで。その日までに後期分と来年度の前期分の学費が支払われなければ、残念だが退学処分とさせてもらう」

　あまりにくだらない停学の理由に、ため息をついてしまった。というか――。

「待ってください！　停学中の学費も支払わなきゃいけないのですか!?　校長先生ったら鬼だわ！」

「あたり前のことだ。しかも君は寮に入っているだろう。寮生は学費に寮の費用も一緒に入っているんだ。停学中も寮で過ごすのならなおさら当然のことだ」

「え？　私、屋敷に戻れないのですか？」

「君のご両親が停学中も寮で生活することを希望したんだ。あ、そういえば、ご両親から君宛に手紙を預かっていたんだった。詳しい事情は、そこに書いてあるんじゃないか？」

　あきれたように言う校長が、机の上に置いてあった一通の手紙を差し出してくる。

　私は手紙を受け取ると、その場ですぐに封をビリビリと音を立てながら開けた。

　手紙の内容は、主に私がエミリーを怒らせたことへの叱責。加えて、ルメルシェ家から見放されるとメレス家の立場が危うくなることがぐちぐちと綴られていた。

　できるだけエミリーの近くにいて、彼女の機嫌を直すようにということだ。そのために王都から離れた屋敷でなく、寮で過ごすことを私に強制したようだ。ほかには【せめて停学中の学費を少しでも安くしてもらえるよう交渉しろ】などのむちゃ振りも書かれていた。

　もし私がこのまま退学となった場合、後期分の学費は私の両親が支払うことになる。その際に経済的打撃が軽くなるよう、こんなむちゃ振りをしてきたのだろう。

「……あの、校長先生。すこーしだけでいいので、停学中の学費を免除してもらえたりしませんか？　私、なんでもしますので！　お願いしますっ！」

　深々と頭を下げてお願いしてみるが、校長は「むちゃを言うな」と一蹴。

　そりゃそうだよなと思っていると、先ほどから校長のうしろに立って話を聞いていた男性が、私に近づいてきた。

「顔を上げなさい」

　言われた通り顔を上げると、校長よりも高齢の男性が優しく私に微笑みかけた。

「大変な事情のようだし、私からひとつ提案があるんだが、どうだろうか？」

「提案、ですか？」

　その前に、この人は何者なのだろうか。教頭先生だとしたら、見たことがあるからわかるはずだし。この場面に立ち会っているということは、それなりに偉い人なのだろうか。

「停学中に与えられた課題と別に、個人的に君に特別課題を与えてもいいだろうか。それを無事に達成することができれば、寮費はもらうが、後期分の学費はいかなる場合でも免除してあげよう」

「ほっ、本当ですか!?　特別課題というのは、どういったことをすればよいのでしょうか？」

　言ってみるものだ。後期分の学費が全額免除となれば、退学処分になったとしても、そこまで両親に文句は言われまい。

　うしろで慌てる校長をよそに、優しそうな男性はどんどん話を進めていく。

　男性の言う特別課題はふたつだ。

　ひとつめは、学園の敷地内にある、長年使われず放置されたままの大きな倉庫を、また活用できるよう綺麗にしてほしいということ。

　ふたつめは、停学中になにか寮生たちを盛り上げる催しを企画して、自らやってほしいということ。最近あまり寮生同士のコミュニケーションがなく、寮に活気がないという声をよく聞くのだそうだ。

　以上ふたつを学年末パーティーまでにクリアしたら、後期分の学費を免除することを約束してくれた。

「どうだ？　やってみるかね？」

「はい！　もちろん。やらせていただきます」

「じゃあ交渉成立だ。ただし、このことは内密に頼むよ」

　ふたつ返事をする私を見て男性は微笑み、私に右手を差し出した。握手を交わす私たちを見て、校長が言う。

「理事長、そんなこと勝手に約束してよろしいのですか!?」

　り、理事長だったの!?　やっと男性の正体が判明し、私は妙に納得してしまった。そりゃあ、私にこんなことを提案できるはずだ。

「まぁまぁ校長。今回は事情が事情だ。彼女は大人たちに振り回された被害者でもあるのだし、チャンスを与えるくらい、いいじゃないか。なにかあったら、私が責任を取ろう」

「ですが、ルメルシェ公爵は彼女が約束を破り、エミリー嬢を怒らせたと言っています。彼女に非があるのは確かなのですよ」

「うーん。だとしても、最初に援助を申し出たのはルメルシェ家のほうなのだろう？」

「それはその約束を守るという前提で……。というか、そもそも約束っていうのはどういった内容だったんだ？」

　校長は自分で言いながら疑問に思ったのか、私に約束のことを聞いてきた。理事長も気になるのか、私のほうに目線をよこす。

「さあ。なんでしたっけ。忘れちゃいました」

　私は笑顔でふたりにそう答える。

　すると校長は心底あきれたように、額に手をあてて大きなため息をついたのだった。




　話し合いが終わり、今日から私は停学処分となった。

　校長室を出て人けのない廊下を歩きながら、自分の置かれた状況に少しばかり混乱していた。

　――全然、小説と違う展開になってしまったわ。

　私の名前はフィーナ・メレス。

　伯爵令嬢とは名ばかりの貧乏貴族である。贅沢もせず、社交の場にも顔を出さず、地味な暮らしをしてきた。

　ある日、私は両親から王都にあるアルベリク王立学園への入学が決まったと告げられた。アルベリク王立学園は、私が生まれ育ったルミエル王国が誇る名門校である。

　十六歳以上の男女が入学可能な二年制の学園で、施設が整っているためお金持ちが多く通っている。他国からの留学生も多く、アルベリク卒業生というだけで就職が有利になり、女子生徒は上流階級の結婚相手を探すために入学する者も多いという。

　そんな誰もが憧れるきらびやかな学園に、なぜ私のような貧乏令嬢が入学できたのかというと――。

　なんでも、遠縁の公爵家であるルメルシェ家のひとり娘、エミリーの入学が決まっていたことがきっかけだった。

　人見知りで知り合いもあまりいない娘を、ひとりで入学させるのが不安だったエミリーの両親は、付き人兼友人になる令嬢を探していた。エミリー自身が学園に侍女を連れていけないことを懸念してのことだったようだ。そこで、エミリーと同じく十六歳になったばかりの私に、その話が持ちかけられたのだった。

　ルメルシェ家は、私の入学費、学費、寮費などをすべて負担すると申し出てくれた。

　私の両親は、娘をアルベリクに入学させられることに大喜び。アルベリクに入学すれば、私がお金持ちの令息と結婚できる可能性があると考えたのだろう。両親は私の意志を確認することなく、あっさりとルメルシェ家からの申し出を快諾した。

　ルメルシェ公爵は学費のいっさいを援助するかわりに、『エミリーのそばでサポートをしてあげてくれ』と言った。

　――そんな経緯があって、私はアルベリク学園に入学することになった。それは同時に、私がルメルシェ家と〝約束〟を交わしたことを意味するのだった。

　面倒くさい気もしたが、両親のためだし、有名な学園なので楽しみでもあった。

　アルベリクはお金を積めば入学が可能なので、通っているのはほとんど貴族ばかりだ。しかし、初等学校の成績優秀者に限り、難しい試験に合格すれば入れるという例外があるため、わずかに庶民もいるらしい。だとすると、自分と同じような価値観の生徒もいるはずで、〝親友〟と呼べる人に出会えるかもしれない。私はひそかにそんな期待を抱いていた。

　エミリーには会ったことがないけれど、仲よくできたらいいなと思い、私はドキドキしながら入学式の日を迎えた。庶民に近い生活をしていた私は、貴族の友人がいないに等しかったため、エミリーにも少し期待していたのだった。

　そして、門の前でエミリーと初めて対面したそのときだった。

　頭の先からつま先まで電気が走ったような、強い衝撃を感じた。その瞬間、私の頭の中に、膨大な量のいろんな記憶が駆け巡ったのだ。

　この出来事をきっかけに、私は自分の前世を思い出した。初めは自分になにが起こっているのかすぐには理解できず、夢でも見ているのかと思った。けれど、それは現実だった。

　よみがえった記憶は、間違いなく、前世の日本人でオタク女子高生だった頃の私のものだった。

　恋愛ライトノベルが大好きで、妄想が趣味の地味な女子高生。占いと料理が趣味という、女の子らしい一面も持っていた。いつ死んだのかは思い出せないが、最後に読んだ小説がなんだったかは鮮明に覚えている。

　それだけに驚きは大きかった。なぜなら、今私が生きているこの世界が、その小説の世界だからだ。

　恋愛ファンタジーライトノベル『王子様の手を取って』。

　愛されキャラの主人公エミリーが、正統派イケメン王子、マティアスと結ばれるまでの学園生活を描く、甘酸っぱい胸キュンストーリー。私のようなぱっとしない地味女の憧れが詰まりに詰まった、お気に入りの一冊だった。

　主人公のエミリーはかわいくて、ちょっと天然で、でも勇気もあって……私が彼女になれたなら、どんなに幸せだろうかと思っていた。

　そんな彼女が、私の目の前に現れた。記憶をよみがえらせた瞬間、実際に出会うことになろうとは――。

　エミリーは、小説通りの茶色いセミロングの髪を揺らしながら、翡ひ翠すい色いろの瞳で私を見つめていた。

　あまりの美しさとその存在感に、私は思わず息をのんだ。

　エミリーは小説の主人公だが、それなら私は誰なんだろう？と思った。

　フィーナ・メレスというキャラクターの記憶を必死にたぐり寄せた。そしてついに思い出した。それは、いつもエミリーにくっついていた、ヒロインの取り巻きポジションの女の子だった。

　それほど出番もなく、キャラクター紹介のページではイラストもつけられていない、いわゆるモブに近い存在。私のような地味女が、名前のあるキャラクターに転生できただけでも運がよかったといえる。

　私はエミリーにはなれなかったけれど、エミリーの友人になれるなんて光栄だ。

　――あのときは本気でそう思っていた。

　でもまさか、フィーナがエミリーにくっついていたことに、こんな経緯があったとは知らなかったけれど。

『あなたがフィーナ？　私はエミリーよ。今日からよろしくね』

　にこりと微笑むエミリーに、私は顔を火照らせた。

　小説では明るくいい子で、誰からも好かれていたエミリー。きっと、彼女と一緒なら楽しい学園生活を送れることだろうと思った。

　自己紹介を済ませると、私はエミリーと共に入学式が開かれるホールへと向かった。すれ違う人たちがみんな、エミリーの美しさに振り返る。なんだか、隣を歩いているのが申し訳なく思えてくるほど、彼女は輝いていた。

『きゃっ……！』

　突然、エミリーが声をあげた。

　私がぼーっとしているあいだに誰かとぶつかったようで、反動でよろめいたエミリーはその場に倒れ込んだ。

　すぐにエミリーの体を起こすため駆け寄ろうとしたら、大きな影がスッと私の前を横切った。

『ごめん！　大丈夫？』

　私より先にエミリーに手を差し伸べるその人物を見て、私は驚愕した。

　なぜなら彼は小説のヒーローであり、このルミエル王国の第二王子、マティアス・フォートレルだったからである。

『けがはない？』

『ええ。平気よ。ありがとう』

　エミリーは、マティアスの手を取り起き上がった。

　その光景は小説の始まりのシーンそのもので、私はヒーローであるマティアスが現れたことにひそかに大興奮していた。

　なにを隠そう、私はマティアスが大好きだった。太陽のようなオレンジ色の髪、くっきりとした目鼻立ちに、モデルのような抜群のスタイル。イラストでしか見たことのなかった彼の美貌は、現実だとさらに破壊力を増していた。

　小説内ではすべてを包み込むような優しさ、女性をリードする男らしさも描かれており、性格にも文句のつけようがない。

　前世の私はいわゆる〝こじらせ女子〟で、いつか自分の前にもマティアスのような王子様が現れると信じて疑わなかった。そもそも女の子は誰だって、一度は王子様というものに憧れる生き物だと私は思う。

『フィーナ、どうしたの？』

　エミリーとマティアスの様子を、ぽかんと口を開けたマヌケ顔で眺めていた私に、エミリーが声をかけてきた。

　気づいたら、もうそこにマティアスの姿はなかった。はっとして首を横に振ると、颯爽と先を歩いていくマティアスのうしろ姿が目に入った。

『い、いえ。なんでもないです。エミリー様が無事でよかったですわ』

『ありがとう。それより今私を助けてくれた人、第二王子のマティアス様よね？　すごく素敵な人だったわ』

『……そう、ですわね』

　頬を赤らめてマティアスを見るエミリーを見て、私は複雑な心境だった。

　なぜなら、小説の筋書き通りにいくと、エミリーとマティアスが結ばれるのを間近で見続けることになるから。時にはふたりのキューピッド役も買って出なければならない。

〝フィーナ〟に転生したからには、それが私に課せられた運命なのだ。ただ、正直ちょっと微妙な気分だ。前世で憧れ、理想としていた人の恋を応援する立場に置かれてしまうなんて。

　ああ、どうせならやっぱりエミリーに転生したかったわ――私は心からそう思った。

　自分の運命を恨みながら、そうして前世の記憶を取り戻した私の学園生活はスタートした。

　それからは、言われた通りエミリーの付き人兼友人として過ごした。

　しかし、二か月くらい経った頃、私は気づいてしまった。エミリーの性格がめちゃくちゃ悪いということに。

　これはどういうことなのかと、私は寮の自分の部屋で頭を抱えた。

　エミリーは王都に屋敷があるので、寮生活はしていない。そのため、私にとってエミリーから解放される場所は、寮にいる時間だけだった。

　部屋で私は、小説の中のエミリーというキャラクターを何度も思い返した。小説を読んだときに感じたエミリーのイメージをメモに書き出したりもした。それを見ていると、今一緒にいるエミリーが、あのエミリーと同一人物だとは信じがたくて、よけいに頭を悩ませた。

　エミリーは明るく、笑顔が素敵で、誰にでも優しいみんなから愛される人――のはずなのに。

『ちょっとフィーナ、私の席を取っておいてと言ったでしょう！』

『……ごめんなさい』

『何回言えばわかるのよ。のろまなんだから！』

　私が一緒にいるエミリーは、傲慢で、口を開けばわがままを言う、愛されキャラにはほど遠い女性だった。

　完全に私を見下して引き立て役にしている上に、付き人という名のパシリ扱い。私がやらされていることは、侍女と同じだ。私とエミリーのあいだには、主従関係こそあるものの、友人関係はない。

　なぜエミリーがあんなふうになったのか、理由はわからない。

　小説の世界とは違うことが起きてしまい、エミリーの性格が変わってしまったのかもしれないし、もともとエミリーはこういう人間だったのかもしれない。

　夢に描いていたものとはほど遠い学園生活に、私はとんでもないストレスを抱えていた。

　マティアスに媚びを売るエミリーの姿を見ていると目を覆いたくなるし、見た目だけの腹黒女に騙されているマティアスを見ていると、勝手に気持ちがサーッと冷めていくのを感じた。

　これ以上、マティアスにも幻滅したくない。彼のことは前世から憧れを抱いたまま、綺麗な思い出としておきたい。ふたりと深く関わるのをやめよう――そう思った。

　自慢話ばかりしてくるエミリーにも嫌気が差し、毎日こき使われて私はへとへとだった。うまい話には裏があると聞くが、今回のことで身をもって実感した。

　もう全部にうんざりし、私は夏休みの終わりにエミリーの取り巻きをやめることを決めた。

　小説では、エミリーのことが大好きだったフィーナだが、私は彼女を好きになれそうもないと悟ったのだ。

　取り巻きをやめることを決意してから、私はすぐに行動に移した。

　ひとりで好き勝手し、エミリーの言うことには耳を塞ぎ続けた。エミリーと一緒にいなければ、ほとんどマティアスとも関わることはない。

　ルメルシェ家との約束を放棄しよう――つまり小説での私の役割だったエミリーの取り巻きをやめて、この世界では好きに過ごそうと思った。トラブルのない平穏な日々を送るために。

　――そうして暮らしていた結果がこれだ。

　付き人という役目を私が放棄したことに腹を立てたエミリーが、両親に告げ口したのだろう。

　正直この学園に未練はないが、手紙を読んだところ私の両親があまりにも必死なので、できる限りのことはしなければならない。もちろん、私にも勝手に約束を破った責任がある。

　退学になったとしても、せめて後期の学費は絶対に免除してもらえるようがんばろう。寮費だけなら、なんとか払えることを信じて……。最悪、私が働いて返せばいい。

　とにかく明日から倉庫の作業に取りかかり、寮を盛り上げる企画を考えないと！

「あらフィーナ。どうしたの？　そっちは教室とは反対の方向よ？　もうすぐ授業が始まってしまうけど」

　足早に寮へと戻る私の前に、今いちばん顔を見たくない相手が現れた。エミリーだ。

　にやにやと薄ら笑いを浮かべながら、嫌みったらしい言葉までかけてくる。無視して通り過ぎてしまいたいが、エミリーが道を塞ぐように私の前に立ちはだかっているせいで、足を止めざるをえない。

「ああ。そういえば、停学処分になったのよね。昨日、お父様から学園に話をつけたということを聞いたわ。ごめんね。お父様とお母様が勝手に――。まさかこんなことになるなんて、私としても残念だわ。フィーナがいない学園なんてつまらないもの」

　わざとらしい態度にイラッとする。内心ざまぁと思っているくせに。そもそもエミリーが両親にこうするよう頼んだに違いないのだ。

「心配無用です。私がエミリー様に嫌な思いをさせていたならごめんなさい。信頼を勝ち取れるよう、これからがんばりますわ」

　上っ面の言葉には、こっちも心にもない言葉で返してやる。

　私は笑顔でそう言うと、エミリーを押しのけてそのままずかずかと歩いていった。お父様とお母様には悪いけれど、またエミリーのご機嫌取りをするのだけはまっぴらごめんだ。

　しばらくエミリーの顔を拝まなくていいと思うと、せいせいするわ！

　校門を出る前にうしろを振り返り、私は目の前にそびえ立つ学園に向かってあっかんべーをした。

　せっかくだから、停学生活を満喫しちゃおう。モブはモブなりに、自分の人生を思いっきり楽しんでやるわ。










モフモフと猫好き




　ほかの生徒たちは授業を受けている時間だが、停学となった私はまだ空が青いうちに寮へ戻ることになった。

　アルベリクの学生寮は、学園から歩いて十五分ほどの場所にある。玄関の奥に食堂があり、食堂を中心に左右に渡り廊下がある。右が女子棟、左が男子棟になっていて、男女が一緒になる場は食堂のみとなっている。基本ひとり部屋で、部屋も広く快適だ。

　私はまず部屋に戻り、先ほど校長から受け取った課題を机の上に広げた。

　停学中も勉強は必須とのことで、いろんな教科のテキストが目を覆いたくなるほどどっさりと机に広がっている。大変そうだが、なんとかやるしかない。特別課題もあるし、こっちは空いている時間にさっさと片づけてしまおう。

　両親には現状を知らせる手紙を書いた。エミリーとの仲について触れられるとバツが悪かったので、エミリーのことはほとんど書かず、学費免除の交渉が成立したことをとりあえず知らせることにした。

　――次は、特別課題をどうするか考えないと。

　倉庫の作業は明日にでも始められるだろう。課題と一緒にもらった学園内の地図を見て、あらかじめ倉庫の場所を確認しておくことにした。

　難しそうなのはもうひとつの課題だ。寮生を盛り上げる企画といっても、なにをしたらいいのか。

　寮生同士のコミュニケーションを広げることが目的らしいけれど、学園で顔を合わせている人たちと寮に帰ってきてまで深く関わる必要が果たしてあるのだろうか。

　寮には学年やクラス、身分なども関係なくいろんな人がいる。たしかに交流に偏りがあり、全体的にまとまりがない。しかし、みんな寮にいるときくらい、ひとりでゆっくりしていたいと思っている気がする。そう思っているのは、私だけかもしれないけれど。

　しかし、理事長に与えられた課題だし、なにより解決すれば学費が免除になるし、やるしかない。

　自分でなにかを企画すること自体が初めてで、なかなかいいアイディアが浮かばないまま時間だけが過ぎていった。

「……だめだ！」

　いくら悩んでも頭の中は空っぽのままで、限界がきた私は思わず声をあげる。

　気分をリフレッシュするために、私はいったん部屋を出ることにした。

　静まり返った廊下を歩き、私は食堂へと向かった。食堂は私のお気に入りの場所だ。

　この寮には寮母のマルトさんが常駐しており、食事もそのマルトさんが作ってくれている。マルトさんはもともと王宮で料理人をしていたそうで、料理の腕は一流だ。私は食堂でマルトさんの作ったご飯を食べるのが、ここへ来てからいちばんの楽しみになっていた。

　学園内にも食堂はある。使われる食材も高価で、貴族にふさわしい豪華なメニューが用意されているが、そのぶん割高だ。

　それに比べて寮の食堂のメニューは、使っている食材はどこにでもあるものだが、味のクオリティが高く見た目にも綺麗な料理が多い。庶民から貴族まで幅広く受け入れられる食事を心がけていると、以前マルトさんが言っていた。

　寮の食事は、平日に提供される朝食と夕食。休日は毎食、希望者のみに提供されることになっている。

　パンやサンドイッチなどの軽食は購買式で、小腹が空いたときにいつでも食べられるようになっていて便利だ。

　食堂に着くと、昼間だということもあり、もちろんガラガラだった。

　パンを買って部屋で食べるのもいいけれど……今はパンの気分じゃないなぁ。

　私は厨房で夕食の仕込みをしているマルトさんを見つけ、近くに行き声をかける。

「マルトさん！　早めの夕食をいただけないかしら？」

　マルトさんは手を止めてこちらを振り返ると、私を見て驚いた顔を見せた。

「フィーナ！　どうしたの。こんな早い時間に。具合でも悪くて休んだのかい？　その割にはピンピンしてるね」

「いやー……私、停学処分になっちゃったの」

「停学!?　フィーナが!?　どうしてそんなことに！」

「あはは。大人の事情ってやつで……。詳しくは聞かないで」

　理由は笑って適当にごまかすことにした。学費をルメルシェ家に払ってもらっていることや、エミリーの付き人を命じられていたことは内緒にしている。私がペラペラとしゃべっていいことではない。〝大人の事情〟と聞いて、マルトさんもなにか察したのか、それ以上追及してくることはなかった。

「ま、フィーナが不祥事を起こすような子じゃないってことは、わかってるよ。ただ、申し訳ないけど、夕飯はまだできてないんだよ」

「そっか。そうよね。じゃあサンドイッチをもらおうかしら……」

「あ！　あたしが自分用に作った昼食と同じものでいいなら、すぐに用意できるよ」

「本当!?　じゃあそれをお願いするわ。急なお願いで申し訳ないわね。お代はいくら？」

「いらないよ。賄いみたいなものだし。そこに座って待ってて。すぐに用意するから」

　マルトさんは笑顔で厨房へと消えていく。私はお言葉に甘えて、椅子に座って料理ができあがるのを待った。

　次第にいい匂いが漂ってきて、自然とおなかがぐうと音を立てる。

「はい、できたよ」

「……うわぁ！　おいしそう！」

　私の前に運ばれたのは、できたてのオムライスだった。

　前世で通っていた洋食店で食べたような、ラグビーボールのような形のオムライスにケチャップがかかっている。オムライスと聞いて最初に思い浮かべるのはこの形だろう。この世界で、こんなオムライスと出会えるなんて……。

　シンプルな料理だけれど、見た目に美しい。こんなに綺麗にチキンライスを包み込むのは簡単なことではない。

　ひと口食べると、マルトさんらしい家庭的で優しい味がして、私はその口あたりに感動すら覚えた。高価な食材を使った贅沢な食事もいいけれど、こういうご飯をもっとたくさん食べたいし、ほかの貴族の人たちにも食べてほしい。

　頬っぺたに手をあてうっとりしながら食べる私を見て、マルトさんはうれしそうだ。

　マルトさんはそのまま私の向かい側の椅子に座ると、おしゃべりタイムが始まった。

「――という感じで、特別課題が出されて大変なの。どうやって寮生を盛り上げたらいいのかしら」

　私はあくまでも停学中に出された課題の一環としてというていで、マルトさんに特別課題の相談をした。

「たしかに難しい課題だね。寮母としていい意見を出してあげたいんだけど……だめだ。あたしもさっぱり浮かばない」

「うーん。何日か考えたら、いつか案が浮かべばいいんだけど……」

　でも、そんなゆっくりしている時間もないしなぁと、あれこれ考えながら食べていると、いつの間にかオムライスを完食していた。

「ごちそうさまでした。すっごくおいしかったわ。ねぇマルトさん、どうしてこのオムライスを定番メニューにしないの？　賄いにしておくには、もったいないと思うわ」

　そう言うと、マルトさんは複雑な表情を見せた。そして、静かに話し始めた。

「あたしは王宮で料理人をやる前は、街で小さなレストランを営んでたんだよ。その評判を聞きつけて、王宮の料理人に勧誘されてね。王家からの申し出を断るわけにもいかないし、ありがたい話でもあったから引き受けたんだよ」

「へぇ。マルトさんにはそんな過去があったのね」

「王宮での務めが終わった後、縁あって寮母の話をいただいたときは、以前自分が営んでたレストランみたいな場所にしたいって思ったんだ。やり方はあたしに任せると言ってもらったから。気合じゅうぶんでこの寮に来たものの……」

　マルトさんは目線を下に落とし、小さなため息をついた。

「アルベリクの生徒は、貴族や王族がほとんどだろう？　だから、高級食材を使った料理を重視する生徒が多くてね。あたしのやり方が通用しないことを思い知ったよ。幼い頃からそういう食事で育ってるから、仕方ないのはわかってるけど」

　私も一応貴族ではあるが、裕福でないため、高級な食事とはあまり縁がなかった。それでも、母の作る料理はどれもおいしかったから、それなりに満足していたし。だから高級食材を重視するなんて、考えたこともなかった。

「学園の食堂が豪華なメニューが多いからか、寮で食事する生徒が最近は減ってきて、寂しく感じるときもあるよ」

「……マルトさん」

　私はマルトさんのご飯が大好きだからいつも食堂に通っていたけれど、言われてみれば、満席になっているところは入学してから一度も見たことがない。いつも決まった顔ぶれがちらほらといるだけだ。

「夕食は外食したり、学園の食堂で済ませてきたり。庶民の子も周りの目を気にしてか、食堂でご飯を食べずに部屋で食べられるパンやサンドイッチを買う子が増えてね。今じゃ、そっちのほうが人気かもしれない」

　せっかくマルトさんが一生懸命メニューを考え、温かな料理を用意してくれているのに、なんとも寂しい現状だ。

「フィーナが褒めてくれたこのオムライスは、レストランをやってたときにいちばん人気があったメニューなんだよ。自信も思い入れもあるんだけど、だからこそ――もしまったく食べてもらえなかったときのことを考えると、怖くてね」

　表情や声色から、すっかり自信を失ってしまったマルトさんの様子がうかがえる。

「そんな！　絶対に人気が出るわ。みんな食べたことがないから、おいしさを知らないだけよ！　……私もなんだか寂しいわ。寮の食堂は、こんなに素晴らしい料理を味わえる場所なのに」

「あはは。フィーナが毎日あたしのご飯を食べにきてくれるのは、すごくうれしく思ってるよ。寮の食堂を使う生徒が、もっと増えてくれたらいいんだけどねぇ」

　人が減った理由はマルトさんの話を聞いてだいたい把握できた。マルトさんのためにも、なんとかしてあげたいという気持ちが湧いてくる。

　今日食べたオムライスも自信作であるがゆえに、逆にマルトさんに不安を抱かせている。大人気メニューにして、自信を取り戻させてあげたい。というか、私がまた食べたいから、絶対にメニューに加えてほしい。

　綺麗に完食されたお皿を見たマルトさんは、微笑みながら続けた。

「ありがとうねフィーナ。停学になっていろいろ大変だろうに、あたしの話を聞いてくれて。すっきりしたよ。誰かに悩みを聞いてもらうのはいいことだね」

　マルトさんのその言葉を聞いて、あることを思いついた。

　私は今まで知らなかった。いつも笑顔で料理を作っていたマルトさんがこんな深刻な悩みを抱えていたことを。

　もしかしたら、マルトさんのように誰にも言えない悩みを抱えている人は、ほかにもたくさんいるんじゃないだろうか。

　アルベリクの生徒はプライドが高い人が多い。寮生は留学生や、王都に住んでいない庶民も多く、慣れない場所での生活にストレスを抱える人も多いだろう。また、色恋の噂も絶えない学園だ。恋愛の悩みだって、ここではそこら中にあふれているに違いない。

　気軽に誰かに相談できるような場所があれば、そこへ足を運ぶ生徒が増えるかもしれない。

　私は前世で、趣味で占いをやっていた。タロットカードの知識があるし、この世界でも占いというものは人気がある。悩みを占いで解決に導くサロンを――ここ、食堂につくるのはどうだろう。

　うまくいけば、食堂に訪れる生徒を増やすことができる。これなら、理事長が言っていた寮生を盛り上げるという課題の解決にもなる――。

「これだわ！」

　椅子から立ち上がり、私はガッツポーズをした後マルトさんのほうへ身を乗り出す。

「マルトさんの悩みと私の悩み、協力して一緒に解決しましょう！」

　驚いた顔で私を見つめるマルトさんに、私は満面の笑みでそう言った。




　次の日、朝七時頃に目を覚ました。眠たくて閉じてしまいそうな目をこすりながら、制服に着替えようとしたところで気づく。

　――あ、私、停学中なんだった。

　急いで準備をする必要がないことに気づき、もう一度ベッドに寝転ぶ。このまま二度寝しても誰にも怒られないなんて、停学も悪くないかも。

　しかし、停学中にやることは山ほどある。私は二度寝の誘惑に打ち勝ち、午前中はテキスト課題に取り組むことにした。

　朝食を取った後はしばらく部屋にこもり、ひたすらテキストとにらめっこする。黙々と問題を解くのは思ったより苦痛で、すぐに飽きる。これなら、黙って先生の授業を聞いているほうが何倍もマシだ。

　停学中は、倉庫の作業以外で学園に行くことは禁止されている。私は昼過ぎくらいの時間帯に、倉庫の作業を行うことに決めた。

　理事長から提案された特別課題のことは、ほかの生徒や先生たちはもちろん知らない。理事長以外で知っているのは校長だけだ。

　昨日マルトさんには、課題の話をしてしまった。だけど詳細は伏せておいたし、寮を盛り上げることに寮母の協力を得ることは必要だと思うので、大目に見てくれるだろう。

　禁止されているにもかかわらず、私が学園内をうろうろしているところを誰かに見られてしまうといろいろと面倒なので、理事長は倉庫近くにある裏口から学園へ出入りすることを特別に許可してくれた。

　倉庫は学園の敷地内とはいっても、学園自体からはだいぶ離れた場所にある。裏口から出入りする人間などほとんどおらず、古びた倉庫に寄りつく人もいないので、安心して倉庫まで行けるということだ。

　昨日マルトさんと話していて、もうひとつの特別課題である企画も思いついたし、こっちもなるべく早めに準備しないと。

　十二時を過ぎた頃、私はテキストを閉じて倉庫へ向かうことにした。

　修復や掃除に必要な道具は昨日のうちに準備して、倉庫内に置いてあると聞いた。想像よりぼろぼろだったらどうしよう。どんな状況でも、やる以外の選択肢は用意されていないけれど。

　地図を見ながら裏口にたどり着き、まるで泥棒のようにそーっと学園の敷地内に忍び込む。裏口があるのは、裏庭のさらに奥へと進んだところだ。たしかに、わざわざここまで来る生徒なんていないだろう。辺りを見渡し、誰もいないことを確認すると、私は倉庫へと向かった。

　言われた通り、倉庫は裏口からすぐのところにあった。

　古ぼけすぎて、ある意味存在感を放っている。どこもかしこも掃除が行き届いているアルベリクの敷地内に、こんな場違いな建物が残されていたとは……。

　どうしてこんなものを今まで放置していたのだろう。放置しすぎて、誰も手をつける気にならなかったのかしら。

　ギィ……と音を立てながら倉庫の扉を開けると、中は埃ほこりまみれだった。傷んだ木は穴が開いており、歩くたびに床はギシギシと鳴いている。

　いらないものはたくさんあるし、泥がこびりついているところもあるし、蜘蛛の巣は張っているし――。私は貧乏だったから古い建物に慣れているものの、ほかの令嬢だったら泣いて飛び出していってもおかしくない状況だ。

「これは結構大変そうね……」

　かわりに学費免除という好条件を出してくるだけはある。お金を払えばすぐに綺麗になるだろうに、変なところをケチるんだから。この放置具合、倉庫の存在ごと忘れていた可能性もありそうだ。

　最初はゴミをまとめて、次に床を掃き始める。壊れたところを直すのはその後だ。埃っぽいこの空間をまずはどうにかしないと、体にも毒だ。

　掃除を開始してすぐ、空気の悪さに咳やくしゃみが止まらなくなってきた。このままだと体に影響を及ぼすと思い、私は一度外に出て休憩する。

　窓がないので換気するには扉を開けっぱなしにするしかないし、ある程度片づくまで環境は最悪だ。

　心地よい風を受けながらひと息ついていると、誰もいないと思っていた裏庭の奥地に、ひとりの男子生徒の姿が見えた。

　倉庫からは少し離れた場所で、芝生にじかに座りぼーっとしている。

　――あれは、同じクラスのレジスだ。

　レジス・オリヴェタン。

　小説内では名前が何度か登場した程度で、私より出番はなく、もちろんキャライラストもなかったモブ中のモブ。

　それにもかかわらず、実際のレジスはかなりのイケメンだった。

　学園ではマティアスがダントツでモテていたが、見た目だけならレジスがトップといっても過言ではない。手足が長くスラッとした高身長で、そこにいるだけで絵になる美しさを持っている。

　あのイケメン大好きなエミリーも、レジスの名前を何度か口にしていた。そういえば、エミリーのかわりにレジスに話しかけにいかされたりもしたわね……。すごく無愛想な態度をとられたっけ。

　そもそもレジスが誰かとつるんだり、話しているところを見たことがない。とくに女性と話しているところなんて、想像がつかない。

　クールで孤高の人、という感じで、見た目の美しさが逆に近寄りがたい雰囲気を倍増させていた。

　――まさかあのレジスが、昼休みをこんなところで過ごしているなんて。

　ひとりが好きなのだろうか。私もそうだから、気持ちはよくわかる。

　ご飯を食べるわけでもなく、ただ座っているだけでなにもしないレジス。そんなレジスに、私は純粋に興味が湧いてきた。

　彼が自ら言葉を発しているところも、笑っているところも見たことがない。素性も謎だし……とにかくレジスはミステリアスなのだ。

　噂では初等学校の成績優秀者枠で入学したのではないかと言われている。

　もしかして、庶民だからお昼ご飯を食べるお金がないとか……？　それが周りにバレないように、わざわざこんなところで昼休みを過ごしているんじゃ……。

　考えれば考えるほど、謎の多いレジスが気になってしょうがない。

　思いきって話しかけてみようか。でも、レジスは女嫌いという噂もあった。いきなり私が話しかけたところで、前と同じで相手にしてくれないだろう。

　それに、ここが彼の安らげるお気に入りの場所なんだとしたら、邪魔するようなことはしたくない。でも一度気になってしまうと、後に引けなくなるのが私の困った性分だ。

　いろいろと考えた結果、私は最終手段を使うことにした。

　私が話しかけても反応が期待できないなら――〝もうひとりの私〟になるしかない。

　そう、なにを隠そう、私は獣化できる能力を持っているのだ。

　――私がこの能力に目覚めたのは、二学期が始まったばかりの頃。

　エミリーから自分を解放し、好き放題することを決めた私は、昼休みにひとりで過ごせる場所を探していた。一学期までは、エミリーが昼食を取る場所を確保するために校内を走り回されていたのだけれど、もうその必要はないと思うと、すがすがしい気分だった。

　学園と寮までの道中にあるベンチは、この時間帯はほとんど誰も使っていないので、私はそこで過ごすことにした。

　昼食を食べ終え、学園に戻るまでの道中、私はあまりの解放感に浮かれていた。鼻歌を歌い、スキップしながら学園まで戻っていると、なにか体に違和感を感じた。

　お尻のあたりがもぞもぞしたので、そっと自分の手をうしろに伸ばしてみる。すると、今まで自分の体になかったものに、たしかに触れた感覚があった。このモフモフとした手触りは――尻尾？

　驚きすぎて声が出なかった。動揺した私はその場で足もとがぐらつき、目の前にある階段から落ちそうになった。

　このまま地面にダイブしてしまうかと思いきや、気づけば私はいとも簡単に階段から軽快に飛び降り着地していた。

　思わずあたりに視線を巡らすと、いつもより低い視点から、今まで身にまとっていた衣服たちがそこらじゅうに散らばっているのが見えた。

　声を出そうとしても『にゃあ』としか言えない。自分の体を見れば、手は真っ白の毛に、ぷにぷにとしたピンクの肉球がついていた。

　……この姿って、猫!?　と、このとき、ようやく私は自分が獣化していることに気づいた。

　私の家系は、ずっと昔の先祖には獣化できる人がいたと幼い頃聞いたことがある。でもまさか、こんなタイミングで自分にその能力が降りてくるなんて。

　私は衣服を口にくわえ、近くの茂みに持っていき、体がもとに戻るのを待った。

　時間が経てば勝手に人間の姿に戻ったが、裸の状態で戻る羽目になった。急いで衣服をまといながら、誰にも見られずに済んだことに胸をなで下ろす。

　私はすぐに両親にこの出来事を話した。両親は『何十年ぶりかに、娘が先祖返りした！』と大騒ぎ。獣化についてくわしく話を聞いてみると、『能力が開花する前は、なにかしら前兆が現れるはず』ということだった。

　前兆と聞いて、ひとつだけ思いあたる節があった。

　私はエミリーからのひどい仕打ちにストレスを募らせていた。我慢していたものの、ある頃からどうも心がモヤッとし、心地悪い日々が続いていた。

　まるで心の内側に、もうひとりの自分がいるようで、私に『自由に生きろ』と訴えかけてくるような感じがしたのだ。

　そんなとき、私は自分の意に反して、わけもわからずエミリーを無視してしまったことがあった。もちろんこれは、私が取り巻きをやめると決意する前の出来事だ。

　もしかするとあれが、私の中にずっと隠れていた、自由気ままな性格の猫へと変わる前兆だったのかもしれないと思った。現に、解放感に満ちた瞬間に、能力が開花したのだから。……小説のフィーナにはなかった設定なのに、エミリーによって開花させられるとは。

　獣化について両親に話した際、言い伝えを教えてもらった私は、自分の部屋でこっそりと獣化能力を試してみた。変身は簡単で、苦労することなくすんなりとこの能力をマスターすることができた――。

　ちなみに、私が獣化できることは家族以外の誰にも言っていない。というのも、ルミエル王国では獣化ができる人は極端に少ない。学園内に噂が広まると、私はみんなの好奇の目にさらされることだろう。

　私はなるべく地味に過ごしたいし、注目を浴びたくないので、あえてこの能力を隠すようにしていた。

　でも今はそんなこと、どうでもいい。こうやって、この能力が役立つときがきたのだから！

　私は倉庫内に戻り、獣化を開始した。

　変身は簡単だ。まず耳と尻尾の感覚を意識していく。すると猫耳と尻尾が生えてきて、次に手足には肉球が。そのまま見る見るうちに、全身が猫の姿へと変わっていく。もとの姿に戻りたいときも同じように、体の一部に意識を集中させていくだけだ。人によっては難しいことなのかもしれないが、私は獣化することにおいてはかなり優秀だったようで、コントロールは短期間で完璧にできるようになっていた。

　そのため、獣化するタイミングは自由自在。フィーナの意識をきちんと保ったまま、姿が――白猫へと変わるだけ。

　しかし、制限時間はある。私の場合、三十分くらいが限界だ。時間を超えると自分の意思に関係なく、もとに戻ってしまう。

　好きなところで獣化できるといっても、人間の姿に戻るときに衣服は身につけていないので、場所を考えないととんでもないことになる。両親には、開花したばかりということもあり、どうしてもという場面以外で獣化することを禁止されていた。

　今が〝どうしても〟という場面かと問われれば……私的には〝そう〟である。

　獣化が終わり、私は白猫へと姿を変えた。

　私はもともとの髪色は薄い桃色だが、獣化すると毛は真っ白に変わる。瞳の色は青色で、それは猫になっても変わらない。サイズ的には仔猫で、毛は細くやわらかいためふわっふわだ。見た目の愛くるしさは、人間の姿のときの倍以上あると言っていいだろう。

　初めて鏡で獣化した自分を見たときは、あまりのかわいさにうっとりしたものだ。この姿なら、レジスも邪険には扱わないはず……。

　少しだけ開けていた扉の隙間から、私はそっと飛び出した。

　昼休みは一時間。終わりまであと三十分ほど時間がある。

　私は身軽な体で、あっという間にレジスの近くまでたどり着いた。獣化する前に見たレジスは芝生の上に座っていたが、今はその場所に寝転んで目を閉じている。

　――寝てるのかしら。

　広がる緑の上で、レジスの深い水色の髪が風でゆらゆらと揺れている。

　私は覗き込むように、レジスの美しい寝顔をじっと眺めた。こんなに近くでレジスの顔を見るのは初めてだ。長いまつ毛につやつやの肌……。あぁ、このままずっと見ていられそう。

　そんなことを思っていると、急にレジスの目が開いた。

　茶色い瞳が私の姿を捉えると、レジスは大きく目を見開きがばっと起き上がる。

「猫!?　……お前、どこから来たんだ!?」

　聞いたことのないレジスの弾んだ声に私は驚いた。いつものクールな態度と違い、私を見つめる目はキラキラと輝いていて、どこかテンションが高いようにも見える。

「ほら、こっちへ来い。大丈夫。怖くない」

　そう言いながら、私に手を差し伸べるレジス。

　期待の眼まな差ざしに応えるため、恐る恐る近づけば、レジスの大きな手で顎下を優しくなでられた。あまりに気持ちよくて、思わずゴロゴロと喉を鳴らしてしまう。

「……ここをなでると、本当に喜ぶんだな。本で読んだことがある」

　私の反応を見てレジスはうれしそう。レジスのこんな顔を見るのは初めてのことだ。

「俺は猫が大好きだけど、動物に嫌われやすいのか、いつも触ろうとすると逃げられる。……逃げずに近寄ってくれたのは、お前が初めてだ」

　あのレジスが猫好きだったとは。人間にも動物にも興味なさそうなのに、なんだそのたまらないギャップ。

　レジスの初めて見る表情が新鮮で、私はさらにレジスに歩み寄った。

　レジスは私のモフモフな毛を触り、ひと際目を輝かせた。私が嫌なそぶりを見せないからか、レジスは思いきった様子で、両手を伸ばし私を抱き上げる。

　ちょうどレジスの顔が真正面に見える位置で止まると、レジスは私を見つめながらにこりと微笑んだ。

「お前、すごくかわいいな。それに……綺麗な瞳をしている」

　その言葉に、私の鼓動が跳ね上がった。

　猫の姿の私に言っているのは百も承知なのに、なんだかすごく照れくさい。人間の姿だったら、きっと顔をトマトみたいに真っ赤にしていただろう。

「今日はお前に会えたから、いい一日になりそうだ。……また会えるだろうか？」

「にゃあー」

　イエスのかわりに小さく鳴くと、レジスはふっとうれしそうに笑った。

　いい一日になりそうなのはこちらもだと、レジスに感謝していると、ふと芝生に転がっていたレジスのものと思われる時計が目に入った。昼休み終了まであと五分ほど。……まずい。三十分経ってしまう。私は急いでレジスの腕からすり抜けた。

「っ！　どこに行くんだ!?」

　立ち上がるレジスを尻目に、足早に倉庫へと戻る。

　倉庫の中に駆け込んだ瞬間、獣化のタイムリミットがきたようで、私は白猫からフィーナの姿へと戻った。

　誰も見ていないというのに、私は一糸まとわぬ自分の体を隠すように両腕で抱きしめる。

　――危ない。ギリギリだったわ。

　あと少しでも戻るのが遅かったら、レジスの前で裸になってしまうところだった。もしそんなことになれば……想像するだけで、顔を覆いたくなる。

　最悪の事態を回避できたことに、私は安堵のため息を漏らした。というか、レジスにあんな意外な一面があるなんて……反則でしょ！

　先ほどのレジスを思い出し、ひとりで顔を熱くしながらすばやく服を着て、私も寮へ戻ろうと思い倉庫から出た。

　すると裏口の手前で、猫を捜しにきたであろうレジスとばったり遭遇してしまった。

「あ……」

　レジスは私を見て足を止める。クラスメイトだがほとんど会話をしたことのない私たちのあいだに、気まずい空気が流れた。

　どうしよう。さっそく学園にいるところを人に見られてしまった。でもレジスのことだし、私の停学事情なんて興味ないだろう。それより、今はこの場をどうにかしてやり過ごさなければ。

「こ、こんなところで会うなんて偶然ですね。どうかされました？」

「いや……白い猫を見なかったか？」

「猫？　うーん。こっちには来てないと思いますが」

「そうか……」

　見るからにシュンとするレジスに、若干の申し訳なさを感じる。

「じゃ、じゃあ私はこれで」

　逃げるようにレジスの横を通り過ぎると、突然レジスに腕を掴つかまれた。

　驚いて振り返れば、レジスが私を凝視している。……まさか、私が獣化していたことがバレた!?

「な、なにか用？」

「……お前、名前は？」

「えっ？」

「悪い。同じクラスなのはわかってる。でも、クラスメイトの名前を覚えてなくて……」

　顔を覚えてもらっていただけでもじゅうぶんだ。でも、今さら私の名前なんて聞いてどうするんだろう。

「フィーナです。フィーナ・メレス」

「フィーナ……覚えた」

「あなたはレジス様、ですよね」

「……覚えていたのか。俺の名前」

「ええ。私、クラスメイトの名前は覚えるタイプなので」

　冗談っぽくそう言って、私はレジスに笑いかけた。

「それじゃ、私は行きますね。レジス様も早く戻らないと、もう昼休み終わっちゃいますよ」

「あ、ああ」

　軽く手を振り、レジスに別れを告げる。握られた手首に熱を持ったまま、私はレジスとは反対方向へ進み、その場を後にした。










お悩み解決！　フィーナの占いサロン




　寮に戻り、昼ご飯を食べると、私はまた部屋でテキストを広げて課題に取り組んだ。

　停学中は、昼ご飯もマルトさんが特別に作ってくれることになった。ありがたい話だ。なんとしてでも、私もマルトさんの役に立たなければと改めて思う。

　課題が一段落したところで、私はふたつめの特別課題の用意を進めるために、また食堂へと向かった。

　私が考えた寮生たちを盛り上げる企画は、その名も〝お悩み解決！　フィーナの占いサロン〟だ。

　その名の通り、悩めるアルベリク学園生たちを、タロットカードを使って解決に導いていくといった単純かつ明快な内容だ。

　マルトさんには昨日、企画内容をすでに話している。

　場所は、食堂の一部を借りることになった。

　そこはこぢんまりとした個室で、サロンを開くにはじゅうぶんな広さだ。使わない調理器具をしまっている物置部屋なので、サロンとして使ってもいいと言ってくれたのだ。

　サロンは寮生を中心としたアルベリク学園生徒全員を対象に、毎週火曜日と木曜日の十九時から二十一時の二時間開くことにした。

　ほかの課題もたくさんあるので、最初はこれくらいのペースから始めるのが、自分の負担もいちばん少ないと考えた。

　食堂は唯一、この寮で男女が一緒になる場所だ。ディナータイムにサロンを開くことで、食堂へ足を運ぶ生徒を増やすことも目的としている。

　サロンが盛況になれば、待ち時間や占いが終わった後にご飯を食べる生徒が増えるかもしれない。そうなると、マルトさんの悩み解決にもつながる。

　マルトさんとお互い案を出し合い、サロンと食堂が提携した企画も考えた。

　サロンに悩み相談をした際、後日無事にその悩みが解決できると、フィーナポイントというスタンプを押してもらえる。そのスタンプを三つ集めると、食堂の裏メニューを注文できるというものだ。

　貴族だろうが庶民だろうが、みんな同じ人間だ。限定のものや、特別感があるものに弱い人はたくさんいる。まずはこの企画に興味を持ってもらうことが大事だ。

　マルトさんの全面協力あってこそ、このサロンは成り立つ。

　絶対に成功させないと！

　さっそく、物置部屋に椅子や机を置き、壁に布を貼ったりして前世でいう高級占いサロンのようなスペースをつくった。物置部屋感があると貴族の人たちは嫌がるだろうから、雰囲気だけでも高級感を出さないと。

　スタンプなど必要なものは自分で用意する。前世で幼い頃やったお店屋さんごっこのようで、なんだか楽しい。

　突然サロンを開いたところで、前情報がなにもないと誰も来てくれないだろう。そう思い、私はサロンの宣伝ポスターを作り、寮の玄関に貼り出しておいた。今日は金曜日なので、来週の火曜日からスタートということも記載しておく。

　私が停学になったという噂は、もう学園中に広まっているだろう。エミリーとの事情を知る生徒はいないので、ただ単に学費が払えなくなったという理由で停学になったと言われていそうだ。

　学費未納が理由なんて、周囲から冷めた視線を浴びる可能性もあるが、そんなこと気にしていられない。私は私のために、やるべきことをやるだけだ。




　フィーナの占いサロンのオープン初日の朝を迎えた。

　宣伝したにもかかわらず、寮の中ではまったく話題になっていなさそうだけど、どうなることやら……。

　不安を抱えながら、今日の分のテキスト課題を片づけて倉庫へと向かう。

　使えないものは捨て終えたので、最近は掃除がメインだ。ただ汚れがあちこちにこびりついており、なかなか一筋縄ではいかない。

　でも、目に見えて綺麗になっていくので、慣れれば掃除もそこまで苦痛ではなくなった。

　疲れて休憩していると、私はふとレジスのことを思い出した。

　昨日はサロンの最終準備をずっとしていたから、倉庫に来なかったのよね。……この前と同じ時間帯だし、今日もいるのかしら。

　そーっと扉から外を覗いてみる。すると、前回と同じ場所にレジスの姿を発見した。

　でも、今日はどこか様子がおかしい。

　落ち着きがなく、やたらきょろきょろしている。

　もしかして、猫を捜してる……？

　その後もたまに陰からレジスの様子を見守っていたが、ずっとなにかを捜しているようだ。立って動いてはまた戻って……その繰り返しだ。

　私はだんだんいたたまれない気持ちになり、無意識にため息をついていた。だってレジスが捜している猫は、私が動かなければ絶対に見つかることはないんだもの。

　――仕方ない。レジスの癒しのために、またひと肌脱ぐしかないわ。

　倉庫で獣化し、私は白猫の姿でレジスのもとへ駆け寄った。こんなに連続で獣化するなんて初めてだ。

「あっ……！」

　レジスは私を発見するなり、喜びの声をあげた。

　キリッとした顔つきは一瞬で綻び、やわらかくなる。レジスのこんな顔が見られるのは、学園中で私くらいだろう。なんだかちょっと優越感だ。

　レジスは私のもとへ駆け寄り、声をかけてくる。

「お前、飼い主はいるのか？　でも首輪をしていないな……野良猫か？」

「にゃー」

「そうか。野良猫なんだな」

　つ、通じた。

「俺、お前の名前を考えてきたんだ」

　屈んで私の頭をなでながら、レジスは照れくさそうに言う。野良猫に名前を考えてくるとは、よっぽどこの前のことがうれしかったのだろうか。

　どんな名前を考えたのか、まったく想像できない。私はうきうきしながらレジスの言葉を待った。

「シピっていうのはどうだ？　お前、人を翻弄しそうだから。小悪魔って意味でシピ」

　レジスの口から小悪魔なんて言葉が聞けるとは、夢にも思わなかった。それにシピって……響きもいいし、なかなかかわいい名前じゃない。

「にゃっ！」

　気に入った！　というように、私はレジスの膝にすりすりと頬を寄せる。レジスはほっとした顔を見せて、今度は私の背中を毛並みを確かめるようになで続けた。

　モフモフに癒されるレジスを見て、もはや私が癒されている。私はそのまましばらくのあいだ、レジスの温かくて大きな手の感触を堪能した。

「俺はいつも昼休みはここにいるから、これからもお前を待ってる。いつでも会いにきてくれ」

「……にゃあ」

「ふっ。いい子だ」

　ちゃんと返事をしたことを褒めるように、よしよしと頭をなでられた。

　――そんなことを言われると、期待を裏切れなくなるじゃない。

　前回の失敗を学び、私は早めにレジスの前から退散する。レジスは私がこの辺りにいる野良猫と確信したからか、追いかけてくるようなことはせず、かわりに名残惜しそうに手を振ってきた。

　教室に戻ると、あんな顔絶対見せないんだろうな。獣化するリスクと比べても、あんなレジスを見られるとなんだか得した気分。

　私は倉庫に戻ると、レジスと鉢合わせにならないよう警戒しながら、また寮へと戻ったのだった。




　十九時になり、いよいよ占いサロンがオープンした。

　気合じゅうぶんで、一時間も前から食堂で待機していたが――誰も来ない。

「マルトさんどうしよう!?　宣伝が足りなかったのかしら？」

　サロンのみならず、食堂も閑散としている。スタートダッシュどころか、まだスタート地点にも立てていないこの状況に、私は焦りを隠せずにいた。

「フィーナ、落ち着いて。まだ始まったばかりだろう」

「でも、こういうのって最初が肝心って言うでしょう？　本当に大丈夫かしら。せっかくマルトさんも手伝ってくれたのに」

「大丈夫。焦ってもいいことはないよ。ゆっくりでも成果を出せればいいんだから。ほら、お客さんが来るかもしれないし、フィーナはサロンに戻りなさい」

「……はーい」

　マルトさんになだめられ、私は肩を落としたままサロンへ戻った。

　開かない扉を見つめながら、ひたすら椅子に座って誰かが来てくれるのを待つ。しかし、一時間以上経っても人が来る気配はない。

　今日はもう誰も来ないだろうなとあきらめモードになっていると、トントンと扉をノックする音が聞こえた。

「はっ、はいっ!?」

　驚いて声がひっくり返る。

「失礼するわ」

　声と共にガチャリと扉が開くと、そこにいたのは同級生のアナベルだった。

　アナベルというと、小説内ではエミリーをいじめる〝悪役令嬢〟として登場するいじわるな侯爵令嬢だ。金髪のツインテールが特徴で、いつも赤髪と青髪の取り巻きを両側にはべらせ、自信満々な顔で校内を歩いている。三人の姿はまるで歩く信号機みたいだと噂されていたっけ……。アナベルが聞いたら、怒りそうな噂だ。

　そんな名物信号機を間近に見られると思いきや、取り巻きの姿が見あたらない。どうやら、アナベルはひとりでここへ来たようだ。

　アナベルは品定めするようにサロン内を見回すと、私の正面にある椅子にどかっと座り、脚を組んだ。

　サロンのお客様第一号が悪役令嬢のアナベルなんて、まさかの展開だ。

「よ、ようこそ。フィーナの占いサロンへ。ここではあなたの悩みを、私が一緒に解決します！」

「……フィーナ・メレスね？」

「え、ええ。そうですけど」

「エミリーの金魚の糞ふんをしていたから、あなたのことは覚えてるわ。いつの間にかやめたみたいだけど」

　……金魚の糞。ムッとする言い方だが、実際にそうだったから仕方ない。

「フィーナ、停学処分になったんですってね。そんな生徒がなにか始めるみたいって聞いて、興味本位で来てみたの」

「あなたはアナベル様ですよね。いつも一緒にいるおふたりはいないのですか？」

「いないわ。誰にも言えなかった悩みを相談するのに、人を連れてくるわけないでしょう？」

　興味本位と言ったくせに、ちゃんとサロンの内容を把握して、なおかつ相談する気満々のようだ。

「それもそうですね。でも、アナベル様が来てくれて助かりました。全然人が来なくて途方に暮れてたので」

「あたり前じゃない。停学処分を受けた人間に悩みを相談するなんて、なんのメリットもなさそうだもの」

「た、たしかに……」

「私のように、好奇心旺盛で自分に余裕のある人間しか来ないでしょうね。おーほっほっほ！」

　さすが悪役令嬢と言いたくなるほどの高笑いに、私は苦笑する。でも、笑い方はともかくアナベルの言うことはごもっともだった。

「逆に考えたら、あきらかに格下だと思う私にだから言える愚痴があるんじゃないですか？　私的には、ここはストレス発散の場として使ってもらってもかまわないと思ってるのですが」

「だったらそういう説明をちゃんとポスターに書いておきなさいよ！　それなら受け取り方が変わるし、今よりは人が増えるかもしれないわ」

　なぜかアナベルにアドバイスをもらい、私はさっそく今言われたことを後で実行しようと心に決めた。

「アドバイスありがとうございます。では、お待たせしました。アナベル様のお悩みはなんでしょうか」

「そっ、それは……そのっ……え、えーっと」

　私が聞くと、急にアナベルは体をもじもじさせる。

　すると、獣化のときと同様に、またもや私の体に異変が起きた。なぜか一瞬で、私はアナベルの悩んでいることがわかったのだ。

「恋のお悩み、ですか？」

「なぁっ！　なんでわかったの!?」

　アナベルは後ろに大きくのけぞり、びっくりしている。

「……バレたなら話は早いわ。私、好きな人がいるの。でも、その人の好みのタイプと私は真逆と聞いて、どうしたらいいかわからなくて……」

　アナベルの好きな人といえば、マティアスのことだろう。

　小説でもアナベルはマティアス一筋だったし、そのせいで、マティアスの想い人であるエミリーをいじめていた。マティアスのタイプがエミリーのような清せい楚そで可憐なイメージの女性ならば、たしかにアナベルは見た目も派手――というか華やかだし、気が強い女王様のようなイメージだ。

「わかりました。タロットカードを使って占ってみます」

「お、お願い」

　私は自分のタロットカードを使い、簡単な占いを開始する。

　このカードは、娯楽のひとつとして寮に持ってきていたものの、前世の記憶を取り戻すまではまったく触っていなかった。まさかこんな形で活躍のときがくるとは――。

　まるで新品のように綺麗なカードをシャッフルする。

　私がするのは多数あるカードから一枚だけを引いて占う〝ワンオラクル〟という初心者向けの占いだ。慣れてきたら、もっとレベルアップした占いをしようと思うが、最初は無理せずこれくらいがいいだろう。

　私がカードを並べていくのを、アナベルは神妙な面持ちで見つめている。その様子は恋する乙女そのもので、なんだかかわいく思えてきた。

「……ワンドのクイーンが出てるわ」

「それっていいの？　悪いの？　ど、どうなのよ！」

　カードをめくり、私は急かされながらアナベルに占い結果を伝える。

「正位置で出てるし、今のアナベル様はとてもいい運気といえます。いろんな男性から注目を浴びる時期で、恋の進展も望めると、カードからは読み取れますよ」

「本当!?　……よかった。ま、まぁ私が男性から注目を浴びるのは、いつものことだけど！」

　アナベルは安心したのか、ほっと胸をなで下ろしている。

「でも、本来なら今のアナベル様は悩んだりしないで、ポジティブでいられるはずです。素直でありのままの……あ」

「なによ？」

「わかりました。そのままでいいんですよ！」

「えっ？　ど、どういうこと？」

「相手の好みが違うからって自分を変えたりしないで、アナベル様はありのままのアナベル様で相手にぶつかっていけばいいんです。そんなアナベル様の姿は、きっと想い人に魅力的に映ると思います」

　恋に悩むアナベルがかわいく見えて、私は思わず熱のこもったアドバイスをしてしまった。

「ありのままの私……。そうよね！　私は、今でも魅力的よね！」

「はい！　それに、好みのタイプなんて、しょせんタイプなだけで、あてになりませんし！」

「……ふふっ！　ありがとうフィーナ。実は私、ひと目ぼれしたのに今までずっとうまくアピールができなかったの。自信があるそぶりを見せてたけど……こんなとこに来ちゃうくらい、本当は不安だったのよね。占いのおかげで、一歩前に踏み出せそうな気がするわ！」

　さっきの高笑いと違い、アナベルはとても女性らしく笑いながらそう言った。

「お役に立ててよかったです。こちらこそ、私のお客様第一号になってくださりありがとうございます」

「これからもっとがんばりなさいよね！　じゃあ、私は部屋に戻るわ」

　アナベルは私に喝を入れるように背中を軽く叩くと、満足そうにサロンから出ていった。

　時計を見ると、ちょうど二十一時だった。

　初日はアナベルひとりという結果だったけれど……喜んでもらえたみたいでよかった。久しぶりにやった占いも練習したおかげかスムーズにいったし、落ち込まずに対策を練って、徐々に盛り上げられるようにしよう。……それにしても、アナベルの悩みがひと目でわかったのはどうしてだろうか。




　サロンを出ると、食堂の隅に見覚えのある人物を見つけ私は驚いた。今まで一度も寮で見たことのないレジスがいたのだ。

　この時間にここにいるってことは、レジスも寮生だったのね。

　みんな私と同じようなことを思っているのか、ちらほらと食堂に残っている寮生たちもレジスのことをガン見している。

　どうして今日は食堂にいるのか不思議に思いながらも、話しかけるような仲でもないし、私は自分の部屋へ戻ろうした。

「フィーナ」

　そのとき、背後から声をかけられた。振り向くと、隅っこにいたレジスが私の真うしろまで来ていた。

　え？　レジスから私に話しかけてる？

　レジスが自ら話しかけるという珍事に、ほかの寮生もざわつき始めた。

　女性が苦手と言われているのに、話しかけている相手が私であることにびっくりしているのだろう。

「レ、レジス様。寮で会うなんて初めてですね」

「お前、今授業に出ていないよな。停学中だって？　いろいろ噂されてるぞ」

「……噂っていうのは？」

「先生は家庭の事情だと言っていたが、同じクラスのやつが、学費未納とかなんとか言いふらしてる」

　……エミリーか。学費が払えなくなったと言われているのは覚悟していたけれど、余計なことをしゃべるのはやめてほしい。

「なにか困ったことがあるなら、協力してやってもいいが」

「え？　あ、ありがたいですけど、気持ちだけ受け取っておきます。停学の理由も、噂通りですから」

　急に距離を詰めてくるレジスが、なにを考えているのかよくわからない。私がシピとわかっているようには見えないし……どうなっているんだ。

　もしかして、お金持ちの多いこの学園で、私が貧乏だと知り同情してくれているのだろうか。レジスも庶民といわれているし、急に親近感が湧いたのかも？

「助け合いが大事だろ？　遠慮しなくてもいい」

「そう言われましても……あ、じゃあ、ひとつお願いしてもいいですか？」

　私はレジスを玄関まで連れていき、サロンのポスターを見せて宣伝することにした。

「私、今日から占いサロンを始めたんです！　なにか相談があったら、レジス様にも遊びにきてほしいなーって。愚痴を言いにきてもらうだけでも、なんでもいいです！　……レジス様に悩みがあるかはわかりませんけど、よかったら」

「へぇ。お前、おもしろいことを思いつくんだな。それに、今日初めて食べたがここの食堂の料理は絶品だった。この特典の裏メニューっていうのはそそられる」

「でしょう!?　マルトさんの料理は世界一です！　裏メニューは絶対絶対食べてほしいので、がんばってスタンプを集めてくださいねっ！」

「……ああ。気が向いたらな」

　マルトさんの料理を褒めてもらえたのが自分のことのようにうれしくて、満面の笑みをレジスに向けると、レジスはふいっと顔を背けて口もとを手で覆った。……急にテンションが上がったから、暑苦しいと思われたのだろうか。

「……それよりフィーナ、どうしてお前は俺に敬語を使うんだ？」

「え？　レジス様っていうか、学園の人には皆さんに使うようにしています」

「なぜだ。お前は伯爵家の令嬢だろう。庶民相手でも、様をつけて呼んだり敬語で話したりするのか」

「私は伯爵家の娘といっても、本来はここへ通えるような人間ではなかったので。身分とか同級生とか関係なく敬語が抜けないというか、もう癖になっちゃってるんです」

　エミリーの名前を、一度つい前世の癖で呼び捨てにしてしまい、彼女の機嫌を損ねたことがあった。それから全員に丁寧な口調で話していれば、トラブルはないと思うようになったのもある。生徒全員の家柄を把握するのも不可能だし、後から言葉遣いのことでいちゃもんをつけられても面倒だ。

　……心の中では全員呼び捨てにしていることは、私だけの内緒だけど。

「先に言っておくと、俺はお前にそんな堅苦しい言葉を使われるような身分じゃない。癖だかなんだか知らないけど、敬語で話しかけられるとむずがゆいから、やめてくれないか」

「えっ。急にそう言われましても……」

「手始めに、俺のことをこれからレジスと呼んでみろ。お前の癖を直す協力をしてやってもいい」

「レジス様のことをですか!?」

　さっそく〝レジス様〟と呼んでしまい、レジスは顔をしかめる。

「……話を聞いていたか？」

「あ、ご、ごめんなさい。……レジス」

「……後はその敬語が抜ければ、上出来だな」

　そう言うと、レジスは自分の部屋へと戻っていく。

　途中で、私たちの様子をうかがっていた寮生の令嬢何人かに声をかけられていたが、レジスは冷たい反応を返すだけで相手にもせず男子棟へと消えていった。




　前途多難だと思っていた〝フィーナの占いサロン〟だったが、アナベルがサロンの話をほかの生徒にしてくれたようで、口コミを聞いた生徒がおもしろがって来るようになった。

　それでもまだ少ないが、徐々に食堂にも人が増えていっているような気がする。マルトさんも、以前より料理を提供する人数が多くなったと喜んでいた。

　そして私は、占いサロンをやっていくうちに、初めてアナベルを占ったときに感じた違和感の正体に気づくことになった。

　どうやら私は、獣化の他にも特殊な能力を秘めていたようだ。

　それは、顔を見ただけでその人の悩みがわかるというチート能力。

　まるで頭の中に相手の心の声が流れてくるように、悩んでいることをすぐ言いあてることができるのだ。

　この能力はサロンをやっていく中で、とても役に立った。相手が打ち明ける前に悩みを言いあてることができるので、私の占い師としての評判は右肩上がりとなった。

　だが、この能力は女子限定でしか発動されなかった。男子生徒の悩みはまったく見ることができなかったのだ。ついでに、普段から人の悩みがわかるわけではなく、サロンに相談に来た人にのみ、この能力は発動される仕組みになっている。

　どうしてこんな能力が開花したのかはいまだにわからないが……物語が進む上で都合のいいチートが開花するなんてことは、小説などではよくあることだ。




「フィーナ！　あなたってすごいわ！」

　何度目かのサロンオープン日。十九時になってすぐ、ノックもせずに扉が開かれると、興奮気味のアナベルが入ってきた。

「あなたの言う通り、自信を持ってマティアス様に話しかけたら、マティアス様が私のことを〝おもしろい子だね〟って……！　それからは、向こうから話しかけてくれるようになったの！」

「そ、それはよかったです。というか……アナベル様の想い人は、マティアス様だったのですね」

「はっ！　……ここだけの話にしておいて！」

　アナベルは私に指摘され、焦った顔で私の両肩を思いきり掴んだ。切実な眼差しを受け、私は首を何度も縦に振る。前からわかっていたことは、内緒にしておこう。

「この際だから言うけど、これからも私が恋の相談をするときは、全部相手はマティアス様っていうのを覚えておいてちょうだい」

「わかりました。応援してます。アナベル様」

　私が微笑むと、アナベルは顔を赤らめて、やっと椅子に腰かけた。

　小説では、アナベルはマティアスにかわいそうなくらい相手にされていなかったけれど、今のアナベルの話を聞く限りこの世界では違うようだ。

　思い返すと、私が停学になる前も、思ったよりエミリーとマティアスの距離は縮まっていなかった気がする。関わらないようにしていたから詳しくはわからないが。

　もしかすると、マティアスとアナベルが結ばれるって展開も、ありえるかもしれない。目の前にいるアナベルは少なくとも悪役には見えないし、なんだかけなげで応援したくなってしまう。

「今日はまたなにか相談ですか？」

　そう質問しながらも、今日のアナベルは悩みがあるようには見えない。

「いいえ。今日はフィーナにお礼と報告にきただけよ。ほら、無事に悩みが解決したらスタンプがもらえるんでしょう？」

「あっ！　そうでした！　アナベル様にはスタンプを差し上げないといけませんね。生徒手帳の白紙のページに押させていただいてもいいですか？」

「かまわないわ」

　私は机の端に置いてあるケースから、猫の絵柄のスタンプを取り出すと、アナベルに差し出されたページにぽんっとスタンプを押した。

「これを三つ集めると、裏メニューっていうのが頼めるのね」

「そうです。でも意外でした。アナベル様は裏メニューにはあまり興味がないのかと」

　侯爵令嬢のアナベルが、食堂でご飯を食べている姿は想像がつかない。

「なかったけど、こういうのはせっかくなら楽しんだほうがいいでしょう。それに、食堂ってこの時間すっごくおいしそうな香りがするのよね。いつも外で料理人を呼んで晩餐を作らせていたから知らなかったけど、ここで食事をするのもたまにはいいかもしれないわ」

「ぜひ！　食堂にアナベル様がいると華やかになりますしねっ！」

「よくわかってるわね、フィーナ！　私、あなたのこと気に入ったわ」

　アナベルは上機嫌で、私の手をぎゅっと握った。

「それと……ありがとう。私、この前ここに来なかったら、マティアス様と仲よくなれなかったかも」

「いえ。私はあくまでお手伝いしただけで、実際に行動に移したのはアナベル様ご自身ですから」

「動くきっかけをくれたのはフィーナでしょう？　この私が感謝しているのだから、素直に受け取っておけばいいのよ」

「……はい。ありがとうございます」

　私の返事を聞いて、アナベルは満足そうに手を離す。

　エミリーと逆で、悪役とされていたアナベルがいい子すぎて困惑する。私の中で、アナベルの好感度は爆上がりだ。

「じゃあ、また来るわね！」

　椅子から立ち上がり、アナベルは終始笑顔のままサロンを後にした。

　学費の免除と食堂の繁盛を目的に開いたサロンだったけれど、それ以外にも誰かの役に立てたと思うと、私もうれしくなった。

　その後も数人やって来て、愚痴や相談を聞きながらタロット占いをした。

　もうすぐ二十一時になる。今日はこれで終了かと思い、両手を上げてぐーっと体を伸ばしていると、サロンの扉が開いた。

「……レジスさ……じゃなくて、レジス!?」

　つい〝様〟をつけそうになったが、この前言われたことを思い出して言いなおす。

「来てくれたんですね！」

「……たまたま目についたから。もう終わりの時間だけど」

　レジスはそっぽを向きながら言うと、私の正面に座る。

「うれしいです。今日はどんなご相談ですか？」

「ああ、とりあえず、フィーナがいまだに俺に敬語を使うことが悩みだな」

　レジスがむすっとした顔で言う。

「うっ、ご、ごめんなさ――ごめん。まだ慣れなくて」

「……ふっ。ぎこちないけど、まあいいか」

　しどろもどろしている私を見て、レジスは小さく噴き出した。

「もう！　レジスったら！」

　本当に怒っているのかと思いすごく焦った。そんな私を見て、レジスは楽しそうにくすくすと笑った。

　今までレジスは人が嫌いで、学園の生徒と関わる気なんてゼロなんだと思っていたけれど、一度話すと心を開くタイプなのかしら。私とレジスが仲良しと言っていい関係なのかは置いておいて、レジスから歩み寄ろうとしてくれている自覚はある。

「で、本当の相談は？」

「……え？　あ、ああ……」

　レジスはなにか考え込むように口をつぐんだ。レジスは男子なので、私は悩みを知ることができない。

「それともなにか愚痴でも言いにきた？　私なんでも聞いてあげるから、レジスも言いたいこと言ってすっきりして帰って！」

「愚痴――べつに、愚痴はないんだが」

「……レジス、なんの用事もないのに来たの？」

「い、いや！　違う。そうだ。相談がある」

　びっくりした。まさか、私に話すことがなにもないのにサロンに来たのかと思った。そんなの、ただ私と世間話をするために来たようなものだし、レジスはなにもおもしろくないわよね。

　相談があると聞いて安心し、私はタロットカードを準備しながらレジスの話を聞くことにした。

「実は――最近とても魅力的な出会いがあったんだ。どうしてもその子が頭から離れなくて、困っている」

「えっ!?　そ、それって恋の相談!?」

　私の問いかけに、レジスはうんともすんとも言わない。ということは、肯定ととっていいのだろうか。

　レジスから恋愛話が出てくるとは驚きだわ。誰かに知られたら、間違いなく学園のビッグニュースになること間違いなしだ。相手が誰かすごく気になるが、レジスはそこまで教えてくれないだろう。アナベルみたいに口をすべらせるなんてヘマもしなそうだ。とにかく、エミリーでないことを祈るしかないわね。エミリー、レジスのこともひそかに狙っていたから。

「……どこで出会ったか聞いてもいい？　アルベリクの生徒？」

「学園の裏庭のさらに奥――前、一度お前と出くわしたことがあるだろ。俺はいつも昼休みをあの場所で過ごしているんだが、そこで寝ているときに、突然現れて」

　それって、もしかしてもしかしなくても――獣化した私シピのことじゃないか。

　私が早とちりして恋愛話と言ったのが悪かったのか、レジスは相手が猫ということは伏せている。さすがに猫の相談をしていると思われるのは、恥ずかしいようだ。

　私もレジスから自分のことを相談されるとは思っていなくて、タロットカードを持つ手にじんわりと汗をかいてきた。

「へ、へぇー。運命の出会いみたいなやつかしら。それで、なにが気にかかっているの？」

「……近頃、全然会えないんだ。だから、次はいつ頃会えるか占ってほしくて」

　はぁ、と小さくため息をつくレジス。

　私はぎくりとした。そういえば、最近テキスト課題に追われて、倉庫の作業をおろそかにしていたことに気づく。天気が悪い日も続いて、外に出るのが億劫になっていたのよね。

　レジスがシピに会いたくて寂しい思いをしていたなんて、全然考えていなかった。あの場所でシピを待っているレジスを想像すると申し訳なさでいっぱいになる。……でも、ちょっとかわいいとも思ってしまった。

　次会えるのがいつかは正直私次第なのだが、なにもしないのはおかしいので一応占いはしておこう。

「カップの２の正位置。やったわね、レジス、すごくいいカードよ」

　悪いカードが出たらどうしようと思ったが、レジスにとってはかなりいい占い結果となった。さすが、レジスほどの美男子だと、運までも味方につくといったところか。

「このカードは気持ちが通じ合うことを表すの。相手もレジスのことを意識している可能性が高いわ。それが恋愛感情か友情かはまだわからないけど、好意は持たれてるはず」

　出たカードの結果をそのまま話しているだけなのに、自分のことだとわかっているので気恥ずかしい。

「そ、そうか。よかった……。じゃあ、近々会えるだろうか？」

「ええ。会えるわ。近いうち必ず」

　明日の昼休み、獣化して倉庫に行くしかないわね。レジスに言いながら、心の中でそう思った。

「ありがとうフィーナ。……すまない。時間が少し過ぎてしまったな」

　時計を見ると、二十一時から十五分ほど経過していた。

「全然平気よ。レジスが来てくれてうれしかった」

「……また来る」

「あ！　ちょっと待って！」

　扉に手をかけるレジスの背中に向かって声をかけると、彼は私のほうを振り返った。

「その、この前偶然会った日以来、よく話しかけてくれるようになったよね？　なんでかなーって……」

　純粋にずっと疑問だったことを、思いきってレジスに聞いてみた。

「レジスは他人と関わるのが好きじゃないようだったし。とくに女子は苦手っていう感じで。だから不思議に思っちゃって」

「ああ、そうだな。でもフィーナは……なんというか、ほかとは違う」

「えっ？」

　そ、それって、いったいどういう意味？

　ドキドキしながらレジスの言葉を待っていると、レジスは真顔でこう言った。

「フィーナって、猫みたいだろ？」

「……はい？」

「俺、猫が好きなんだ。だから……まぁ、そういうことだ」

　そういうことって、どういうことなのか全然わからないんですけど？

「じゃあ、おやすみ」

　レジスはそのままサロンから颯爽と去っていった。私は首をかしげたまま、ひとりサロンに残りレジスの言った意味を考える。

　――人は嫌いだけど、私は猫みたいだから平気ってこと？

　たしかに間違ってはないけど！　半分猫みたいなものだけど！

　あんなにまっすぐな瞳で〝ほかとは違う〟なんて言われたら、なにか特別な意味があるのかと勘違いしちゃったじゃない。なのに理由が〝猫みたい〟って……。レジスってもしかして天然？

　期待した答えとは違ったことを、少し残念に思っている自分がいた。




　次の日の昼休み。

　私は有言実行するため、倉庫へと向かった。中途半端に終わらせていた掃除の続きを済ませてから、時間を見てレジスに会いにいくため獣化する。

　昨日、近々会えると言われたからか、心なしかレジスの表情は期待に満ちていた。

　その期待に応えるため、私はレジスの前に姿を現すと、「にゃあ」とひと声鳴いてみせた。

「シピ！」

　レジスは鳴き声に気づくと、軽快な声で私の名前を呼び駆け寄ってきた。久しぶりの再会がよほどうれしかったのか、ひょいと私を抱き上げる。

「やっと会えた」

　ひげの周りを人さし指でゆっくりとなでながら、レジスが慈愛のこもった眼差しをこれでもかというくらい浴びせてくる。

　抱きしめられたりなでられたり、たまにこちらからちょっかいをかけてじゃれ合ったり、昼休みの時間たっぷりとレジスに甘やかされた。ここまでかまってもらえると、猫としてまんざらでもなくなってくる。

　ひとりの女としても、レジスのこんな表情を独り占めできていると思うと――くすぐったいような、うれしいような気持ちだ。

　自分で言った占い通りの結果だけれど、私は少しずつレジスのことが気になるようになっていた。とはいっても、レジスが会いたいと望んだ相手は〝私〟ではなく、〝シピ〟だ。

　フィーナとしての私の前でも、いつかこんな表情を見せてくれたらいいのにな……。

　そんな願望をひっそりと胸に抱えたまま、私はレジスと楽しい昼休みを過ごしたのだった。




　木曜日になった。今週二度目の占いサロンオープン日だ。

　今日もいちばん最初にやって来たのはアナベルで、またマティアスとの恋愛相談を打ち明けにきた。すっかり私とアナベルはいい関係になっている。たまに寮ですれ違うときも、アナベルから声をかけてくれるようになった。

　アナベルの影響か、取り巻きのカロルとリュシーも今ではサロンの常連になっている。ふたりはいつも一緒にやって来て、アナベルがマティアスの前だと照れてしまい、たまにそっけない態度をとってしまったりとドジを踏んでいることを報告しにくる。

　アナベルとマティアスがうまくいくよう、友人としてフォローしたいという相談を聞くたびに、このふたりは私のように嫌々取り巻きをやっているわけではないのだなぁと思う。そんなふたりを見ていると、こっちまで心が温かくなる。

「フィーナ」

「あら、レジス。今日も来てくれたのね」

　本日最後のお客様はレジスだ。レジスはこの前のように、サロンを閉めるギリギリ時間にやって来た。

「お前の言った通り、気になっている子に会えたんだ。すごいんだな。フィーナの占いって」

「それはよかったわ。またなにかあったらいつでも来てね」

「ああ。今日はそれを言いにきただけだ。今日もおつかれ。フィーナ」

　レジスは報告だけするとすぐにサロンを出ていこうとしたので、私は慌てて引きとめる。

「レジス！　忘れ物！」

「……忘れ物？」

　私はレジスの顔の前に、悩みを解決した人への特典である猫のスタンプをかざした。レジスはそのスタンプを見ながら、目をぱちくりとしている。

「無事に気になる子に会えたみたいだから。はいっ！」

「これが、三つ集めると裏メニューが注文できるスタンプか」

「そう。がんばって集めてね！　レジス、生徒手帳は持ってる？　スタンプを押してもいいかしら？」

　レジスは私に言われ、ポケットから生徒手帳を取り出した。私はアナベルと同じように、白紙のページにスタンプを押した。

「……猫」

　スタンプを見ながら、レジスはぽつりとそう漏らす。

「かわいいな。これは集めたくなる」

　押されたスタンプを眺め、レジスは小さく微笑んだ。そして大事そうにポケットに生徒手帳をしまった。

「来週の火曜、また来るよ」

　倉庫に行くときはシピとしてだけれど、ここではフィーナとしてレジスに会える。

　そう思うと、私は来週の火曜日が待ち遠しくなっていた。










特製オムライスとおにぎり




　そろそろスタンプを三つ集める人が出そうになり、私は休日にマルトさんのところを訪ねた。裏メニューはもちろんオムライスだ。裏メニューとして出す前に最終確認をしようということになり、私は初めて食堂のキッチンに入れてもらった。

　ここ最近、食堂の利用者の数がはるかに増えたとマルトさんはうれしそうだった。同時に、マルトさんの笑顔も増えたように思う。

「金髪のご令嬢さんが、青い子と赤い子を連れてよく食堂に来るようになったよ。聞けば金髪の子は名家の出身だってね」

「ああ、それはアナベルのことね。赤髪のおだんご頭がカロルで、青髪のショートヘアーはリュシーよ。学園でもいつも三人でいたわ」

「最近はメープルシロップとバターだけのパンケーキが気に入ったようで、朝食も食堂で食べるようになってねぇ。きちんと毎回お礼も言ってくれるし、いい子だよ」

「アナベルは明るいし、綺麗だし、素敵な女性よね」

「あの子たちがいると、食堂が華やかになっていいね。そうそう！　華やかといえば、すごく美形の子も最近はよく来るよ。火曜と木曜は必ずといっていいほどいるね。ほら、あの濃い水色の髪の……」

　美形で水色の髪といえば、ひとりしかいない。

「レジスね。学園でマティアス第二王子と並ぶほど人気があったわ。ただ、クールすぎて近寄りがたいとも言われてたけど」

「あぁー……。言われてみればそうだね。愛想はないけど、いつも綺麗に食べてくれるから印象は悪くないよ。火曜と木曜に来てるってことは……あんなイケメンを虜にするなんて、フィーナも隅に置けないねぇ」

　にやにやしながら、マルトさんは肘で私の体を軽くつついてくる。

「えっ!?　ど、どうしてそうなるの！」

「だって、フィーナ目当てってことだろう？　ほかの日に来たときもよく周りを見渡してるし、フィーナを捜してるんじゃないかい？」

「レジスが私を捜すなんて、そんなわけないわ。もう、さっさと始めましょう！」

「あらあら照れちゃって。……青春だねぇ」

　マルトさんは私を冷やかしながらオムライス作りを始めた。

「材料ならたくさんあるから、フィーナも作ってみる？」と言われ、私も急きゅう遽きょオムライスを作ることになった。

　前世では料理が趣味で、いろんなものをよく作っていた。玉ねぎをみじん切りにしていると、マルトさんに手際のよさを褒められてうれしくなる。

　私の作るオムライスは、チキンライスの上にとろとろの卵をのせるタイプのものだ。マルトさんのようにチキンライスを卵で包み込むのより簡単で、失敗も少ない。

「わぁ！　おいしそう！　フィーナの作ったオムライスは卵がとろとろだね。あたしのは昔ながらのオムライスだけど、フィーナのは今どきのオムライスって感じだ」

「ふふ。なにそれ。私はマルトさんみたいにうまく卵でライスを包めないだけよ」

「フィーナならすぐできるようになるよ。それより、フィーナのオムライスを食べてみてもいいかい？」

　私はマルトさんにオムライスの味見をしてもらった。かわりに私は、マルトさんの作ったオムライスをおいしくいただくことにする。

　……うん。ばっちり！　この前食べたときと同じ、マルトさんの人間味あふれる優しい味だ。裏メニューでこのオムライスが出てきたら、誰も文句は言わないだろう。

「フィーナのオムライス、卵がふわとろですごくおいしいよ。卵になにを入れてるんだい？」

「私は生クリームとマヨネーズを入れてるわ。そうすることで、よりふわとろなできあがりになるの」

　マルトさんは「へぇ！」と感心しながら、次から次へとスプーンを口に運び、あっという間にすべて平らげた。

「なんだか、あたしたちふたりのアイディアを出し合ったら、もっといいオムライスが作れる気がしてきたよ。フィーナが作る料理を食べたい人もいるだろうし、裏メニューはフィーナも調理に参加してくれたらうれしいんだけど」

　オムライスを食べ終え、マルトさんは私にそんな提案をしてきた。

「そんな！　私は素人だし、マルトさんがひとりで作ったほうがおいしいわ」

「あたしの料理は食堂でいつでも食べられるだろう？　フィーナはほかの課題が忙しいだろうし、少し手伝ってくれる程度でいいから。ねっ？」

「……わかったわ。やってみる」

　マルトさんに説得され、今後裏メニューはふたりで一緒に作っていくことになった。

　それからは空いてる時間に食堂に行き、厨房でマルトさんの仕込みを手伝ったりするようになった。もともと好きなことだったので、マルトさんからいろんなことが学べてとても楽しい。

　――早く裏メニューが出せたらいいなぁ。

　誰かがスタンプを三つ集めてくれることを、私は心待ちにするようになっていた。




　占いサロンを開始して、一か月半が経った。

　食堂にもサロンにも人が増え、すべてが順調にいっている。今まで関わることのなかった寮生同士が食堂で交流を持つようになり、寮は以前よりずっと活気づいていた。今は裏メニューのスタンプをいくつ集めたかが、食堂で過ごす寮生たちのあいだでホットな話題となっているようだ。

　この調子でいけば、理事長が私に与えた〝寮生たちを盛り上げる〟という課題は無事にクリアできるだろう。

　そして、今日はサロンを開始してから初のうれしい出来事が起きた。

　アナベルがスタンプを三つ集め、ついに特典の裏メニューを出すことになった。食堂でカロルとリュシーと共に、アナベルは裏メニューが出てくるのを待ち構えている。

　あれからマルトさんと私で改良を重ね、ふたりでひとつの特製オムライスを作り上げた。卵は私のふわとろを活かし、チキンライスはケチャップと鶏肉をバターで炒めただけのシンプルなものに。それにより、マルトさん特有のなつかしさを感じる優しい味がさらに引き立っている。

　ソースはデミグラスやホワイトソースなどの凝ったものも考えたが、結局定番のケチャップのみにすることに決めた。そしてそのケチャップで、裏メニューを頼んだ人にメッセージを書いて提供することにした。

　私はアナベルの恋が叶うように、オムライスの上にケチャップでハートマークを描いた。お皿にも〝ファイト！〟と応援メッセージをひと言添える。こういうほんの遊び心も、食べてもらう人に少しでも喜んでほしいという気持ちからだ。

　付け合わせは野菜ときのこのコンソメスープ。これは私がこの前、あまった材料を使いキッチンで作ってみたものをマルトさんが気に入り、今日のメニューに加えてもらえた。

　このように裏メニュー用に改良はしたが、マルトさんが作る自慢のオムライスも私は大好きだったので、絶対に今後も作ってほしいという複雑な思いもあった。すると、そのオムライスの定番メニュー化を検討するとマルトさんが約束してくれた。食堂にたくさん人が来るようになり、『おいしい』という言葉を毎日聞けて、マルトさんも自信を取り戻しつつあるようだ。

「お待たせしました、アナベル様！　こちらがアルベリク寮食堂の裏メニュー、マルト＆フィーナの特製オムライスです。どうぞお召し上がりください！」

　私はアナベルのところに、できたてのオムライスを運んだ。

「かわいい！　ハートマークとメッセージまで書いてあるわ！」

　アナベルはさっそく、ケチャップで書いたメッセージを見つけうれしそうにはしゃいでいる。

「はい。アナベル様の恋愛成就を願って書かせていただきました！」

「もうフィーナったら！　食べるのがもったいなくなるわね。それと、ハートの真ん中にスプーンを入れてしまわないように気をつけないと」

　たしかに、せっかく描いたハートが割れると縁起が悪い。今度から違う模様にしたほうがいいのかもしれないと、アナベルの言葉を聞いて思った。

　いい評価をもらえるかドキドキしながら、私はアナベルがオムライスを食べる姿を見守る。

「……おいしい！　卵がふわふわのとろとろで、口の中で溶けるみたいだわ！　それに、チキンライスも私が好きな味付けね。今まで食べてきたものはソースの味が濃かったり、チキンライスにも具がたくさん入ってるものが多かったけど、このオムライスはシンプルながら、味がひとつにまとまっていて絶品よ！」

「ほ、本当ですか!?　よかったぁ！」

　アナベルから最高の評価をもらって、私はひと安心する。マルトさんと作ったから自信はあったものの、ここまで褒めてもらえると思わなかった。

　目の前でおいしそうにオムライスを食べるアナベルを、カロルとリュシーはうらやましそうに見つめている。ふたりももうすぐスタンプが集まるので、ぜひ今度食べてほしいものだ。




　アナベルが裏メニューの特製オムライスを食べてから、食堂とサロンはいっそうにぎわいを見せるようになった。

　カロルとリュシーはあの後すぐにスタンプを集め、アナベルに続きオムライスを食べることに成功した。三人は〝オムライスが絶品〟という話をいろんな場でしてくれているようで、寮生だけでなく、アルベリクの生徒全員のあいだで裏メニューが話題となっているようだ。

　オムライスだけでなく、マルトさんの料理がおいしいという噂も広まり、食堂はかつてないほど人であふれている。サロンがない日は、私も積極的に厨房やカウンターに立ち、マルトさんの手伝いをした。

　停学中というのに、学園にいた頃よりも他の生徒とコミュニケーションをとっているなんて変な話だ。

　エミリーによって広められた停学に関する私の悪い噂も、もう誰も気にしていないようだった。

　そんなある日。

「やあ、フィーナ。久しぶり」

「……マティアス様!?」

　なんとマティアスがサロンにやって来て私は驚いた。

「寮生じゃないんだけど、いいかな？」

「は、はい。どうぞ！」

　そう、マティアスはエミリーと同じく寮生ではない。なので、ここには絶対に来ないと思っていた。

　マティアスに会うのは、停学になってから初めてのことだ。ただ、アナベルから飽きるほど名前を聞かされていたからか、あまり久しぶりという感じがしない。

　誰もが憧れるマティアスとふたりきりなんてことは完全に初めてで、私は少しばかり緊張していた。

「まさかマティアス様がここに来られるとは、予想外でした」

「ここの食堂が話題になってて、気になったんだ。アナベルが裏メニューのオムライスを絶賛していてね。いてもたってもいられなくて」

　マティアスからアナベルの名前が出る。

　ふたりが順調に仲を深めていることがわかり、私はなんだか自分のことのようにうれしくなった。

「そうなんですね。アナベル様はここのいちばんの常連ですから」

「だからか。君の話を最近よくしているよ。……ここって、どういう悩みを相談する人が多いんだ？」

「うーん……やっぱり、恋愛相談が多いですね」

　たまに成績が上がらない、とか、お菓子を食べるのをやめられないなどの相談もあるが、ほとんどが恋の悩みだ。アルベリクはいろんな男女が集まるだけあって、毎日あらゆるところで恋が芽生え、それと同じ数だけ悩みも生まれている。

「なるほど。恋愛相談か」

「マティアス様は、今日なにをご相談に？」

「それがほかの人と同じで、恋愛相談なんだ」

「マティアス様まで!?」

　にこにこと笑みを浮かべながら、恥ずかしげもなく言うマティアス。

　……どうしよう。聞くのが怖い。もしアナベルでない、別の人の名前を出されてしまったら、私はうまくその相談に乗ることができるだろうか。

　占いに私情を挟むのはよくない。だけど、アナベルはサロンを開いてからいちばん通ってくれている常連だ。おかげで私たちは仲良くなったし。アナベルがひた向きにマティアスを思う姿を何度も見てきた。できることなら、この世界ではアナベルとマティアスが結ばれてほしい。

「えっと、内容はどういったものでしょう……？」

　言いながら、どうかマティアスの想い人がアナベルでありますようにと、心の中で願った。

「僕の好きな人が、いつもは素直なんだけど肝心なところですごく不器用なんだ。早く次の段階に進みたいと僕は思うけど、今は彼女のペースに合わせるのがいちばんだと思って我慢してる。まぁ、そういう完璧すぎないとこもかわいらしくて好きなんだけどね」

「……は、はあ。そうなんですか」

　ひとりで上機嫌にぺらぺらとしゃべり続けるマティアスだが、いったい今の話のどこに悩みがあったんだ。自分で解決できているし、悩みっていうより――。

「あのマティアス様、今のはただののろけ話ですよね？」

「あ、そうだった？　無意識だったよ。誰かに恋愛話なんてするの初めてでさ。楽しくなっちゃってつい！　あはは！」

　爽やかな笑顔を見せるマティアス。見ているだけで、こちらまでつられて笑顔になってしまう。

　それに、話の内容を聞く限り、マティアスの言っている〝彼女〟はアナベルのことだろう。言っている内容がカロルとリュシーが相談しにくることと似ているし、この前アナベルは『いいムードなのに、恥ずかしくて変なことを言ってしまうの！』と嘆いていた。

　無事にふたりが両想いということがわかり、ほっとする。付き合う前の甘酸っぱくて楽しい日々を過ごしているふたりを想像すると、微笑ましくなった。後は、このまま何事もなくふたりが結ばれることを祈るばかりだ。

　最初は小説通りエミリーと仲よくしているマティアスを見て、マティアスはエミリーと結ばれるのだと思っていたが、まさかその後アナベルがマティアスを射止めるとは。

　この世界のエミリーは性格が悪いし、そうなるのもうなずける。エミリーのほうが悪役令嬢と言われても、なにも不思議に思わない。エミリーはマティアスを射止めることができなかったのだろう。……それとも、私が知らない間にほかに好きな人ができて、マティアスに興味をなくしたのだろうか？

　まぁどちらでもいいか。私としては、憧れのマティアスが女性を見る目がちゃんとあったことがうれしい。あのまま性悪エミリーの毒牙にあっさりやられるような男だったら、きっと幻滅していた。私が前世から抱いていた綺麗な思い出は、無事に守られたようだ。

「ねぇフィーナ。これってさ、悩みを自力で解決したことになる？　僕、スタンプを集めたいんだ。裏メニューを食べたいから」

「解決した悩みを話しにきただけですから、残念ですけどスタンプは押してあげられませんね」

　私は手に持ったものの出番のなかったタロットカードを、机の隅に置いた。カードの隣には、マティアスが欲しがっている猫のスタンプが置いてある。マティアスは物欲しそうにそのスタンプに目をやった。

「はぁ。やっぱりそうか。残念。……王子特権で、裏メニューを食べられたりしないか？」

「そんなズルをしたら、アナベル様に告げ口しますからね」

「おっと、それは困るな。彼女は卑怯なことが大嫌いだからね。嫌われるようなことはできない。……というか、君はなんでもお見通しなんだな」

「ふふ。さあ、どうでしょうか」

　小説ではあんなに卑怯な手ばかり使っていたアナベルだけれど、実際には真逆だとはね。

　マティアスと軽い冗談を言い合いながら笑い合っていると、サロンの扉が開いた。

「あっ……。すまない。先客がいたんだな」

　訪ねてきたのはレジスだった。マティアスがいることに気づき、レジスはそのまま扉を閉めようとする。

「あ、大丈夫だよ、レジス！　僕はもう出るところだから」

「……そうか」

　マティアスがレジスにどうぞというように席を立つと、レジスはサロンの中へ入ってきた。

「意外だな。君もこういったものに参加するんだね」

「べつに、俺の勝手だろ」

　すれ違いざまにマティアスがレジスに話しかけると、レジスはマティアスと目も合わさずにそう言い返した。

「それはそうだ。僕のイメージの中のレジスはこういったものに興味を示さなそうだったから、驚いただけだよ。でもたしかに、レジスは悩みが尽きなそうだもんな。ほら、最近女子生徒につきまとわれて困ってるところをよく見るし。モテる男も大変だな」

「お前ほどじゃない。余計なお世話だ」

　冷たく言い放つレジスを見て、マティアスは苦笑いをする。

「じゃあ僕は行くよ。フィーナ、今度はスタンプをもらえるようがんばるね」

「お待ちしております。でも、悩みがないのはいいことですよ」

「はは。今の悩みは、悩みがないことだな。それじゃあ」

　手を振りながらウインクをして、マティアスはサロンから出ていった。

　レジスはむすっとした顔をして、おもしろくなさそうに椅子に座り、頬杖をつく。なにか嫌なことでもあったのだろうか。

「レジス、どうかしたの？　ご機嫌ななめに見えるけど」

「べつに」

「……あ、さっきマティアス様が、レジスが女子生徒につきまとわれてるとか言ってたけど、それは大丈夫なの？」

「俺にはなんの話かさっぱりだ。誰かと勘違いしてるんじゃないのか？」

「そ、そう。ならいいけど」

　普段から愛想がいいとはいえないが、今日のレジスはおかしい。いつもサロンに来たときはレジスのほうからいろいろと話してくれるのに、今日はあまり口を開こうとしない。

　私もどうしたらいいかわからず、お互いなにもしゃべらないまま気まずい空気が流れる。

「……フィーナって、マティアスと仲がいいのか？」

　そんな空気を破ったのは、レジスのそのひと言だった。

「え？　どうして？」

「楽しそうだったし、あいつと話しているときのフィーナの顔がうれしそうだった」

　レジスの前でマティアスと話してたのなんて、今さっきのほんの少しの時間だけだ。でもそう言われてみれば、マティアスは前世で憧れの人だし、今は仲良しのアナベルと両想いなこともわかって、私の顔が緩んでいたのかもしれない。

「私の顔がどうだったかは自分じゃわからないけど、べつに特別仲がいいとかじゃないわ。停学になってから初めて会ったし、久しぶりだから会話が弾んだだけよ」

「ああ。弾んでいたな。それに俺と話しているときより声が高かったし、気持ちが浮うわついているようにもみえた」

「……そんなつもりはなかったんだけど。レジスと話しているときだって、いつも楽しいと思ってるわ」

「俺とマティアスは、フィーナから見たら同じってことなんだな。よくわかった」

　まずい。レジスがひとりで暴走している。絶対なにもわかっていないし。

　じっと据わった目つきで見られ、まるで尋問を受けているかのような気分だ。

「フィーナって……マティアスのことが好きなのか？」

「私が？　ああいう王子様って感じの人には憧れるけど、そもそもマティアス様は本物の王子様だし。好きとかじゃなくて、どちらかというと憧れの人っていえるわね」

「じゃあ、フィーナの好きなタイプってどんなのだ？」

「好きなタイプ？　やっぱり、王子様みたいな人かな。私、昔からずっと王子様っていう存在への憧れが強かったのよ」

「……王子様、か」

　レジスは真剣な面持ちでつぶやく。

「いつか素敵な王子様が目の前に現れて〝お手をどうぞ〟って手を差し伸べてくれる……そんな王道ラブストーリーみたいなこと、一度でいいからされてみたくて」

　理想のシチュエーションを語ると、レジスは黙って私の話に耳を傾けている。そんなに真面目に聞くような話じゃない気もするけれど。

「きっと、どんな女の子もお姫様みたいな気分になれるんでしょうね。……これも好きっていうより、理想っていうほうが正しいのかも」

「……なるほど」

　レジスは考えごとをしているのか、それ以上なにも言ってくることはなかった。尋問タイムは終了したようだ。

「私の話は置いといて、今日はどうしたの？　また新しい相談？　それともスタンプをもらいに？」

「え？　ああ。この前言った悩みが解決したんだ。ほら、気になる子があまり向こうから話しかけてくれないっていう。フィーナの占い結果通りに相手を信じて待つことにしたら、向こうから話してくれるようになった」

「それはよかったわね。悩み解決おめでとう。レジス」

　……その悩み相談を受けてから、私はシピでレジスに会うときに、以前より多めに自ら「にゃー」って鳴くことにしたのよね。

　レジスはポケットから生徒手帳を取り出した。そして、すでに集めていたふたつのスタンプの横に、私は最後のひとつを押してあげた。

「わあ！　ついにレジスも三つ集めたわね！　裏メニューゲットよ」

「……よしっ！」

　目の前でレジスが声をあげ、立ち上がり思いきりガッツポーズをしている。その後急に恥ずかしくなったのか、ごまかすようにコホンと咳払いをすると、冷静を装いながら椅子に座りなおした。

「レジス、最近スタンプをすごく集めたがっていたものね」

「いつも食堂にいる婦人に聞いたんだ。裏メニューは、〝フィーナの手料理が食べられる〟って」

　マルトさん、なにを言っているの!?　ふたりで作っているから半分正解だけれど、その言い方だとまるで私がひとりで作っているみたいじゃない。

「お前の作る料理の味はなんとなく気になるし……だから、集めてみようかなって」

「レジス……」

　レジスが私の手料理のために、スタンプ集めに必死になるなんて思わなかったから、純粋にうれしい。

　さっきまで気まずい空気が流れていたサロンで、今はふたりとも顔を火照らせうつむいている。まるで私たちの周りに花が浮いているような、ほわほわとした空気が流れていた。

「じゃあ、さっそく頼んでもいいだろうか？　その、裏メニューを」

「ええ。マルトさんに言って準備するから、レジスはできあがるまで食堂で待っててくれる？」

「わかった」

　時刻は二十一時前。

　私は早めにサロンを閉めて、マルトさんのいる厨房へと向かった。

「マルトさん、今から裏メニューを作ってもいいかしら？　レジスがスタンプを集めたの」

　本来なら、食事のラストオーダーは二十時半までだ。少し時間が過ぎてしまっているが、裏メニューに関してはイレギュラーなことが起きても仕方ない。

「ああ、かまわないよ。作るのに時間もかからないし。……ん？　レジスって、あのイケメンくんのことかい？」

「そうだけど、それがどうかしたの？」

　マルトさんは食堂で待機しているレジスを見て、なにかを思いついたようだ。

「じゃあ今日のオムライス作りは、フィーナひとりに任せることにするよ」

「えっ!?　どうして!?　私ひとりじゃ、あのクオリティのオムライスはまだ作れないわ！」

「いいんだよ。やれるとこまでやれば。あたしが食べたフィーナのオリジナルオムライスも、じゅうぶんおいしかったしねぇ。あのイケメンくんは、クオリティより誰が作ったかのほうが大事なんだと思うよ」

　マルトさんに言われて、さっきレジスが言っていたことを思い出した。

『裏メニューは、〝フィーナの手料理が食べられる〟って。だから……集めてみようかなって』

　――マルトさんったら、最初からこうするつもりでレジスにあんなことを言ったのね。

　こっそり食堂にいるレジスをキッチンから覗くと、待ち遠しいのかそわそわとしている。そんなレジスを見ていると、早くオムライスをレジスに食べてもらいたい、という気持ちになった。

「わかったわ。ひとりで作ってみる。でも、いつもより裏メニューのクオリティが低いって、周りに気づかれたらどうしよう……」

「大丈夫だよ。もう夜の九時だ。ラストオーダーは終わってるし、食堂に人はそんなにいない時間だから、気にすることないよ」

「……それもそうね。よし！　がんばって作らないとっ！」

　私はエプロンをつけて袖をまくり、オムライス作りを始めた。マルトさんは隣で片づけをしながら私の様子を見守ってくれている。

　失敗することなく、無事にオムライスは完成し、キッチンにおいしそうな匂いが広がった。

「はい、仕上げにはこれが必要だろう」

　完成したオムライスを見て、マルトさんはうんうんとうなずきながら私にケチャップを渡した。ひとりで作ったオムライスは、マルトさんから合格点をもらえたようだ。

　――レジスには、そうだ。これを描くしかないわね！

　私はケチャップで卵の上に猫のイラストを書いた。前世のメイドカフェなんかで見たことのあるような、かわいらしい仕上がりになった。

　ほかに人がいる前でレジスにこんなかわいいオムライスを出したら、きっと注目を浴びてしまう。でもマルトさんの言う通り、食堂にはほとんど人がいなくなっていたので、その心配はなさそうだ。

「レジス、お待たせ！　アルベリク寮食堂の裏メニュー、〝フィーナの特製オムライス〟よ。どうぞ召し上がれ！」

　姿勢よく椅子に座っているレジスの前に、私は猫のイラストが描かれたオムライスを出した。

「……猫？」

「そう。かわいいでしょう？　レジス、猫が好きだって言ってたから」

「覚えていてくれたのか。ありがとう。これ、フィーナが描いたのか？　上手だな。それに、オムライスもうまそうだ」

　レジスはふっと小さく微笑んで、オムライスの端っこをひと口食べた。

「……！　すごくうまい。驚いた。フィーナは料理が得意なんだな」

「えへへ。得意っていうより、趣味なだけだけど」

「謙遜するな。お金をとってもいいレベルだと俺は思うぞ」

　ひとりで作ったオムライスを裏メニューとして出すのは初めてだったが、大成功みたいだ。スプーンが止まらないレジスを見て、私までおなかも、そして心も満たされたような気分になる。

「これをほかのやつも食べると思うと、なんだか嫉妬してしまいそうになるな。このうまさは、独占したくなる」

「も、もう。冗談ばっかり」

　普通に考えると、レジスは仮に恋愛相談をしている相手に、こんなふうに思わせぶりなことを言ってくるなんて、かなりの浮気者だと思われても仕方ない。でも私は、レジスの好きな相手の正体をわかっているから、そんなの全然気にしていなかった。レジスもレジスで、自分の中では猫の相談をしているだけなので、細かいことまで気が回っていないのかもしれない。

「あの、ここだけの話なんだけど」

「なんだ？」

「レジスのオムライスだけ、実は特別なの」

「特別？」

　トレーを抱えたまま近くに立っている私を見上げ、レジスは首をかしげた。

「なにが特別なんだ？」

「それは……内緒ってことにしとく。とにかく特別なの！」

　自分から切り出しておいて、急に、〝ひとりで作ったこと〟が特別なんて口にすることに恥じらいを覚える。それにレジスはもともと、裏メニューは私がひとりで作るものだと勘違いしていた。言ったところで、たいして特別に感じない気がする。

「……気になるな。いつか教えてくれ」

　そう言うと、レジスは最後のひと口を頬張り、「ごちそうさま」と手を合わせた。

「遅くに作ってもらって悪かったな」

「こちらこそ、かなり遅い夕食になってごめんなさい」

「本当にうまかった。フィーナの手料理を毎日食べられるやつは幸せだろうな」

　最高の褒め言葉をもらって、今後も料理に精が出そうだ。

　そのとき、レジス越しにふと購買コーナーが見えて、私はレジスにこんな質問をしてみた。

「じゃあたとえば、購買コーナーに私が作ったものが並んだら、レジスは買ってくれる？」

「もちろん。俺は気に入ったら同じものばかり食べるタイプだから、買い占めるかもしれないな」

　即答するレジスに、私はプッと噴き出してしまった。

　レジスが男子棟に行くのを見送り、私は鼻歌まじりで綺麗に完食されたお皿を厨房まで持っていく。

「〝君の手料理を毎日食べられる人は幸せだ〟って、あたしが旦那に言われたのと同じ言葉だ」

「マルトさん！　聞いてたの!?」

　キッチンに戻るなり、マルトさんはにやついた顔を私に向けた。

「聞こえてきただけだよ。あのクールなイケメンくんがあんな甘いセリフ言うなんて驚きだ。まさに、好きな子にだけ甘いタイプだね」

「好きとかじゃなくて……私はレジスに懐かれてるっていうか、そう、懐かれてるだけよ」

「懐かれてる？　あはは！　フィーナ、おもしろいことを言うね」

　大笑いしながら、マルトさんは片付けてあったまな板を取り出すと、キッチンの上に置いた。

「あれ？　マルトさん、今からなにか作るの？」

「いいや。作るのはフィーナだよ」

「私!?　オムライス作りならもう終わったじゃない！　……まさか」

「勘づいたようだね。あそこまで言われて作らないなんて、女がすたるってもんだよ」

　まさかと思ったら、そのまさかだった。

　マルトさんは私に、購買コーナーで売る用の料理を作ることを命じてきたのだ。

「べつに今日やらなくたって……」

「あたしは今週の土日はちょっと忙しくてね。来週の月曜から出せるようにするには、今日と明日で仕上げるしかないんだよ」

　そんなに急ぐ必要があるのか疑問だったが、マルトさんにその後言われた『食べたいと思ってくれた人が、食べたいと思っているうちに一秒でも早く希望の料理を提供するのが料理人だ！』という言葉に、私は料理人でもないのに妙に納得してしまった。

　私はレジスの希望を叶えるために、二日間マルトさんと厨房にこもって、購買コーナーの新商品開発に励んだ。

　パンとサンドイッチがメインだったので、私はおにぎりを作ることを考えた。おにぎりなら手軽に持ち運べるし、お米を食べたいと思ったときにちょうどいい。材料費も安く済ませることができる。

　ただ購買コーナーに出すと、炊き立てのご飯を使ってもそのうち冷めてしまう。冷めてもおいしいおにぎりを作らなければ意味はない。

　具は定番の鮭、ツナマヨと、甘辛に仕上げた鶏の唐揚げの三種類にしてみた。海の苔りが食堂になかったのでマルトさんに相談すると、奇跡的に見つかった。外国から輸入した海苔が王宮のキッチンでたくさんあまってしまい、つい先日それを譲り受けたらしい。今は食材庫に置いているということだった。ラッキーなことに、それをもらえることになった。

　ルミエル国ではあまり海苔を食べる文化はないので、たまに見かけるおにぎりも炊き込みご飯やまぜご飯で作られていることが多い。でも私は、前世でなじみのあるあの海苔が巻かれたおにぎりを作りたいのだ。おにぎりにすれば、この国の人だって海苔のおいしさに気づく――はず。

　マルトさんは興味深そうに、私がおにぎりを作るのを眺めていた。

　塩をつけて三角に握ったご飯にパリパリに焼いた海苔を巻きつければ、おにぎりの完成だ。

　私はあえて、冷めたおにぎりをマルトさんに食べてもらうことにした。

「……おいしい！　なるほど。こういうおにぎりもあるんだね。鮭の塩加減もいい感じだよ。こっちのツナマヨはみんなから好かれそうな味だし、唐揚げは満腹感があって、男子生徒から人気が出そうだね。パリッとした海苔がやわらかいご飯と具材のアクセントになっていて、これだと食べやすいよ」

　マルトさんの絶賛を受け、私が作ったおにぎりは朝夕合わせて全種類二十個ずつの、一日六十個限定販売で売られることになった。

　サロンのときと同様宣伝ポスターを作り、月曜日に販売されることを寮生に事前告知しておく。

　準備万端で迎えた月曜日。

　早起きして朝の分のおにぎりを三十個握った。しかし気合が入り起きるのが早すぎたせいか、握り終わった後にどっと眠気が私を襲った。

　販売開始前に少し仮眠を取らせてもらうため部屋に戻ると――起きた頃には、もう十時を過ぎていた。

　――やってしまった。

　ダッシュで食堂に向かうと、購買コーナーにおにぎりはひとつも残っていなかった。

「マルトさん、ごめんなさい！　私、あのまま今までずっと寝ちゃって……」

「そんなことだろうと思ったよ。おにぎりなら、朝イチですぐに全部売り切れたよ」

「えぇ!?　そんなにすぐ!?　宣伝の効果があったのかしら」

「そうじゃなくて……あのイケメンくんが買い占めたんだよ」

　そう聞いて、私は目が点になった。

「レジスが!?　三十個全部!?」

「そうだよ。涼しい顔をして……両手におにぎり抱えて部屋に戻っていったよ！　あはは！」

　マルトさんはその光景を思い出したのか、言いながら笑いがこらえきれなくなっている。

「どうして止めないの!?　レジスはお金持ちのご令息じゃないのよ!?　三十個買うなんて、無理をしたに決まってるわ！」

「あたしもそう思って止めたけど、本人が絶対に全部買うって言って聞かなかったんだよ」

「レジス……なにを考えているのよ」

　私は頭を抱えた。たしかにあのとき『買い占める』って言っていたけれど、本当に買い占めるなんて……。

　その日、二回目のおにぎり販売時間にも、レジスはふらっと食堂に現れた。

　そしてまたレジスがおにぎりを全部買うと言ってきたので、私は必死に止めた。すでに三十個買っていて、それを食べきるのも大変なのに、さらに三十個買わせるわけにはいかない。それに、ほかにもおにぎりを食べたがっている人だっている。

「どうしてだめなんだ、フィーナ」

「だめったらだめ！　全部食べきれないのに買うなんてよくないわ！」

　食堂に私とレジスが口論する声が響き渡る。

「食べきる。偶然にも、俺は今日人生でいちばんと言っていいほど腹が空いているんだ。このおにぎりを無限に食べられる自信がある。もし満腹になったとしても、明日また食べれば……」

　その細い体のどこにおにぎりが全部入るというのか。わけのわからないことを言い募るレジスに対し、私は必死の説得を試みる。

「おにぎりが傷んじゃうわ！　買ったものは今日中に食べてもらわないと困るの！」

「だったら、やっぱり六十個全部食べ――」

「そんなこと絶対無理！　私、食べ物を粗末にする人は好きじゃない！　本当に六十個食べきれるなら、私の目の前で全部食べてもらうから！」

　ああ言えばこう言うレジスにぴしゃりと言い放つと、レジスはやっとあきらめてくれたのか、肩を落として去っていった。

　――結局、レジスはなにがしたかったのだろう。『気に入ったら同じものばかり食べる』と言っていたけれど、限度ってものがある。

　のちに、多数の寮生が食堂でひとり大量のおにぎりを食べるレジスの姿を目撃したという。このことは次の日から〝レジスおにぎり買い占め騒動〟と名付けられ、アルベリクで数日間話題となり、レジスは時の人となった――。










少年少女の恋わずらい




　おにぎりを購買で売り出してから数日、売れ行きは好調だ。テキスト課題も終わりが見えてきて、やっと余裕ある日常に戻れそうだ。

　今日は倉庫の課題に力を入れようと思い、私は早い時間から作業に取りかかっていた。倉庫内の清掃は済んだので、今は壊れた板を新しいものに取り換えたり、古びた用具をピカピカに磨いたりしている。おかげでネジや金づちの扱いがとてもうまくなってしまった。

　倉庫へ行く日は、決まってシピとしてレジスに会いにいくようになった。今日もまた、昼休みにレジスの姿を確認してから私は獣化する。

　そういえば、おにぎり買い占め騒動が起きてから、シピとして会いにいくのは初めてだ。少し間が空いてしまったので、レジスはシピのことを待ち遠しく思っているだろう。早く行ってあげないと。

「にゃー」

　レジスに気づいてもらえるよう鳴き声をあげると、レジスはこちらを振り向いた。

「シピ！　久しぶりだな」

　おいで、と手招きするレジスのもう片方の手には、私が作ったおにぎりがあった。レジスはおにぎりが売られる日はいつも買いにきてくれる。こうしてお昼ご飯として食べてくれている姿を実際に目の当たりにすると、気分が上がった。

「……はあ」

　そんな私とは反対に、レジスは大きなため息をついた。

　なんだか今日のレジスは元気がないように見える。いつもならシピを見つけると抱きしめたりなで回したりしながら、饒じょう舌ぜつになってとても楽しそうにしているのに、今日はどこか上の空だ。

　なにか落ち込むようなことがあったのだろうか。思い悩んでいるような表情をしているのが気になり、私はレジスの膝の上にちょこんと自ら乗っかった。

　じっとレジスを見つめると、レジスもこちらに視線を向け、真剣な顔をして私に話しかけてくる。

「……シピ、俺の悩みを聞いてくれるか？」

「にゃあ？」

　なあに？と言わんばかりに首をかしげる。

　まさか猫の姿のときにまでレジスの悩みを聞くことになろうとは、考えてもいなかった。

「実は、気になってる人がいるんだ」

　頬をかきながら照れくさそうに言うレジス。……これって、恋の相談!?

　いつもサロンではシピのことを想い人として相談してくるレジスが、シピに恋愛相談をするなんて……今度こそ本当に、好きな人ができたということだろうか。

「でも、この前その子が言ってたんだ。好きなタイプは〝王子様みたいな人〟だって。たぶん、明るく人気者で、社交的なマティアスみたいなやつが好みなんだと思う。実際楽しそうに話してるのを見た。……俺とは正反対だ。俺には王子らしさもないし、どうしたらいいかわからない」

　それって、もしかしてもしかしなくても――私のことじゃないか。

　以前サロンで相談されたときと同じようなことを思った。が、今回はそのときとはちょっと違う。

　だって……今のレジスは、シピではなく、フィーナのことを言っているんだもの。

　さんざんマルトさんにも、レジスは私に気があると冷やかされていたけれど、本当にそうだったとわかると、どう反応したらいいのかわからない。

　レジスは私のことを『猫みたいだ』と言っていた。だから女嫌いのレジスも、私には懐いてくれていたというか、勝手に親近感を抱かれていたんだと思っていた。レジスは猫が好きだから。

　ちゃんとひとりの女性として見てくれていたなんて……。そう思うと、時々あったレジスのおかしな行動や、不意にかけられた優しい言葉にも納得がいく。

　もしかして？とは思っていても、今の今まで確証なんてなかったから、私もうぬぼれることなんてなかった。

　だって、こんなにかっこよくて、陰ではモテモテで、でも女嫌いで有名なレジスが、私みたいな目立たない貧乏令嬢を好きになるなんて思わないじゃない。……というか、私、いつもレジスから自分のことについて相談されている。

「彼女と話すために話題をつくることに必死で、シピのことを想い人と見立てて相談するなんて情けない話だ。お前は猫なのにな。だから俺の本心を彼女は知らなくて当然なんだが……それでも、俺なりに一生懸命アプローチしてるつもりだった。でも、まったく興味を持たれていないのだろうか……」

　そう言うと、レジスは悲しげな瞳で食べかけのおにぎりを見つめた。哀愁漂うレジスと、具がなくなって米と海苔だけが残っているおにぎりが、妙にマッチしている。

　レジスがおにぎりを毎回かかさず買ってくれるのも、この前の買い占めのことも、全部私のことを想っての行動に間違いない……？

　悩みなんてなさそうなクールなレジスを、こうまでさせた原因が自分だなんて、いまだに信じられない。

　マティアスのことだって、あれほどただの憧れと言ったのに、レジスには伝わっていないようだ。今すぐもう一度訂正したいが、この姿なのできちんと言葉にすることができない。

「にゃ、にゃー！　にゃー！」

　伝わらないとわかりながらも、必死に『そんなことないわ！』と鳴く。

　めずらしく鳴きやまない私に驚いたのか、レジスは残っていたおにぎりを一気に平らげると、両手で私を抱き上げた。

「シピ、俺のことを慰めてくれているのか？」

「にゃっ！　にゃあ！」

「ふっ。ありがとう。お前のおかげでまたがんばろうと思えた。それに……俺の好きな人は、お前に似ていて――とてもかわいいんだ」

　至近距離にあるレジスの顔。その瞬間、風がレジスの前髪を揺らした。

　あらわになった茶色の瞳は、私を映したまま愛しそうに細められる。

　――ドクン、と、私の心臓が大きく脈打った。

　それと同時に、私は自分の本当の気持ちに気づいたのだ。

　私も、レジスにずっと惹かれていた。初めてここで会話をしたあの日から、ずっと。

「にゃあっ！」

「シピ!?」

　恋心を自覚した途端、鼻がぶつかりそうなほど近くにいるレジスに見つめられるのが、恥ずかしくてたまらなくなる。

　私はレジスの手の中からぴょんっと身軽にすり抜けると、獣化のタイムリミットはまだじゅうぶんあるにもかかわらず、そのままレジスの前から逃亡した。私が急に姿を消すのはよくあることなので、レジスも慣れているのか追ってこない。

　ひとり倉庫に戻り、獣化を解く。すばやく衣服だけ身にまとうと、その場に膝を抱えて座り込んだ。

　――まだ心臓がドキドキしているし、体が熱い。

　さっきのレジスの表情や言葉を思い出すだけで、胸がきゅっとなる。

　これからどんな顔をしてレジスに会えばいいんだろう。

　レジスは私に今の話を聞かれているなんて知らないから、いつも通りにしないといけないのはわかっているけれど。

　私がこの学園で誰かに恋をするなんて、エミリーの付き人をやらされていたときには考えられなかった。

　その後、私の頭の中はレジスでいっぱいで、倉庫の作業がまったくはかどらなかったことは言うまでもない。




　昨日、中途半端なまま終わりにしてしまった修復作業の続きをするため、私は今日も倉庫へと向かった。

　今日はおにぎりを作る日ではなかったので、今朝はレジスと顔を合わせていない。

　レジスと会っても平常心でいられるよう、今日もシピとしてレジスに会いにいって、レジスに慣れておこう。

　そう思い倉庫の扉に手をかける――が、なぜか扉が開かない。

　何度も開けようと試みるが、どうやら中から鍵がかけられているようだった。誰かが中にいるのだろうか？　耳をあててみるが、話し声などはいっさい聞こえてこない。そもそも、今は使われていない倉庫に用事がある人なんていないだろう。中で物が倒れて、扉を開ける妨げになっているのかもしれない。

　私は倉庫の鍵を持っておらず、きちんともらっておけばよかったと今さらながら後悔した。理事長か校長に言わなければ、扉を開けることは不可能だ。

　今は昼休みの時間帯で校内に入るわけにはいかないし……あ、マルトさんに言って、理事長に鍵をもらえるよう連絡を入れてもらえばいいか。

　それに、もうすぐレジスが来てしまう。私がここにいたらなにをしているか怪しまれそうだし、ここはいったん退散したほうが――。

「フィーナ？」

　私の思惑とは裏腹に、背後から聞こえたのは間違いなくレジスの声だった。

「レッ、レジス!?」

「こんなところでなにしてるんだ？　そういえば、前もここでフィーナに会ったよな」

「え？　あ、そ、そうね。私はその……マルトさんに言われて！　実はこの近くに生えている野草が食べられるらしくてね！　こっそり探しにきてたの！　停学中だから誰かに見つかるとまずいから、内緒にしててくれる？」

「ああ、そういうことか。わかった。内緒にする」

　咄嗟に思いついた嘘を言うと、レジスはあっさり納得した。

「内緒にするかわりに、ひとつ頼みごとを聞いてくれるか？」

「え？　ええ。なに？」

「昼休みを一緒に過ごしてくれないか」

　レジスにそう頼まれ、私はいつもレジスがいる芝生の上で、レジスと共に昼休みを過ごすことになった。何度もここで一緒に過ごしているけれど、〝フィーナ〟としては初めてだ。

　昨日の一件があってから、レジスを前にすると緊張しないか不安だったのに、さっそくふたりきりになってしまうなんて……。平常心！　平常心よ、フィーナ！

「レジス、お昼ご飯は食べないの？」

　レジスを意識しだしたことを悟られないよう、私はいつものようにレジスに話しかける。

「今日はおにぎりが売ってない日だったから、とくに食べるものがない」

「だめよ！　ちゃんと食べないと！　午後のエネルギーが切れちゃうわよ」

「……俺はもともと小食なんだ。でも、寮の食事とフィーナの料理を食べるようになってから、ご飯っていいものだなと思うようになった。俺の好みの味に、やっと出会えた感じがしたんだ」

　この前おにぎりを六十個食べるとか言っていたくせに、あっけらかんと小食なことを白状するレジスに笑いそうになる。

　そういえば、いつもレジスはここでぼーっとしていることが多かった。あまり食に興味がない人だったのか。なのにどうしてこんなに大きく育ったんだろう。……遺伝かしら？

「ふふ。そんなこと言われたら、私もマルトさんもますます料理に精が出ちゃうわね」

「逆に、ほかのものを食べる気が起きなくなったのも事実だけどな」

「えっ！　それはちょっと……いやかなり問題ね。ここを卒業したときのレジスの食生活が心配になるわ。ちゃんとほかのものも食べないとだめよ」

「そうだな……これからは気をつけよう」

　レジスの健康のためにも、おにぎりを作る日を増やそうかと考えていると、隣でレジスが小さな笑い声を漏らした。

「今日はシピに会えないなと思っていたら、フィーナがいたから驚いた」

　そう言って、レジスは私を見ながら微笑む。

「シピって――レジスがいつも私に相談している子のこと？」

「ああ。昼休みに、気まぐれに現れるんだ」

　まるでシピという名前を私が知っているかのように話すから、一瞬獣化のことがバレているのかとぎくりとした。だけどレジスの口ぶりからすると、深い意味もなくつい名前を出してしまっただけのようだ。

「……なんだか申し訳ないわ。好きな子と過ごしてたはずの時間を、私と過ごさせるなんて」

　どちらにせよ自分なのだが、シピのことを話すレジスの表情が優しくて、なぜか謝罪の言葉を口にしてしまう。レジスったら、本当にシピのことお気に入りなのね。……もしかして私、獣化した自分に嫉妬してるのだろうか。そうだとしたら末期だ。昨日レジスの口からはっきりと、シピではなく私自身のことが好きだと聞いたばかりなのに。

「どうしてだ？　俺はフィーナと過ごせてうれしいよ。停学中のフィーナと学園でこうやって昼休みを一緒に過ごせるなんて、思ってもみなかったからな。だからフィーナが申し訳なく思うことなんてひとつもない」

　レジスは私の謝罪を否定した。

「あ、ありがとう、レジス。私もうれしいわ」

「……フィーナも？」

「ええ。レジスと過ごせて、うれしい」

「っ！」

　私が笑顔を向けると、レジスの顔が見る見る赤くなる。

　レジスの反応を見て、私まで恥ずかしくなってしまう。でも、せっかくこうしてレジスと一緒にいるのだから、この時間を一秒でも無駄にしたくない。

「そっ、そういえば！　もうすぐクリスマスパーティーね！」

「クリスマスパーティー……？　ああ、学園主催のやつか」

　新たな話題を振り、会話を続ける。

　私が停学になってから二か月以上が経過し、いつの間にか十二月に突入していた。

　クリスマスには、アルベリク主催のクリスマスパーティーが開かれる。

　生徒や教師を含める学園関係者は参加自由となっているが、ほとんどの生徒が参加するという。

　普段話せない別の学年の生徒と交流を持てたり、綺麗に着飾ってお目当ての令息や令嬢にアピールしたりするには絶好の場らしい。

「フィーナは参加するのか？」

「私は停学中だから、そういった催しには参加できないみたい。停学処分になったとき、校長にそう言われたわ」

「……そうなのか。この学園って、案外厳しいんだな」

　私はあまりそういった大勢が集まる場は好きではないので、参加できなくても全然いいのだけれど。それに、以前あった学園主催の別のパーティーでは、ずっとエミリーの小間使いをさせられた記憶しかないから、パーティー自体にいい思い出がない。

　ただ、レジスが参加するのなら参加したかったなぁ……。レジスの正装姿、絶対にかっこいいだろうし。

「あ……話は変わるが、いい機会だからフィーナに聞きたいことがあって」

「うん？　なに？」

「この前俺に出してくれたオムライスを、〝特別〟と言っていただろう？　その意味を、よかったら教えてほしい」

　レジスが裏メニューを食べたときのことか。あのとき、『いつか教えてくれ』って言われてたっけ。

「あれは私が勝手に特別って思っただけで、レジスからしたらたいしたことじゃ……」

「それでもいい。教えてくれないか」

　うぅっ。こんなにまっすぐな瞳で言われると、ごまかして逃げるなんてことできなくなるじゃない。

「わかった。言うわ。……本来なら、あのオムライスは私とマルトさんがふたりで作っているのだけど、レジスのだけは、私が全部ひとりで作ったものなの。私ひとりで作ったオムライスを食べたのはレジスだけだから……勝手に特別扱いしちゃった」

「……俺だけ？」

　レジスに聞かれ、私はこくんと首を縦に振る。

「そうか。やっぱりそれが特別の意味だったのか」

「……へ？　やっぱりって？　レジス、わかってたの？」

「いや。まぁ……そうだな」

「ど、どういうこと!?」

　私はレジスの腕を掴み、身を乗り出した。

「あの裏メニューは学園で話題になっていた。俺は自分がオムライスを食べた後に、ある話を小耳に挟んだんだ。寮母のオムライス作りをフィーナが手伝っているとかなんとか……そういった内容だった」

　つまり、それを聞いてレジスは裏メニューが本来〝私がひとりで作った料理〟というわけではないことに気づいてしまったのか。

「そのとき俺は、自分の食べたオムライスがどう特別だったのかに気づいたような気がしたんだ。俺に出されたのは〝フィーナの特製オムライス〟だっただろ。だからフィーナがひとりで作ったっていうのは、間違いないとわかっていた」

「そこまでわかってたなら、わざわざ聞かなくてもよかったじゃない……」

「悪い。確認したかったんだ」

　悪いと思っているのなら、そんな緩んだ顔を見せないと思うのだけれど。

「フィーナはたいしたことないって言ったが、フィーナが思ってるよりも、その事実は俺にとって特別に感じられた。ありがとう」

「……本当にそう思ってる？」

「あたり前だろ。できるなら、またそういった特別扱いをしてくれてもいいんだぞ」

「レジスがそう言うなら……検討しておくわ」

『もちろんこれからもレジスだけ特別だよ』って素直に言えればかわいいのに、私は照れくさくてこんな返事しかできなかった。ちらりと横目でレジスを見ると、レジスもまた私のほうを見ていた。目が合って、私たちはどちらかともなく笑みを浮かべる。

「こうやって、誰かと一緒にここで過ごすのも悪くないな」

　ふと、レジスがそんなことを言った。

「いつもシピちゃんと過ごしているんでしょう？」

「それはそれ。これはこれだ。フィーナだけが学園で唯一、俺が一緒にいて落ち着く相手なんだ。なんでって聞かれたらわからないけど」

「……うーん。私がレジスの好きな子と似てるから、とか？」

　冗談でそう言ってみると、レジスは私をじっと見つめてこう言った。

「そうだな。すごく似てる」

　私の青色の瞳を見ながら、レジスはそっと私の髪に手を伸ばすと、優しく触れた。

「フィーナにはいつか、俺の好きな人の正体をちゃんと言わなければならないな」

　レジスの手がするりとなでるように私の髪に触れ、離れていく。

「さてと。この時間が名残惜しいけど、俺はそろそろ戻るよ」

　時計を見てレジスが腰を上げたので、私もすぐに立ち上がる。もう昼休み終了ギリギリの時間だ。

　その場で教室へ戻っていくレジスを見送る。レジスは何度も私のほうを振り返った。そのたびに、私は笑顔でレジスに手を振った。

　――私もいつか、シピの正体についてレジスに話さないといけないときがくるかもしれない。

　さっきのレジスの言葉を聞いて、私はそう思った。レジスは私を信頼してくれている。そんな彼の気持ちに応えたい。

　でも、騙していたと思われ、レジスに嫌われないだろうか。自業自得とはいえ、そうなってしまうのはつらい。

　悩みながら倉庫へと戻る。念のためもう一度扉に手をかけてみると――。

「あれ？」

　簡単に扉は開いた。中を見ても、昨日私が片づけたときのままで、変わったところはとくにない。

　誰かが来て開けたのだろうか？　それとも、さっきは偶然開かなかっただけ？

「いったいなんだったの……」

　私の独り言だけが倉庫に響く。

　ま、手間が省けてラッキーだったと思おう。そのまま私は、深く考えることなく作業の続きを開始した。










ヒロインだった公爵令嬢の悪だくみ　～side エミリー




『エミリー嬢は、本当にかわいいですね』

　これは、私が何度も言われてきた言葉だ。

　私は、王家とも親交深いルメルシェ家の公爵令嬢として生まれた。

　ひとり娘ということもあって、幼い頃から両親だけでなく、周りにいる人間全員からいつもかわいがられ、甘やかされて育ってきた。

　どこへ行ってもいちばんちやほやされる立場にある自分にとって、将来、王家、あるいはルメルシェ家より権力のある名家に嫁ぐことは、約束されたことだと思っていた。

『本当に美しい女性は、心も美しいのですよ』と、私の侍女は口うるさく言っていた。子供の頃はその意味がわからなかった。十三歳になったとき、その言葉の意味を理解した。

　つまり私の侍女は、見た目が美しいだけで心が伴わない私は、美しいとはいえないと、遠回しに言っていたのだ。ここで侍女の言ったことをきちんと理解し、心を入れ替えよう――なんてことを思うはずもなく、私はこの侍女を両親に言って解雇してもらった。

　侍女の立場で、私に嫌みを言うなんて言語道断。それに私は、自分の心も美しいと思っていた。わがままな部分は女の魅力として多少は必要だし、少しくらいわがままでも、私はそれを簡単にカバーできるだけの愛嬌を持っている。

　次についた侍女は私の機嫌を常にうかがい、なんでも言うことを聞いてくれたので、私のお気に入りだった。名門校のアルベリク王立学園への入学が決まったときも、学園へ連れていく気満々だった私に、お父様から悲しい事実を知らされた。

「使用人は学園へ連れていけないみたいなんだ」

　どうやらアルベリクは、送り迎え以外で使用人を学園へ連れていくことを禁止としているらしい。学園では生徒同士で力を合わせることを推進しているとか、よくわからない理由だった。

　侍女を連れていけないということは、教科書など重いものを運ぶのも、食堂で席を確保するのも、全部自分ですることになる。疲れたときにマッサージをしてもらえないし、髪の毛が乱れたときに梳すいてくれる人もいない。

　――そんなの、絶対に耐えられないわ！

　アルベリクには各国の王族や貴族が集まる。私はここで婚約者を見つけるつもりだった。身なりは常に完璧でないと嫌なのだ。

　私はお父様とお母様に、侍女を連れていけないことへの不満をぶつけた。加えて、私はアルベリクに仲のいい知り合いがいない。ひとりで心細い上に、なにか失敗したときに助けてくれる人もいないなんて無理だと言うと、後日お父様が笑顔で私にこう告げた。

「エミリーを助けてくれる友人を入学させることにしよう！」

「……私を助けてくれる友人？」

　お父様は不安を抱える私のために、遠縁の伯爵家の令嬢をひとり、私と一緒にアルベリクに入学させることにしたという。

　学費など、かかるお金はすべてこちらが負担するかわりに、私の付き人の役割をこなしてもらう約束をしたそうだ。

「ということは、彼女になんでも頼んでいいのですね？」

「ああいいとも。向こうにもきちんと言っておいた。〝エミリーのそばでサポートをしてあげてくれ〟とな」

　聞けばその伯爵家は、貴族の中でも底辺のところにいて、お金もない貧乏貴族のようだ。そんな身分の違う令嬢と仲よくするのが最初は嫌だったが、伯爵家という名だけ見れば、実態まではみんなわからないだろう。

　私のおかげで名門アルベリクに通うことができるなんて、彼女からしたら棚からぼたもちどころじゃない。最高の幸運だろう。誠心誠意を込めて、私の学園での侍女としての役割をまっとうしてもらわないと。

「あなたがフィーナ？　私はエミリーよ。今日からよろしくね」

　にこりと微笑む私を見て、初めて会った彼女は顔を赤らめた。……ふぅん。この子が私の付き人ね。

　背中半分までの桃色の長い髪に、猫のように丸い青い瞳。貧乏貴族の割には、おしゃれなアルベリクの制服を着こなせている。見た目は悪くない。隣に置いておくには、恥ずかしくはないレベルだ。

　フィーナは最初から、私に憧れの眼差しをぶつけていた。私ほどの立場と美貌があればあたり前なのだが、フィーナはあからさまだった。それは私を上機嫌にさせた。

　私は見た目だけでなく、運もいい。入学式の会場へ向かう途中に、偶然この国の第二王子であるマティアス様と接点を持つことができたのだ。背も高く、王子という名にふさわしいルックス。女性をエスコートするのもうまく、今のところ、私の婚約者有力候補といってもいい。

「マティアス様！　ご一緒してもよろしいでしょうか？」

「ああ。かまわないよ」

「ありがとうございます！　……フィーナはあっちで待機していて」

　私はそれから、マティアス様と仲よくなるために猛アピールを開始した。マティアス様に会う前は念入りにフィーナに髪を梳かせ、化粧直しもさせた。制服に埃ひとつもついていないよう確認させ、完璧な状態でマティアス様の前に姿を現す。

　ふたりの時間をフィーナに邪魔されたくないので、いつも小声でフィーナにどこかへ行くよう命令していた。フィーナはそのたびに眉をひそめるが、言うことを聞いて去っていく。

「あれ、あの子は一緒じゃなくていいの？」

「はい。フィーナは男性が苦手で、あまり関わりたくないみたいですから」

「……へぇ。そうなんだ」

　寂しそうな顔をして去っていって、マティアス様の気を引こうなんて、フィーナったら生意気ね。後で注意しておかなきゃ。

　それにしても、フィーナのような、私のうしろにいるだけの地味な女を気にかけるなんて、マティアス様はお優しい方だわ。

　私とマティアス様をうらやましそうに眺めているフィーナを見ると、私は優越感でいっぱいになった。

　そんなある日、私は令嬢たちからこんな噂を聞いた。

『マティアス様よりかっこいい生徒がいる』

　詳しく聞くと、その生徒は同じクラスのレジス・オリヴェタン。

　いつもひとりで行動していて、誰かが話しかけても愛想のない返事をしているところしか見たことがない。

　あまりよく顔を見たことがなかったので、意識して見てみると――たしかに、とても整った顔立ちをしている。顔だけでいえば、マティアス様よりもかっこいいかもしれない。令嬢たちが騒ぐのも無理はないだろう。

　ただ、私はオリヴェタンという名前を貴族のあいだで聞いたことがなかった。みんなレジスの素性がわからないらしく、ミステリアスなところがよけいにレジスを気にかけてしまう理由となった。

　しかし、レジスはどんな令嬢が話しかけても平気で無視をする。そのことから、〝女嫌い〟という噂も流れていた。

　ないとは思うけれど、私が男性に無視されるなんて場面を誰かに見られたりでもしたら――。そう思い、私はフィーナを使うことにした。私のかわりに、レジスに話しかけにいかせてみたのだ。

　適当にあしらわれているフィーナを見て、私は思わず笑ってしまった。やっぱりフィーナじゃだめだったみたいね。私が直接行かないと。

　不愉快にさせたお詫びだけをレジスに伝え、私はフィーナの手を引いてレジスの前から去った。

「フィーナ、全然相手にされてないじゃない」

　笑う私を見て、フィーナは大きなため息をついた。

「……なに？　私にそんな態度をとってもいいのかしら？」

「……ごめんなさい、エミリー。少し疲れてて」

　気がつくと、フィーナが私に憧れの眼差しを向けることはなくなっていた。

　そしてそれからすぐ、レジスは庶民だという噂が立った。アルベリクはわずかだが庶民も通っている。レジスはかっこいいが、高価なものを身につけているイメージはない。昼休みに食堂にいるところを見かけたこともないし、お金持ちの令息ではないということだ。

　庶民となると、婚約者にはしたくない。

　私にはやっぱり、マティアス様がお似合いだ。

　夏休みが終わり、また楽しい学園生活を送ろうと思っていると、私の環境は一気に変わることとなった。

　フィーナが私と行動を共にしなくなったのだ。

　いつも私についてきて、私の言うことはなんでも聞いていたのに、今のフィーナは私が呼んでも風のようにどこかへ消えていく。

「ちょっと、フィーナ、どういうつもりよ！」

　この私がフィーナを追いかけて問いつめても、フィーナは私などいないかのように平気で無視をした。これは、フィーナなりの反抗だとすぐにわかった。

　――そっちがそのつもりなら、痛い目を見せてやるわ。

　のびのびと学園生活を送るフィーナにイライラが収まらない。誰のおかげでこの学園に通えていると思っているのよ。言われたことを守れないなら、フィーナが学園に通う資格なんてない。

　私は、フィーナが私を無視して孤立させたと、両親に話した。お父様はすぐに、フィーナの両親に事実確認をしていた。向こうは『フィーナは寮にいるので、学園でのことはわからない』の一点張りだ。

　涙を流す私を見て、お父様は激怒した。結果、フィーナは停学処分となり、学園を後にした。このまま退学となるのか、心を入れ替えてまた私の侍女となるのかは、フィーナ次第ということだ。

　最後に会ったフィーナは、むかつくくらい強気な態度を私に見せていたけれど、この先はどうなるかしら。一度こんな素敵な学園に入学してしまえば、そう簡単に退学を受け入れられないはず。窮地に追いやられて、今頃は未練タラタラに決まっている。どうせ最終的には私に泣きついて、許しを請うに違いないわ。

　そしてフィーナは、もう一度私の付き人にしてほしいと願い出てくるだろう。そうすれば再び快適な学園ライフが送れるはず――そう思っていた。でも、フィーナから謝罪されることも、泣きつかれることもなかった。

　フィーナがいないせいで、自分でやらなければならないことが多くて仕方ない。一か月経って、私はフィーナがいなくなった穴の大きさに気づいたのだ。

　しかも、今まで積極的にアピールすることのなかったアナベルが、急にマティアス様と距離を縮めだした。マティアス様もまんざらでもなさそうな顔をしている。次第に私の誘いより、アナベルの誘いを優先するようになった。

　アナベルとその取り巻きのふたりは、生徒のあいだであまり評判がよくなかった。アナベルは高飛車だし、とっつきにくいという印象が大きかった。でも今は、雰囲気が優しくなったといわれ、多くの女子生徒からも慕われるようになっていた。

　アナベルの変化には、寮で今流行っている『占いサロン』が関わっていると聞いた。私は寮生ではないので、寮の話題に疎かったが、聞いてみるとそのサロンの主催者はフィーナだという。

　私は驚きを隠せなかった。まさかフィーナに、ひとりでそんなことをする行動力があると思わなかったからだ。

　フィーナが学園に通っていたときよりも、彼女の名前を学園で耳にすることが多くなった。フィーナはひと目で悩みを見抜いてくれる、すご腕の占い師だと騒いでいる女子生徒も何度も目にした。

　――許せない。どうしてフィーナが私よりも注目されるのよ。

　せっかく停学にしたのに、楽しそうに過ごしているなんて、これじゃあ意味ないじゃない！

　いら立つ私に追い打ちをかけるように、新たな噂が耳に届いた。

　その内容は――〝女嫌いのレジスがフィーナと仲よくしている〟ということ。

　私はマティアス様ともうまくいっていないのに、フィーナはこっそりレジスと親交を深めているですって？

　レジスはフィーナに冷たい態度をとっていた。こんな噂、信憑性に欠けている。

　私は真意を確認するために、レジスに直接聞いてみることにした。

　無駄に顔だけは整っているが、相変わらず話しかけるなというオーラをまとっている。でも、今の私はそんなのおかまいなしだ。

「ちょっといいかしら」

　席に座って、頬杖をつきながら窓の外を眺めているレジスに話しかける。

　ちらりと一瞬だけ私を見上げると、レジスはなにも言わずにまた窓の外へと視線をやった。

　私が話しかけたのにいい度胸だ。

　この私にこんな冷たい態度をとる男が、フィーナと仲よくしているなんてありえない。……そう思ったのに。

「フィーナの話をしたいのだけど」

「……フィーナ？　フィーナがどうしたんだ？」

　カマをかけるつもりでフィーナの名前を口にした途端、私なんて視界にも入れようとしなかったレジスの態度が豹変した。

　しっかりと私を見上げながら、食いつくように私の話の続きを待っている。

　レジスが興味を示しているのは私じゃなくて……フィーナのことだとはっきりとわかった。

　ギリギリと唇を噛みしめながら、私はレジスを置いて教室から去った。

　――むかつく！　むかつく！

　私の頭の中は、怒りという感情で埋め尽くされていた。フィーナが勝手なことをするまでは、なにもかもうまくいっていた。マティアス様との関係も良好だった。女子生徒の憧れの的で、今頃学園のマドンナになっていたはずなのに！

　私がこうなったのは、全部フィーナのせいよ。

「絶対許さないんだから……！」

　誰もいない踊り場でつぶやくと、私はギリギリと拳を握り、怒りに肩を震わせた。




　次の日から私は、レジスを自分のものにしようと奮闘した。フィーナからレジスを奪うことができれば、彼女に大きなダメージを与えることができると思ったからだ。

　いくらレジスが庶民とはいえ、フィーナにはもったいなさすぎる。

　貧乏同士が仲よくしたところでメリットもないし、私なら、レジスに夢のような生活を送らせてあげることができる。

　学園にいるあいだは、常にレジスを追いかけ回した。レジスは私を相手にしなかったが、私はめげなかった。いつか、私のよさに気づいてくれるはずだ。

　レジスはいつも、昼休みになると誰よりも先にどこかへ消えていった。追いかけようと思ったときにはもう遅くて、レジスの姿はどこにも見あたらない。

　だけどある日、私はレジスの後をつけることに成功した。ランチを取ることはあきらめて、こっそりレジスの動向をうかがう。レジスは裏庭のさらに奥の、校舎からはだいぶ離れた場所へと進んでいった。

　そして、私はそこでレジス以外の人物を見つけてしまった。レジスがいるのとは反対側にある倉庫付近に、フィーナの姿があったのだ。

　停学中の身なのに、どうして学園内に入ってきているのかはこの際どうでもいい。それよりふたりは昼休みにこうやって、逢瀬を楽しんでいたというの？

　しかし、私の想像は違っていたようで、フィーナはレジスに見つからないようこそこそと倉庫に入っていった。

　するとほどなくして今度は倉庫から白猫が飛び出してきた。

　白猫がレジスのもとへ向かうと、レジスはうれしそうにそれを抱き上げた。……レジスって、あんな顔をするのね。初めて見たわ。

　もっとレジスと白猫のじゃれ合いを見ていたい気持ちはあったが、私はフィーナのことが気になり、ふたりに気づかれないように倉庫へと近づいた。

　扉は少しだけ開いたままになっている。中を覗くと、フィーナが着ていた服だけが無造作に散らばっていた。

　――ああ、そういうことだったのね。

　レジスと戯れる白猫を見ながら、私はにやりと笑みを浮かべた。

　帰ってすぐに、私は侍女に言ってメレス家のことを徹底的に調べさせた。

　二日後、予想通りの事実がわかった。メレス家の先祖に、獣化能力を持つ者がいたということが。

　ルミエル国では獣化ができる人間はめずらしい。でも、世界レベルで見ればそれほどめずらしいことではない。

　フィーナはそんな特殊能力を、今まで隠して生きてきたのか。

　まさか白猫になりレジスと距離を縮めていたなんて――これはおもしろい弱みを握ったわ。

　後日、私は倉庫に先回りして中から鍵をかけておいた。

　案の定、遅れてきたフィーナは倉庫の扉を開けられない。フィーナの焦っている声が、中まで聞こえてきた。

　これで獣化できる場所がなくなった。さあ、フィーナはどう出るのだろう。

『フィーナ？』

『レッ、レジス!?』

　外からレジスの声が聞こえた。慌てるフィーナの声に、想わず笑い声が漏れそうになり、自分の手で口を塞いだ。

『こんなところでなにしてるんだ？　そういえば、前もここでフィーナに会ったよな』

『え？　あ、そ、そうね。私はその――』

　ふたりの会話を聞いていると、レジスは白猫がフィーナということをやっぱりわかっていないようだ。

　もっとフィーナのことを怪しむと思ったけれど、レジスはあっさりとフィーナの言うことを信じ、しまいにはフィーナと昼休みを一緒に過ごしている。

　扉の隙間からふたりの様子をうかがうと、肩を並べて寄り添いながら、とても楽しそうに会話をしていた。いい感じのふたりを見て、私の中にまたどす黒い感情が渦巻いていく。

　その場所は、フィーナがいるべき場所じゃない。私が絶対に、フィーナからなにもかも奪ってやる。

　……そうだ。いいことを思いついた。

「白猫の正体がフィーナとわかったら、レジスはどう思うのかしらね」

　幸せそうに笑い合うふたりを見ながら、私はひとりでつぶやいた。










幸せと、崩壊




　寮にいつの間にか飾られていたクリスマスツリー。どこもかしこも緑と赤の組み合わせにあふれ、流れる音楽もクリスマスソングばかり。

　クリスマスに意中の人を射止めたい、クリスマスを機に気になる人に近づきたいなど、悩み相談まですべてがクリスマス一色になっていた今日この頃。

　サロンは大盛況で、タロットカードは使い込みすぎてすり切れてきた。

　一方食堂では、マルトさんと十二月限定のメニューを考えたり、おにぎりの新作を試してみたりと、充実しすぎた毎日を過ごしていた。

　そしてついに、今日はみんなが待ちに待ったクリスマスパーティーの日。

　学園主催のパーティーは、すべてだだっ広い学園の敷地内にある別棟のホールにて行われている。

　寮生たちは制服からきらびやかなドレスやタキシードに着替え、意気揚々と会場へ向かっていく。イベント開催時には使用人を呼ぶことが許可されているので、みんな優秀な使用人の手によって、普段より素敵な姿に変身を遂げていた。

　こういったとき、肩身の狭い思いをするのは庶民の生徒だ。実際に、『パーティーに参加する際の衣装に困っている』とか『高価なものを身につけていないことで、以前のパーティーで馬鹿にされた』などの相談も、ここ最近サロンで受けてきた。

　パーティーは豪華な会場に何種類もの料理が並び、いろんな交友関係を結ぶこともできる贅沢な時間だ。自由参加とされているが、事情もなく自らの意思で参加しないという生徒などほとんどいないだろう。

　私はそういった相談を受けたことをなにげなくマルトさんに話した。すると、マルトさんが学園や知り合いの中から有志者を募り、庶民の生徒限定でドレスアップに協力してくれることになったのだ。

　たとえお下がりの衣装だとしても、貴族さながらの姿にみんなうれしそうにしている。いつもより背筋を伸ばしてパーティーへ向かう、この停学期間ですっかり仲よくなった庶民の寮生たちを、私は笑顔で見送った。

　私と同じく、今までいい思い出はなかったパーティーだろうけれど、今日は素敵な一日になるといいな。

「フィーナ！　本当に参加しないつもり!?　あなたも一緒に行きましょうよ！」

「アナベル様はフィーナとパーティーに参加するのを楽しみにしていたのよ」

「わたくしたちもフィーナと一緒にダンスやおしゃべりを楽しみたかったのに……」

　寮から会場へ向かうみんなを見送っていると、うしろからアナベルとその取り巻き、カロルとリュシーに話しかけられた。

「あはは……お気持ちはありがたいですけど、私は停学中の身。パーティーへの参加は許されていないんです」

「なによそれ！　パーティーくらい、いいじゃない！　校長ってばケチなお方ね！　あなたたちもそう思わない？」

「まったくもってその通りですわ、アナベル様！」

「わたくしもそう思います！　アナベル様！」

　アナベルの言葉に、カロルとリュシーは腕を組んでうなずく。

　参加できない当事者である私より、アナベルのほうがそのことに不満を抱いているのがなんだかおもしろい。

「それより、三人とも今日はいつにも増してとても素敵ですね。ドレス、それぞれ色が違って、よく似合っています」

　私が言うと、さっきまでぷんすか怒っていた三人は、褒められて急に照れくさそうにしている。

　とくにアナベルは、気合の入りようがほかのふたりとは違う。パープルを基調としたマーメイドドレスはほどよく肌を露出していてセクシーさもありながら、アナベルのスタイルのよさを上品に際立たせている。見慣れたツインテール姿も今回は封印したのか、結ばずに下ろして片側に流している。いつもと雰囲気がまるで違って、別人のように見えた。

「……こんなアナベル様のお姿を見たら、マティアス様もイチコロでしょうね」

「んなっ!?　なに言ってるのよ、フィーナったら！」

　心の中で思ったことが、素直に声に出ていた。

　アナベルは恥ずかしそうに両手を頬にあてる。照れ屋でちょっぴりツンデレな性格は相変わらずだ。

「フィーナの言う通りですわ！　アナベル様」

「今日はマティアス様と最高のクリスマスを過ごせるように、わたくしたちが精いっぱいアシストさせていただきますわ！」

「もう、ふたりまでそんなこと言って……！　あなたたちも意中の人がいたら、私なんて気にせずにアピールしなさいよ！　いいわね!?」

「はいっ！」と声を揃そろえてアナベルに元気よく返事をするカロルとリュシーだが、ふたりを見ていたらわかる。ふたりは今、どんな男性よりもアナベルをいちばん慕っているということが。アナベルが名家の侯爵令嬢だからとか、そういうことは関係なしに、人として尊敬し、ついていきたいと思っているんだろう。

　たしかにアナベルは女性として魅力があるし、取り巻きのことも考えられる優しい女性だ。こうして近くで見ていると、いまだに小説内で彼女の振る舞いがひどかったことが信じられない。

「さあ、早く行かないと、マティアス様をほかの生徒に取られてしまいますよ。私のことは気にしないで、パーティーに行ってください。お土産話、楽しみに待ってますから」

「……わかったわ。来年のクリスマスパーティーは、絶対に一緒に行きましょう！」

「ええ。楽しみにしてます」

　果たしてその〝来年〟が私にあるのかわからないが、アナベルが好意で言ってくれた言葉を無下にはできない。私は笑顔で返事をして、三人が見えなくなるまでうしろ姿を眺めていた。

　これでだいたいの寮生は、もう会場に向かったようね。

「フィーナ」

　そう思い、一度寮の中へ戻ろうとすると、またうしろから声をかけられる。しかしそれは、振り返りたいとは決して思えない声だった。

「……エミリー様」

　かといって、はっきりと耳に届いている声を無視して機嫌を損ねるのも面倒だ。一応、私はエミリーの機嫌をとることも、この停学期間にやるようにと両親に言われていた。その課題だけは無視し続けていたが、向こうからわざわざやって来たので、相手をしないわけにもいかない。

「エミリー様が寮に足を運ばれるなんて、いったいどうなされたのですか？　初めてのことじゃないですか」

「そうね。今まではこんなところに、とくに用事もなかったから」

「……今日はなにか？」

〝こんなところ〟などといちいち言う必要ないのに。怒りを抑えながら、必死に作り笑いを続ける。

「フィーナが参加できないって聞いて。いつもフィーナとパーティーに行っていたから、寂しくなって顔だけでも見にきたのよ」

「そうですか」

　私が停学になってから、今まで一度も会いにきたことなどないくせに、よく言えたものだ。

「どうかしらこのドレス。今日のために新調したの。素敵でしょう？」

　結局、パーティーに行けない私に自分のドレス姿を見せつけにきただけか。そのためにここまで来るなんて、どこまでも私のことが気に食わないみたいだ。

　淡いピンクと白を基調としたドレスは、まるでエミリーの腹黒さをカバーするように、見た目だけは清純に見せている。天使の仮面をかぶった悪魔とはこのことか。

「フィーナがいたらもっと素敵に見えたのに……残念だわ」

　エミリーはカツカツとヒールを鳴らしながら私に歩み寄ると、私の耳もとに口を寄せそう言った。

　私は前期に開かれた学園主催のパーティーに二度ほど参加したことがある。そのたびに、エミリーの指示で、エミリーが選んだ地味なドレスを着させられていた。

　私はいつも、エミリーの引き立て役にされていたのだ。

「私以外にドレスを引き立てる役が見つからなかったなんて、エミリー様の人望もたいしたことないのですね」

「……なんですって？」

「こんなところで油を売っている暇があったら、引き立て役を会場で捜したほうが有意義ではないですか？」

　私がうらやんだり、怒ったりする姿を見せたらエミリーの思うツボだ。私はもう、エミリーの思い通りにはならないって決めたんだ。

　笑顔のまま言う私を見て、エミリーは怒りで顔をゆがめている。そんな怖い顔をしていたら、せっかくのドレス姿も台無しだわ。

「……ふっ。ふふ。そうやって強がっていられるのも今のうちよ。フィーナ」

　怒ったかと思えば、今度は笑いだすエミリー。安っぽい捨てゼリフを吐いて、エミリーは踵を返した。

　――機嫌をとるどころか、損ねてしまったようだけど、もうどうでもいい。とにかく、エミリーとちょっと話すだけで、どっと疲れてしまった。これ以上彼女には関わりたくないものだ。

　時計を見ると午後六時前で、パーティーが始まる時間になっていた。

　マルトさんはパーティーに出す料理の手伝いで、今日は寮を留守にしている。

　私は食堂のキッチンを借りる許可を事前にマルトさんからもらい、ひとりでクリスマスパーティーを始めることにした。

　いつもキッチンに入るときに着ている給仕服に着替えていると、頭の中をパーティーへ向かう寮生や、さっきのエミリーの姿がよぎる。

　――みんなはあんなにキラキラした格好をしているのに、私は給仕服なんて、悲しいを通り越して笑えるわ。

　でも、着たくもない地味なドレスを着させられるよりは、こっちのほうがいい。着飾っているみんなを見て、少しもうらやましくないかと問われれば、嘘になるけれど。

　ひとりで仕込んでおいたチキンを焼き、簡単なケーキも用意した。静まり返った食堂にそれらを並べ、赤ワインに見立てたグレープジュースをグラスに注ぐ。

　部屋を暗くして、ツリーの飾りの電灯と、ロウソクを並べて火を灯せば、それっぽい雰囲気になった。

　最後の一本のロウソクに火を灯すと、無意識にため息が漏れた。

　――クリスマスなんてひとりでも楽しめると思っていたし、実際準備していたときも楽しかった。でも、最近はいろんな人と関わりすぎたせいだろうか。若干の寂しさが私を襲った。

　みんなはパーティー真っただ中。今日は遅くまで楽しい時間が続くことだろう。

　私は私で楽しもう。せっかく料理とケーキを用意したんだから。このご馳走は、今日まで課題をがんばった自分へのご褒美だ。

　気を取りなおし、席に座って料理を食べようとしていると、食堂へ誰かがやって来る足音が聞こえた。

　……まだ、寮に生徒が残っていたのだろうか。全員を見送ったわけではないから、その可能性はある。でも、その生徒はパーティーに参加していないことになる。寝坊でもして、遅れて向かうとか？

　誰が来るのか様子見していると、食堂へ姿を現したのは――私がいちばん、一緒に今日を過ごしたいと、心の中で願っていた人だった。

「……レジス？」

「やっぱり。フィーナはここにいる気がしてた」

「ど、どうして!?　パーティーへ行かなかったの!?」

　思い返せば、今日はレジスの姿を目にしていなかった。

　勝手に、レジスは私が知らないうちに、さっさと会場に行ったものだと思っていた。まさか寮に残っていたなんて。

　アルベリクは今日から冬休みに入る。今日はクリスマスパーティーがあるため、ほとんどの寮生は明日から自宅に帰るのだ。

　今日レジスに会えなければ、しばらく会えないことがわかっていた。だから、今こうやって彼に会えたことに、驚きつつもうれしくてしょうがない。

「パーティーには参加しなかった。俺はもともと、ああいった場は苦手だ。得意そうに見えないだろ？」

「言われてみたらそうだけど……でも、そんな理由だけで参加しないなんて」

「それだけじゃない。フィーナがいないなら、行く意味がない」

　私が参加できないから。たったそれだけのことで、レジスはパーティーに行かずにここに残ったと言う。ストレートに言われ、私の顔はカッと熱くなった。……部屋を暗くしていてよかったわ。

「なんだか楽しそうなことをしているな。それにうまそうな匂いもする」

「あっ……これは、ひとりでクリスマスパーティーをしようと思って」

「フィーナらしいな。よかったら、そのパーティーに俺も参加していいか？」

「も、もちろん！」

　レジスに言われ、私はうなずく。たったひとりのパーティーが、好きな人とふたりきりのパーティーに早変わりするなんて――ひと足先に、サンタクロースからクリスマスプレゼントをもらったような気分だ。

　料理を並べたテーブルを前に、ふたりで横並びに座る。ひとりで食べるには量が多かった料理は、レジスとふたりで分けることになり、ちょうどよくなった。

　レジスとジュースで乾杯をして、パーティーは始まった。チキンを切り分け、レジスの皿へと運ぶ。

「またフィーナの手料理をこんなふうに食べられるなんて思わなかった。なんだかクリスマスプレゼントをもらったような気分だ」

「あ、それ、私もさっき思ってたの！」

　食事中、私が思ったのと同じことをレジスが言った。思わず口をもごもごさせたまま、レジスに同調してしまう。

「……どのタイミングでそう思ったんだ？　俺はまだ、フィーナになにもしてあげられていないが」

「そんなことないわ。……私、平気なフリしてたけど、本当は綺麗な姿でパーティーに向かうみんなをうらやましく思っていたの。だから、レジスが今こうやって一緒にいてくれるだけで、すごくうれしいの」

「……フィーナは着飾らなくても、いつでも綺麗だ。もちろん今も」

　レジスは最近、不意打ちで私をドキドキさせるようなことを言ってくる。シピが好きって設定はどこへいったの？と聞きたくなるほどだ。

　それに――私を〝綺麗だ〟と言ってくれるレジスのほうが、ずっと麗しくてかっこいい。普段着のままなのに、私が今日見たどの男性よりもかっこいいなんて、レジスはずるい人だ。

「俺は逆に、フィーナがパーティーに行けなくてよかった。そのおかげでフィーナを独り占めできているからな。パーティーに参加されたら、人気者のお前を独り占めなんてできなかっただろう。俺はお前以外に話せる相手なんていないし。参加しても退屈だったと思う」

「私が人気者？　そんなわけないわ。人気者なのはレジスのほうよ」

「……自覚がないのか。停学中にお前が寮に残した功績はでかいぞ。学園でもよくフィーナの名前を耳にするようになった。寮生のやつらが、お前をかわいいと言ってる現場に遭遇したり――」

「そんなのありえないわ！　私より美人な女性は、この学園に山ほどいるじゃない！」

　私はかぶせるようにレジスの言葉を否定した。笑い飛ばす私を見て、レジスはあきれた顔をして、黙ってチキンを食べ進めた。

「パーティーは盛り上がってるかしらね」

「さあな。盛り上がってるんじゃないか。明日から冬休みだし、気が緩んで羽目をはずすやつもいそうだ」

「あはは。たしかに。……そういえば、レジスはいつから家に帰るの？」

「俺は明日の午前中に寮を出る予定だ」

　そんなに早く出る予定だったとは。今日会えて、本当によかったわ……。

「レジスって、どの辺りに住んでるの？」

　いい機会なので、一度も聞いたことのないレジスの家の話を聞いてみた。

「俺は……ここからは遠いところだ。フィーナは？」

「私？　私は王都からはずいぶん離れた辺ぴなところよ」

　話題を私の話に変えられてしまった。レジスにとって、家のことはあまり話したくないことなのかも。軽率に聞くのはやめておこう。いつか、レジスから話してくれるときがくるかもしれないし。

「フィーナの家は伯爵家だったよな。辺境伯か？」

「いや、うちはただの田舎のびん……貴族だから」

　田舎の貧乏貴族と言いそうになったけれど、〝貧乏〟と言うのは気が引けた。庶民のレジスの前で貴族の私が貧乏を名乗って、いい気はしないと思うから。

「じゃあ、フィーナも明日から帰省するのか？」

「その予定よ。……あんまり気が乗らないけど」

　帰ったらすぐにエミリーとのことで、質問攻めに遭うのが目に見えている。エミリーを無視して自由気ままに楽しんでいたなんて言ったら、屋敷に怒声が響くこと間違いなしだ。数少ない屋敷の使用人に会うのは楽しみだが、できることなら両親には会いたくない。エミリーの性悪さを語って許される問題でもないから厄介だ。貴族の世界って、どうしてこう面倒くさいのかしら。

「俺もあまり気が乗らない。このまま寮で冬休みを過ごしたいくらいだ」

「私も、できることならそうしたいわ。こんな話してたら、よけいに帰るのが嫌になっちゃう。……もっと笑顔になる話をしましょう」

「ふっ……そうだな」

　たわいない会話をしているうちに、ケーキもふたりで食べ終わってしまった。

　すっかり時間は経っていて、そろそろマルトさんが帰ってくる頃だ。中には早めに帰ってくる寮生もいるかもしれない。

「そろそろ片づけないと。ほかのみんなも帰ってくるかも」

「もうそんな時間か。――最後に、フィーナの今日いちばんの笑顔を見たいんだが、いいだろうか」

「えっ？」

　レジスはポケットから小さな箱を取り出すと、私に差し出した。

「気に入るかどうかわからないが、俺からのクリスマスプレゼントだ」

「ありがとう。……開けてもいい？」

　レジスがうなずいたのを確認して、箱をそっと丁寧に開ける。

　中には水色のかわいらしい髪飾りが入っていた。キラキラ光る宝石があしらわれており、それを見ている私の瞳も、きっと宝石のように輝いているに違いない。

「すごく素敵！　大切にするわ。これ、私のために選んでくれたの？」

「ああ。今日はずっとプレゼントを選んでいて……思ったより時間がかかってしまった。柄でもないことをしたからだろうな」

　もしかして、今日レジスの姿を全然見かけなかったのは、私へのプレゼントを選びにいっていたからだったの？

　でもこの髪飾り、とても高そうにみえる。レジス、こんな高いものを買って大丈夫なんだろうか……。

「こんな高価なもの、本当にもらっていいの？」

「フィーナが受け取ってくれなかったら、逆に困る」

「…うれしいわ。ありがとうレジス。その、ごめんなさい。私はプレゼントを用意できていなくて、今度必ずお返しを――」

「気にするな。フィーナの手料理をご馳走してもらったんだ。だからプレゼントなら、もうじゅうぶんもらってる」

　レジスが一緒とわかっていたら、もっとたくさんおいしいものを作ったのに。レジスの優しさに、私は胸がいっぱいになった。

「この髪飾り、あまりに素敵すぎて、高価そうだし普段使いするのが怖いわ。絶対に壊したり、なくしたりしたくないもの」

「俺的には常につけてもらえたらうれしいが――わかった。それじゃあ、次にある学年末パーティーでつけてくれないか？」

　学年末パーティーはその名の通り、一年の締めくくりで開かれる、これまた学園主催のパーティーだ。

　……私にとって、学費を支払う最終期日もこのパーティーと同じ日。

　校長には、クリスマスパーティーは無理だが、学年末パーティーはたとえ退学という結果になったとしても参加していいと言われていた。

「わかった。約束する」

「楽しみだ。……パーティーには参加する気がなかったが、参加しなければならない理由ができてしまった」

「ふふっ！　私もレジスとの約束のためだけに参加するわ」

　私が言うと、レジスも今日いちばんの笑顔で、私に笑い返したのだった。




　クリスマスパーティーの翌日、私は久しぶりに屋敷に帰ってきた。

　屋敷では思っていた通り、さんざん両親から叱られた。格上の公爵家相手になにをしてくれたんだと。

　しかし、エミリーの名前を出されるたびに、どうやら私は顔を引きつらせていたようで、そのことに気づいたお母様に『エミリー嬢になにかされたの？』と聞かれた。

　私は正直にすべてを話すことにした。エミリーから受けていた扱いに耐えられなかったこと、そのせいでエミリーを怒らせ、停学になったこと。

　私の話を聞いた両親の態度は一変し、自分たちの都合で私をアルベリクに入学させたことを謝罪してきた。

　エミリーの両親からは、私が人気者のエミリーに嫉妬して、一方的にエミリーを無視し、エミリーを孤立させたと聞かされていたようだ。

　私は、アルベリクに通えたこと自体はうれしかったこと、停学になってからのほうが、楽しく学園生活を過ごせたことなどを話した。

　そして今のままでは、エミリーに嫌われたままきっと退学になるであろうことも。

　せっかくアルベリクに通えたのに退学になるなんて、両親からしたらもったいない話だろう。それにルメルシェ家ともめて、最悪この件で縁を切られてしまうことも、決していいとは言えない。

「フィーナ、今までがんばったわね」

　でも、お母様は笑いながら私にそう言った。隣でお父様も、穏やかな顔をしてうなずいている。

「退学になってももういいわ。ご機嫌とりもしなくていい。残りの学園生活を、悔いのないよう楽しみなさい」

　お母様にそう言われ、私は肩の荷がやっと全部下りた気がした。

　こうして無事に両親に理解してもらった私は、屋敷でのびのびとした日々を満喫した。テキスト課題も侍女に手伝ってもらえたおかげで、冬休みのうちにすべて終わらせることができたし、想像よりずっと、楽しい冬休みとなった。

　二週間ほどの冬休みを終え、私はアルベリクの寮へ戻った。

　停学中で学園に通えないのに、寮には戻るなんておかしな話だ。でも私には最後の最後まで、課題をやり遂げるという任務がある。

　最終的に退学になるかもしれないけれど、その処置が決まるまでは、私は一応この学園の生徒なのだから。

「フィーナ、おにぎりは間に合いそうかい？」

「なんとか！　あ、そうだマルトさん。先週サロンでスタンプを集めた生徒が何人かいたから、オムライスの準備もしておいたほうがいいかも」

「了解。……やっぱりフィーナがサロンを始めてから、本当に寮が賑やかになったねぇ」

　新学期が始まり、また寮生たちであふれている食堂を見渡しながら、マルトさんは微笑む。

　相変わらず私は、寮の食堂でマルトさんの手伝いをしながら、サロンを開き生徒たちの相談を聞く日々を送っていた。もちろん、倉庫の修復もラストスパートをかけている。

　倉庫と寮を往復するばかりの毎日には、もうすっかり慣れっこだ。

　この毎日がもうすぐ終わるのかと思うと……なんだか寂しい。別課題をうまくクリアできたとしても、ここにいられるのは今年度まで。

　最初は〝学費免除のために仕方なく〟やっていたことだったのに、いつしか心から楽しむようになっていた。サロンも、マルトさんの手伝いも、倉庫の修復をしながら、シピとしてレジスに会いにいくことも。

　けれど、エミリーとのいざこざを放置してきた以上、私の退学はほとんど決まったようなもの。

　退学になると、もうここにはいられない。アナベルにもマルトさんにも――レジスにだって会えなくなるんだ。

　そんなのすっごく嫌だけど、今さら成す術などないのもわかっている。

　私の家に、高額のアルベリクの学費を出す余裕などあるわけない。

　エミリーに頼む以外道はないのだが、そうなると私はまた、エミリーにあと一年いいように使われるだけだ。自分のプライドをかなぐり捨ててまたエミリーに媚を売るなんて、絶対にしたくない。

　でも、レジスのそばにいるには、ほかに方法が……。

　私はひとりで葛藤していた。やっと両親にも『エミリーのご機嫌とりをしなくていい』と言ってもらえたのに。ここへきて、自分の抱いた恋心が皮肉にも自らのプライドの邪魔をするなんて。

〝退学上等！　学費免除されればオーケー！〟なんて安直な考えを持っていた私は、残念ながらもうどこにもいない。

　――とりあえず今は、お母様に言われたように、残りの日々を大切にして過ごさなきゃ。

「……空いてるか？」

「レジス！　いらっしゃい」

　今日はお悩みサロンの日。

　いつものようにアナベルやほかの常連生徒を占い終えた後、レジスがサロンに顔を出した。

「今日もシピちゃんの相談？」

「いや、今日は別のことを占ってもらおうかと」

「え！　めずらしい！　いいわ。なんでも聞いて」

　さすがにシピ関連の悩みはネタ切れになったのだろうか。レジスがどんなことを聞いてくるのか、私は期待に胸を膨らませた。

「俺自身のことを占ってほしいんだ」

「レジス自身のこと？」

「ああ。今後の俺の運勢とか、未来のこととか。……俺は今、とあることに対して一歩踏み出していいのかどうかを悩んでいて、できればフィーナの占いで背中を押してほしくて」

「そういうことね。任せて！」

　――とあることって、なんだろう？

　タロットカードを交ぜながら、ぼんやりと考える。

　もしかして、私との関係のことだったり？　……私ったら、レジスの気持ちを知っているのをいいことに、うぬぼれすぎているかも。

　私はカードを一枚引き、テーブルの真ん中に置くと、ゆっくりとカードをめくった。

　私はそのカードを見て、ごくりと息をのんだ。

　出たカードは、〝塔〟の正位置。意味は〝破壊〟。

　タロットカードの中で、最も悪いと言われるカードだった。

　今まで何度もレジスの相談を占ってきたけれど、こんなに悪いカードは出たことがない。

　カードを見たままなにも言わない私を見て、レジスは顔をしかめる。

「フィーナ？　このカードはどういう意味なんだ？」

　純粋な瞳を向けてくるレジスを見て、結果を言うことにためらいが生じる。

「えっと、そうね。出たカードは塔の正位置。カードから読み取ると、レジスは今後、大きなアクシデントや、今まで積み上げてきたものが壊れていく、なんてことが起きる可能性があるわ」

「……いいカードではないということはわかった。もう少し詳しく教えてもらってもいいか？　たとえば……恋愛的な面だと、どういった意味合いがある？」

「――〝関係性の崩壊〟」

　私たちはお互い無言になる。

　だめだわ。私までこの結果に泣きそうになってきた。まるで、私とレジスの未来を表してるような気がしてならない。

「で、でも！　悪いことばかりじゃないわ！　事前になにかが起きると知っておくことで、覚悟できるというか。もしなにか起きても現実を受け止めることが重要で、それをきっかけに新たな関係を築けばいいのよ。むしろ、現状に物足りなさを感じているなら、変化のためになにかを壊せ！ってことかも」

「……変化のための崩壊、か。そう聞けば、怖さは少しマシになるな」

「でしょう？　いちばん悪いカードだからって落ち込む必要は――あ」

　隠しておこうと思ったのに、つい口をついてしまった。私はすぐに自分の手で口を塞ぐが、この動きになんの意味もない。

「いちばん悪いカード……」

　レジスは肩を落として、呆然と塔のカードを見つめながらつぶやいた。

「レジス、気にしたら負けよ！　これはただの占いなんだから！」

「占いしてる本人がそれを言ったらだめだろ」

「そうだけど、私はプロの占い師じゃないし、あたる確率は高いといえないわ！」

　レジスはうつむいたまま、口を開かなくなった。

　まずい。レジスは一歩踏み出すために背中を押してほしかったのに、これじゃあ強く押しすぎて、谷底に落としてしまったようなものだ。

「そういえば、私今朝から気分が優れなかったの！　だから占いにも集中できなくて、つまり、この占い結果はチャラも同然でっ！」

　レジスをなんとか慰めようとしていると、レジスの肩が小刻みに震えだした。な、泣いてる!?

「……ふっ……はははっ！」

　と思ったら、急にレジスが笑いだした。肩が震えていたのは、笑いをこらえていたからのようだ。

「悪い。自分のことみたいに必死になってるフィーナがおもしろくて、我慢できなかった」

「ひどい！　落ち込んだフリをしていたの!?」

「本当に落ち込んださ。でも、フィーナの必死の慰めが効いた」

　相当ツボに入ったのか、レジスはうっすらと涙を浮かべている。レジスがこんなに声を出して笑ってるの、初めて見たかも。

「……それに、もし関係が崩壊するようなことがあっても、俺たちなら大丈夫だ」

　俺〝たち〟？

　サラッとすごいこと言ったような気がするんだけれど、本人は気づいていないのか、さっきとは打って変わってすがすがしい顔をしている。

「レジス、俺〝たち〟っていうのはどういう意味？」

「っ！　な、なんのことだ。フィーナの聞き間違いじゃないのか？」

　――レジスったら、指摘されてようやく自分のうっかり発言に気づいたのか、ごまかそうとしているわね。最近やたらと積極的な発言が多かったのに、こういうときは変に意地を張るんだから！

「いいえ。はっきり聞こえたわ」

「言ってない」

「言った！」

「言ってない！」

　しばらく、私とレジスの押し問答が続いた。

　言い合いが終わる頃には、テーブルに置かれた塔のカードのことなんて、私もレジスもすっかり忘れていた。




　数週間が過ぎ、学年末パーティーが刻一刻と迫ってきたある日のことだった。

　倉庫の修復作業も、今日で無事終えることができそうだ。寮の盛り上げも成功したし、これで課題はすべてクリアした。

　学費免除は間違いなしとなったが、私には、まだ悩んでいることがあった。

　レジスとのことだ。

　このままなにも伝えずに会えなくなるのは嫌だ。素直に退学のことを話し、自分の気持ちを打ち明けるべきか。

　しかし、そうしたらエミリーとの関係も全部話さなくてはいけない。エミリーの召使い同然だったことも、実は学費をルメルシェ家に出してもらっていたことも、全部。

　そして――獣化のことも。

　もしレジスが私と同じ気持ちでいてくれたとしても、違ったとしても、シピが私だということは話さなければいけない。じゃないと、私はずっとレジスを騙したままになる。

　レジスは私がシピだと聞いて、幻滅しないだろうか。

　真剣に彼の悩みにアドバイスをしているフリをして、裏で自分がシピとして動いていたことを知られたら……レジスに嫌われるかもしれない。

　そう思うと、私はレジスにこれ以上踏み込むことが怖くなっていた。

　今のままの関係がちょうどいい、なんて言い聞かせてきたけれど、このままレジスとお別れすることになったら絶対に後悔する。

「……はぁ」

　大きなため息をつきながら倉庫に着くと、中で私を待っている人物がいた。

「待ってたわ。フィーナ」

「エミリー……!?　どうしてここにっ……」

　私がこの数か月でぴかぴかに磨き上げた倉庫の壁に、エミリーが寄りかかっている。

　特別課題のことをエミリーは知らないはずなのに、なぜ私がこの時間にここへ来ることを知っているのか。

「どうしてって、以前しっかりとこの目で見たからよ。ここでフィーナが獣化して、レジスに会いにいってたところを」

　エミリーの予想外の言葉に、うまい返事が見つからない。

「な、なに言って」

「ごまかさなくていいわ。メレス家が獣化できる血筋だということは、すでに調査済みよ」

　ニタリといやらしい笑みを浮かべるエミリーを見て、私はこれ以上言い訳をしても無駄なことを悟った。

　エミリーは、いつから私の獣化に気づいていたの……？

　もしかして、クリスマス前に倉庫の鍵が開かなかったのは、エミリーの仕業だった？　私の獣化のことを知って、わざと邪魔をするようなことをしたのだとしたら、納得がいく。

「それと、今日はレジスはここには来ないわよ。先生に呼ばれて、どこかに連れていかれてたから。だから獣化する必要もないし、ここに私たちが一緒にいることもバレないから安心して？」

「……エミリーは、なにが目的なの？」

　わざとレジスが来ない日を狙って私に会いにくるなんて、裏があるに決まっている。

　私は警戒心を剥き出しにして、腕を組んで偉そうにふんぞり返っているエミリーを睨みつけた。

「そんな恐い顔しないで、フィーナ。私はただ、あなたにネタばらしをしにきただけだから」

「ネタばらしですって？」

「ええそうよ。レジスはあの猫の正体がフィーナってこと、とっくの昔から気づいてたってこと」

　どうせ虚勢を張っているだけだと思っていたエミリーからそんな言葉を聞いて、私はひどく動揺した。私のその動揺はエミリーにも伝わったようで、おもしろそうに、にやにやと口角を上げながら、私へと一歩ずつ歩み寄ってくる。

「どういうこと？」

　やっとの思いで出した声は、情けないくらい小さくて、かすれていた。今この場で虚勢を張っているのはエミリーではなく、私だ。

「実は私、かなり前からフィーナの獣化のことを知っていたの。その能力を使って、レジスに近づいてたこともね。だから私がレジスに教えてあげたのよ。〝あの猫の正体はフィーナよ〟って」

　嘘。嘘嘘嘘。

　レジスが知っていたなんてありえない。そうだとしたら、今まで私にシピの相談をしていたのはなんだったの？

　シピに、私のことを気になると言ったあのときも、正体は私だとわかっていたの？

「嘘よ。そんなの。レジスは気づいてないわ。そうじゃないとおか――」

「おかしい――って言いたいの？　なにが？　そもそもレジスがフィーナみたいな平凡な貧乏令嬢に、理由もなく歩み寄ること自体がおかしな話でしょう？」

「それは……」

　言い返せない。

　私自身、レジスが突然私に話しかけてくるようになった理由が、いまだにわからないからだ。

　初めてここで獣化したあの日、白猫の姿でレジスに会った後、フィーナとしてもレジスと遭遇する羽目になった。

　そのとき会話をしたのをきっかけに、レジスは寮でも私に積極的に話しかけてくるようになった。そして私は、どんどんレジスに惹かれていった。

　私は、大きな勘違いをしていたのだろうか。

「レジスはおもしろがってフィーナに近づいただけよ。いつまでも正体を隠しているあなたのことを、いつも学園で私と一緒に笑っていたわ」

　レジスと私は両想いだなんて、大きな勘違いを。

「……レジスはそんな人じゃないわ」

　目の奥がカッと熱くなる。信じたくない一心で、私は声を絞り出した。

　エミリーはくつくつと喉を鳴らしながら、私の耳もとに口を寄せた。

「かわいそうなフィーナ」

　いつものかわいらしい声は消え、エミリーから発せられたとは思えない低音が耳もとで響く。悪寒のようなものが、私の全身を駆け巡った。

「本当にレジスに好かれてるとでも思った？　寮でのレジスは嘘の姿よ。仕方ないわよね。フィーナは学園でのレジスをまるで知らないんだから。あなたは私とレジスのおもちゃとして遊ばれていただけよ。私とレジスは学園ではとても仲よくさせてもらってるの」

「そんなことない。レジスと過ごした日々は嘘なんかじゃ……そうよ。レジスは私にプレゼントだってくれたのよ」

　クリスマスパーティーに参加せず、私と一緒に過ごすことを選んでくれたレジスが、エミリーと共に私を笑いものにするはずがない。

「プレゼントって、水色で、宝石が散りばめられた髪飾りのことかしら？」

「!?　どうしてそれを知って――」

「あの髪飾りは、私がレジスに渡したの。庶民のレジスにあんな高い髪飾りが買えるわけないじゃない。冷静に考えたらわかることでしょう？」

　エミリーの言うことなんて、なにひとつ信じたくない。信じたくないのに……。

　私を支えてくれていた今までのレジスとの思い出に、ぴしりと亀裂の入る音が聞こえた。ひとたび油断してしまえば、あっという間に壊れてしまいそうなほど、大きな亀裂が。

　――もし、エミリーの言っていることが全部本当だったとしたら。

　ショックで動けなくなる私を、エミリーは満足そうに眺めながら、皮肉たっぷりに言う。

「ふふ。フィーナのその絶望した顔が見たかったのよ。つらいわよね？　悲しいわよね？　こんな学園から、早く消えてしまいたいわよね。大丈夫よ。あなたの学費は払わないよう、正式にお父様にお願いしておくから。フィーナがいなくなってもレジスには私がいるから、安心してちょうだいね？」

　エミリーは私の背後に回り、うしろから両肩にポンと手をのせた。

　私はその手を振り払うと、勢いよく倉庫から飛び出した。エミリーから逃げるように、裏口へと全力で走り抜ける。

　最後まで私をあざ笑うエミリーの声が、耳にこびりついて離れない。

「はあっ……はあっ……」

　息が切れて、胸が苦しい。心臓が痛くて、足もとがふらふらする。

　全力疾走したから？　違う。それだけじゃない。

　――レジスのことを信じられない。レジスを信じられない自分がいることも、信じられない。

　誰もいない道で、私はひとりしゃがみ込む。

　目の前がぐるぐると渦巻き、次第に真っ黒に染まっていくような感覚に襲われ、怖くなって目を閉じた。




　それからというもの、私はサロンをオープンすることもキッチンに立つこともやめて、部屋に引きこもる日々を続けていた。

　マルトさんには体調が悪いと言い、寮のみんなにもなにか聞かれたらそう言ってくれと頼んでおいた。

　倉庫は、完璧にするにはあと少しだけ作業が残っていたが、今のままでも理事長に褒めてもらえる状態にはなっている。

　寮だって、私はやるべきことはやった。これ以上盛り上げたところで私はどうせいなくなるのだから、がんばる意味を見いだせない。

　――もう、疲れた。

　エミリーからレジスの話を聞いて以来、私はあらゆることへのやる気を失っていた。レジスとも、何日も顔を合わせていない。

　レジスの顔を見ると、私はどう対応したらいいのかわからなかった。真実を確かめたいという気持ちと、知るのが怖いという気持ちが、私の中でぶつかり合いけんかしている。

　決着がつく目処はなく、私はこうして現実から逃げて殻にこもることしかできずにいた。

　今日もベッドで一日中布団にくるまっていると、部屋にぐぅーっと気の抜けた音が響いた。

　どんなときでも、おなかは空くらしい。しばらくまともに食事を取っていなかったせいか、腹の虫は元気よく鳴き続ける。

　結局私は遅めの時間帯を狙って、食堂を訪ねることにした。二十二時にもなれば、ほとんどの生徒が部屋に帰っていることが多い。

　今はマルトさん以外、誰にも会いたくない気分だった。

　それに何日もマルトさんの料理を食べていないから、恋しくて仕方ない。

　――マルトさんの作るオムライスが食べたい。

　この時間なら、まだマルトさんはキッチンに残っているだろう。迷惑をかけたことを謝罪して、厚かましいのは承知で、オムライスを作ってもらえないか聞いてみよう。

　私はおなかをへこませて腹の虫の音を抑えながら、のそのそと起き上がると食堂へと向かった。

　食堂に行くと、厨房のほうで食器を洗う音が聞こえ、私はマルトさんがいることを確信した。

「マルトさーん……っっ!?」

　呼びかけながらキッチンを覗き込むと、突然背後から腕を掴まれる。あまりの驚きで、背筋が一瞬凍りついた。

「フィーナ！　……やっと会えた」

　わけもわからないまま腕を引かれ、くるりと体勢を反転させられると、久しぶりに見る水色の髪が目の前で揺れた。

「……レジス」

「体調は大丈夫か？　何日も顔を出さないからさすがに心配で……毎日ギリギリまで、ここで待たせてもらってたんだ」

「毎日ここで、私を……？」

　マルトさんに頼んで、食堂が閉まってもここにいさせてもらっていたのだろうか。

　すると、食器を洗う音が急にやんだ。マルトさんは空気を読んでか、食堂に顔を出そうとはしない。

「なにか重い病にでもかかったんじゃないかと思って……気が気じゃなかった。今ここにいるということは、もう平気なのか？　俺にできることがあるなら、なんでも言ってくれ」

「……ありがとうレジス。体調は平気よ。べつに、もともと悪くなんてなかったから」

「……どういうことだ？」

　妙な緊迫感が、微かに厨房の明かりだけが照らす食堂に流れる。

　うつむいたまま一向に目を合わせようとしない私のことを、レジスは怪訝に感じたようだ。

「フィーナ、様子がおかしいぞ。なにかあったのか？」

　その心配も、演技なのだろうか。明日になれば、教室でエミリーと笑いながら、私の話をするのだろうか。

　レジスのことを信じたいのに、そんなことばかり考えてしまう自分がいた。

　思い返せば、私は一日のほんの少しの時間しかレジスに会っていなかった。それなのにどうして、自分がほかの生徒よりレジスを知った気でいたのだろう。私だけが彼に好かれていると、思い上がってしまったのだろう。

　一度抱いた疑念は、私の心を蝕むしばむように、大きく穴を広げていった。

　これって――レジスのことを信じられないんじゃない。私は自分のことを信じられないでいるのだ。

　そう、自分に自信がないから、レジスのことを信じるのが怖いだけだ。

「なんにも、ないわ」

「だったらどうして、俺の目を一度も見ようとしない？」

　無意識なのか、レジスの私の腕を掴む力が強まった。

　声色から、レジスの不安な気持ちや、そこにわずかに含まれる怒りが感じ取れた。

　見ないんじゃない。見ることができないのだ。

　レジスの顔を見てしまうと、泣いてしまいそうで、今よりもっと感情がぐちゃぐちゃになりそうで、怖い。

　でも――もしここで、私が勇気を出してレジスに獣化のことを聞いてみれば、なにか変わる？　レジスのことを信じられる？

　私はできることならレジスのことを信じたいと、心のどこかで強く願っていた。エミリーの言ったことが嘘なら、レジスはまだシピの正体を知らないはず。

「レジス……最近、シピちゃんには会えた？」

「え？　いや、会えていないが……それがどうかしたのか」

　私は望みをかけながら、勇気を出してレジスの目を見てはっきりと告げる。

「そうよね。だって、あの白猫は私だものね」

「……フィーナ？」

「レジスは、知っていたんでしょう？」

　なんのことだと否定してほしかった。それか、驚きで固まるお茶目な姿をここで見せてほしかった。

　私の願いも虚しく、その茶色い瞳はまるで意表をつかれたように揺れる。その瞬間を、私は見逃さなかった。

「やっぱり知っていたのね」

「それは……」

　レジスの反応を見れば、シピの正体を知っていたかどうかなんて明白だ。

　レジスはずっと、わかっていて私に接していたんだ。

　胸の奥で熱くなりかけたものが、凍りついたように冷たくなっていく。

　私はしょせんこの世界では物語のモブキャラ。ヒロインを差し置いて幸せになろうなんて、最初からありえない話だったんだ。

「隠してた私も悪かったし、獣化した姿でレジスに近づいたことは謝るわ。……でも、ずいぶんひどいことをするのね。私のこと、馬鹿な女だと思ったでしょう？　レジスにバレているとも知らないで、勝手にうぬぼれて……自分のしてきたことが、恥ずかしくてたまらないわ」

「フィーナ、なにを言ってるんだ。たしかにフィーナがシピだということは、エミリーに聞いて知っていた。でも俺は、お前を馬鹿になんてしていない」

　切羽詰まったレジスの声。泣きたいのは私なのに、どうしてレジスがそんなに苦しそうな顔をするのよ。

「……本当にエミリーから聞いていたのね。これで、私も踏ん切りがついたわ」

「待て、フィーナ、話を聞いてくれ」

「お願いだからこれ以上、私を傷つけないで。もうじゅうぶん、私の心はぼろぼろよ。――退学は決まったも同然だし、もうこれで会うこともなくなるわ」

「退学？　なんの話だ」

　ここへきて、まだシラを切るつもりなのか。レジスがなにを考えているのかわからない。

「とぼけないで。どうせエミリーから全部聞いてるんでしょう？　……もう私に話しかけてこないで。私もレジスに近づかないから」

「どうしてそうなるんだ！　フィーナ、俺の話を聞いてくれ。なにか勘違いを――」

　すがりつくように、さっきより強く私の腕を掴んだレジスの手を振り払う。レジスは驚いた顔をして言葉を失くした。

　もう話すことなんてない。

　だけど、私がこの数か月レジスと過ごして芽生えたこの気持ちは嘘ではないから、最後にこれだけは言わせてもらおう。自分なりのけじめとして。

「私、レジスのことを本当に――好きだったのよ」

「――！」

　本当は、ずっと言いたかった言葉を、こんな形で伝えたくなんてなかったけれど。

　レジスの目は大きく見開かれ、ふっと息をのむのがわかった。

「……さよなら」

　硬直したようにその場に立ちすくむレジスに私は冷たく言い放つと、涙をこらえて食堂を後にした。

　部屋に戻ると、出番がなくなり寂しげにテーブルの隅に置かれたままのタロットカードが目に入った。

　……あのときレジスにした占いは、あたっていたということか。

　見事なまでの関係の崩壊。今まで積み上げてきたものは、たやすく音を立てて崩れ落ちていく。

　引き出しを開ければ、クリスマスにレジスからもらった髪飾りが大事にしまわれていた。

　叩き返してやりたいが、そうもいかない。

　でも持っていると、これを見るたびに、レジスとの楽しかった思い出のシーンが映像になって頭の中に流れだす。

　どのシーンに映る私も、あんなに幸せそうに笑っているのに。

「うっ……うぅ……」

　私は髪飾りを胸に抱え、ずるずるとその場に座り込む。

　私の涙が、大好きだった人の髪色と同じ水色を、絶え間なく濡ぬらしていった。










これまでと、これから　～side レジス




「レジス様、本当に付き人をつけなくて大丈夫なのですか？」

「大丈夫だ。心配いらない。それに、〝たったひとりで行け〟と俺に言ったのは父上だ。国王陛下じきじきの命令に逆らうつもりか？」

「で、ですが心配で……異国の地にたったひとりで行かせるなど！　もしレジス様になにかあったら……！」

　王宮の門前で、馬車に乗る寸前の俺を、執事のロレンツォが引きとめていた。幼い頃から俺の世話をしてくれたロレンツォは、自分の目の届かない場所へ行く俺が心配で仕方がないらしい。

　もう十六歳になったというのに、いつまで子供扱いするつもりなのか。俺はため息をつきながら、ロレンツォに言う。

「ただの留学だ。それに、ルミエル国に悪い評判はない。世界中の犯罪数を見ても、トップレベルで平和な国だ」

　なにかあったとしても、今まで培ってきた武術や剣術でどうにかできるだろう。見せる機会が、一度もなければいいのだが。

「そうだとしても不安なのです！　長期休暇の際は、私がルミエル国までお迎えに上がりますから！　なにか困ったことがあれば、すぐに私を呼んでください！　レジス様のために飛んでいきます！」

「……わかった」

　了承しなければ、いつまで経っても馬車を走らせることができないと悟り、俺はうなずいた。

「じゃあ、行ってくる」

「お気をつけて！　レジス様！　……ああ、王子がいない二年間なんて、寂しくて仕方ない……」

　ひとりで国を離れるのは俺のほうなのに、これじゃあ立場が逆に見える。

　泣きながら大きく手を振るロレンツォに軽く手を振り返し、俺はルミエル王国へと向かった。

　カフリース王国は、ルミエル王国から馬車を走らせて丸二日かかる場所にある。俺はそこで第一王子として生まれた。

　将来、国を背負う王になるため、両親からは厳しく育てられた。いろんな勉強をさせられ、習いごとも多かった。俺を甘やかしたのはロレンツォくらいで、気づけば俺は人に甘えることのできない、鉄仮面のような人間に成長していた。

　十六歳になり、俺は父からルミエル国にあるアルベリク王立学園に入学することを命じられた。

　アルベリクはあらゆる国から入学希望者が殺到する名門学校と聞く。入学すれば学業はもちろん、婚約者や、将来の仕事相手など、様々な出会いが期待できるという噂もあった。

　――そこで婚約者でも見つけてこいってことか。

　最初はそう思ったが、俺の思惑ははずれた。

『これはお前が人として成長するための課題だ。王になるには、ひとりでも多くの国民の気持ちに寄り添える人間にならなくてはいけない』

　父に最初そう言われたときは、ピンとこなかった。

　課題？　人としての成長？　それがなぜ、アルベリクへの入学に関係あるのか。

　顔色を変えたつもりはなかったが、父は俺が理解していないことなんてお見通しだったのだろう。そのまま、俺をアルベリクに入学させる理由を話し始めた。

　まず父は、俺を一国の王子としてでなく、身分を隠して入学させると言いだした。アルベリクはわずかだが庶民も入学ができる環境にある。つまり、俺は貴族でもなく庶民として過ごすよう命じられたのだ。貴族のフリをしていると、社交の場に誘われ、どこかで俺が王子だというのがバレる可能性があるかららしい。

　父は、俺が実際よりも身分の低い位置からいろんな人間を見て過ごすことで、今まで見えなかったものが見えるようになると言った。そしてその経験は、いずれ王位を継いだときに、より多くの人間の心がわかるようになる手助けをしてくれると。

　最後まで話を聞き、俺は納得した。だから自国の学園でなく、わざわざ少し距離のある国の学園に通わせることにしたのかと。しかし、留学生も多いならオリヴェタンと名乗れば王家と疑うやつがひとりやふたりいる気がするが……そこはうまくやるしかないな。

　生まれてからずっと、王家の息子として見られてきた。この先もずっとそうだと思っていた。

　――まさか俺が、庶民として過ごす日がくるなんて。

　しかし、嫌だとは少しも思わなかった。むしろ、楽しみにさえ感じていた。

　父の考えに賛同するまではいかないが、だからといって反論もない。俺はアルベリクへの入学話を受け入れた。そして、今に至る。

　婚約者を捜せという名目でなかったことに、俺はホッとした。昔から、俺はあまり女性が得意ではなかったのだ。

　幼い頃から、見た目や地位だけが目的で言い寄ってくる令嬢たちを死ぬほど見てきた。俺のことをなにも知らないで、挨拶のように〝好き〟だと言ってくる。物心がついた頃には苦手意識が強まり、自分から女性に関わることはなくなっていた。

　――学園でも、できるだけ関わらないようにしたいな。身分も隠さなければいけないし、おとなしく過ごそう。俺は人間観察さえできたらそれでいい。

　そう思っていたのに、なんだかよくわからないが、女子生徒が次から次へと寄ってくるようになった。

　これじゃあカフリースのときと同じだ、と思ったが、俺にたいした地位がないことがわかると、二度と寄りついてこない者も多かった。庶民の立場になると、こういった変化が起きるのか。まぁ……俺の対応が、あまりにもそっけなかったせいもあるかもしれないが。

「えーっと……あなた、レジス様、ですよね？」

　今日もまた、一度も会話をしたことのない女子生徒が俺に声をかけてきた。

「そうだが？」

　見ればわかるだろ、さっさと用件を言え。

　口に出さずとも俺の意思が伝わるように、鋭い視線を彼女に向ける。彼女は白金の長い髪を揺らしながら、俺の睨みに気まずそうに視線をはずした。

　――彼女はたしか同じクラスの、いつもルメルシェ公爵令嬢のうしろにひっついている生徒だ。俺にも敬語を使っているが……見たところ、彼女も貴族の娘か。

　ルメルシェ公爵家の名前だけは、学園でよく耳にしていたので知っていた。そこの娘であるエミリーは、学園中の男子が〝かわいい〟と噂していたし、ルミエル国の第二王子であるマティアスとも入学早々から親交を深めているとのことだ。

　エミリーは学園で注目の的になっていて、そして今俺に恐る恐る声をかけてきた彼女は、そんなエミリーといつも一緒に行動している付き人のような存在。

　噂によると、家同士に関わりがあるらしい。俺の仕入れる情報源のほとんどは、他人の事情が大好きな貴族たちの噂話だ。いつも黙って学園でおとなしくしているだけで、求めずともあちらこちらでいろんな話を耳にする。べつに他人の話に興味はないが、何度も聞けば勝手に覚えてしまうものだ。

「あの、その、よかったら一緒にお話しないかな？と思いまして……」

　しどろもどろな物言いで、視線は俺に向くことなくいろんな方向へさまよっている。

　すぐにでもこの場を立ち去りたいと思っていることが、見ている俺にまで伝わってくるほどだ。

　態度と言っていることがまるで合っていない。俺は小さくため息をつくと、横目でエミリーの姿を確認した。

　エミリーは、自分の席に座って本を読むフリをして、俺たちの様子をうかがっていた。それを見て、俺はひとりで納得する。

　彼女はエミリーに命令されて、俺に声をかけたのだということを。

　本来、俺と会話をしたいと思ったのはエミリーのほうなのだろう。だが、いつもどんなやつにもそっけない俺の態度を知ってか、先に彼女に声をかけさせ様子見しようというところか。

　そうすれば、仮に俺が冷たい態度をとったところで自分は傷つかずに済むし、会話ができた場合は自然と輪に入ればいいだけ。

　エミリーは男が好きそうな、かわいらしく純粋な振る舞いをしておきながら、実はずいぶんと計算高い女だということは見ていればわかる。

　そして俺の目の前にいる彼女もまた、エミリーの本性を知っているはずだ。でも彼女は周りから、エミリーに憧れて自ら好きで取り巻きをやっていると思われているだろうが……実際のところはどうなのか。

「……悪いが、これといって話すこともない」

　結局一度も目が合わないまま、俺はそう言い放つと彼女から視線をはずし、教室の窓の外の景色を見た。青い空に身を任せ、気持ちよさそうに流れる雲。存在を主張するよう照りつける太陽。

「そ、そうですよね。……ごめんなさい」

　こんなにも今日は快晴だというのに、俺と彼女の周りにはどんよりとしたすっきりしない空気が流れていた。

「フィーナ、なにをしているの？」

「エ、エミリー」

「嫌がっているレジスに無理やり話しかけるなんて。……ごめんなさいね、レジス。私の友達が」

　あたかも自分は友人を注意しにきただけというように、エミリーは申し訳なさそうに眉を下げ謝ってきた。

　返事もせずに、俺はまた目線を窓の外にやる。エミリーは俺を不機嫌にさせたのは彼女のせいだと思っているようだ。

「……ごめんなさい」

　一礼して、エミリーに強引に手を引かれ去っていく彼女のうしろ姿をこっそり目で追うと、今度はエミリーに頭を下げているのが見えた。

　……嫌なことは断ればいい。誰かの言いなりで自分の意思と反する行動をとるなんて、滑稽だ。

　貴族としての誇りはないのかなどと、偉そうなことを言う気はない。でも、あれではただの使用人じゃないか。

　このときの俺は、彼女――フィーナに対しても、その他大勢の令嬢と同じ感情を抱いていた。興味の湧かない、つまらない人間だと。

　しかし、夏休みが明けたある日を境に、俺のその考えは打ち砕かれた。フィーナに変化が起きたのだ。

「ねぇねぇ、最近のフィーナ嬢、なんかすごいわよね」

「一学期とは別人みたいよね。あんなにエミリー様にべったりだったのに」

「今やエミリー様が話しかけても知らんぷりだものね」

　その変化は、お決まりの噂話と化して俺の耳に届く。今回ばかりは、俺も聞きながらうんうんと、思わずうなずいてしまいそうになった。

　フィーナがエミリーの取り巻きをやめたのだ。なんの前触れもなく。

　従順な犬みたいにご主人様に仕えていた彼女が、リードから解放されたように生き生きとしている姿がそこにはあった。

　誰の目も気にせず、ただ自分のしたいように動く。

　派手なことをしているわけでも、目立とうとしているわけでもない。

　新しい誰かとつるむこともなく、むしろエミリーといたからこそあった交友関係もすべて捨ててひとりで行動し、はたから見ればひとりぼっちの地味な学園生活を送っているようにも見えるだろう。

　それなのに、フィーナは堂々としていた。楽しそうにしていた。

　しがらみにとらわれず、我が道を進んでいる。

　そこに俺に話しかけてきたときの、おどおどした彼女の面影はもうどこにもない。

　うつむきがちで、いつも彷徨っているかのような瞳は常に前を見据えていた。誰かの言いなりにならず、自分のやりたいことを、やりたいようにしていた。

　態度を急変させたことに腹を立てたエミリーが、ほかの生徒にどれだけフィーナの悪口を言いふらそうが、おかまいなしといった佇まい。

　マイペースなその姿は――まるで猫のようだった。

　気づけば俺は、以前まで気にもとめていなかった彼女から、目が離せなくなっていた。気になって仕方がない。フィーナ・メレスというひとりの令嬢のことが。

　これは決して恋などという学園時代ならではの甘酸っぱい感情ではなく、ただの興味だ。俺はそう思っていた。でも、そう思った時点でフィーナは特別だったのだ。

　なぜなら俺が誰かに興味を持ったのは、フィーナが初めてだったから。

　気づかれない程度に、フィーナを目で追う日々が続いた。そんな中で、フィーナが学園を休んだ日があった。

　――具合でも悪いのだろうか。前日まで元気そうにしていたのに。

　フィーナのいない学園は、俺にはとてもつまらなく思えた。

　昼休みになり、俺はいつも行っている裏庭のさらに奥へと足を運んだ。ここには少し近くに使われていない倉庫がある以外にはなにもないが、誰も来ないので俺のお気に入りスポットになっていた。誰の目も気にせず芝生に座り、心地よい風を思う存分感じていられる。

　その日もそうやって過ごしていると、急に眠気が襲ってきた。昼休みが終わるまでにはまだ時間があったので、俺は寝転び目を閉じた。

　すると、しばらくして何者かの気配を感じ、俺はすぐに目を開ける。

　俺の目に飛び込んできたのは、なんとも愛くるしい白猫だった。

　俺は城の人間にすら誰にも言っていないが、猫が大好きだった。幼い頃、街で見かけた子猫にひと目ぼれをしたのがきっかけだ。そこからこっそりと見つけた猫に餌をあげたり、本で猫の生態を調べたりするのにハマっていた。

　あの手触りのよさそうなモフモフした毛に触れてみたい。気の済むまでじゃれ合ってみたい……！

　しかし、俺のその願いはずっと叶うことがなかった。なぜか俺は、猫に嫌われるタイプの人間だったらしい。近寄ると逃げられ、なでようと手を伸ばそうものならシャーッと鳴き牙をあらわにし、毛を逆立てて威嚇される。

　そんなことが続き、俺の猫への気持ちは、この先も一方通行なのだと若くして思い知らされていた。

　でも、今回は猫のほうから俺に歩み寄ってきたのだ。これは、俺が初めて猫をなでるチャンスなのではないか。

　俺の予想は的中した。この白猫――のちに、俺はシピと名付けるのだが、シピは俺が触れることのできた、最初の猫だった。

　俺の手で気持ちよさそうに喉を鳴らすシピを見て、俺は夢を見ているかのような幸福感で満たされた。

　初めてシピをこの手で抱え、その顔をまっすぐ見たとき、俺はこう思った。

「お前、すごくかわいいな。それに……綺麗な瞳をしている」

　思っただけのつもりが、つい声に出してしまうほど。

　吸い込まれそうなまんまるの青い瞳は、俺を虜にするにはじゅうぶんだった。

　なにより――似ていたのだ。フィーナに。

　シピに出会った直後、フィーナに出くわしたことには驚いた。シピが俺とフィーナを引き合わせたのではないか、なんて思ったりした。

　申し訳程度の会話をし、すぐに去っていこうとするフィーナの腕を、俺は無意識に掴んでいた。

　驚いて目をまんまるにして、こちらを振り返るフィーナを見て、俺はやっぱりシピはフィーナに似ていると改めて思った。

「な、なにか用？」

「……お前、名前は？」

「えっ？」

「悪い。同じクラスなのはわかってる。でも、クラスメイトの名前を覚えてなくて……」

　嘘だ。覚えている。

　緊張して、会話に困り覚えていないフリをしてしまった。

「フィーナです。フィーナ・メレス」

　知っている。

「フィーナ……覚えた」

　とっくの昔に覚えている。

「あなたはレジス様、ですよね」

「……覚えていたのか。俺の名前」

　フィーナにとって、俺はエミリーとの嫌な思い出の中に登場した人物のひとりにすぎないかもしれない。でも、フィーナにまた名前を呼んでもらえたことに、うれしさを感じていた。

「ええ。私、クラスメイトの名前は覚えるタイプなので」

　悪戯っぽく笑うフィーナに目を奪われる。以前俺と話したときは、気まずそうに視線を逸らしていたのに……。

　それはフィーナと出会ってから初めて見た、彼女自身の本当の笑顔だった。

　――ドクン。

　心臓が大きく脈打つ。同時に、今まで感じたことのない感情が湧き起こる。

　フィーナが気になって仕方ない。頭の中がフィーナのことでいっぱいになり、笑顔は脳裏に焼きついて、夢にまで出てくる始末だ。

　俺は恋に落ちてしまったのだ。クールで掴みどころがなく、女嫌いだとさんざん噂を立てられていたこの俺が。

　一瞬にして甘酸っぱい青春という沼に、ズブズブとハマっていった。

　十七歳の秋、俺は知る。恋に落ちるのはあっという間で、そして恋はいとも簡単に、人を変えてしまうということを。

　倉庫の前でフィーナと出会えて、本当によかった。なにしろその少し前、最悪な出来事が起きていたから。どうやってフィーナと距離を縮めようかと考えていた矢先に、エミリーのせいでフィーナが停学になったのだ。

　先生は『家庭の事情』だと言っていたが、エミリーは『学費未納で通えなくなった』ということや、『学園へ通うための約束ごとをフィーナが破った』などと、高々と言いふらしていた。

　ルメルシェ家がメレス家に圧力をかけたということは、一目瞭然だ。

　俺は寮でフィーナを待ち伏せし、事情を聞いた。俺にできることがあれば、なんでもしてやりたかった。身分を隠しているにもかかわらず、このときの俺は使える権力はふりかざす気満々だった。

　しかし、フィーナは〝気持ちだけ〟を受け取ることを選んだ。……いろいろ複雑な事情があったのだろうか。望まれてもいないのに、人様の事情に安易に首を突っ込むわけにはいかない。かわりに、フィーナが停学期間を有効活用するため、寮でサロンを開いていることを彼女から聞いた。

　学園で会えなくなることは俺にとって絶望的に思えたが、このサロンに通えば寮でフィーナに確実に会える。

　今まで寮での共有スペースにはほとんど顔を出さず、部屋に閉じこもっているだけだったが、フィーナに会えるとなればわけが違う。

　学園でフィーナがいないことによって開いた穴は、ふらっと気まぐれに現れるシピによって癒されていった。

　寮ではフィーナと、フィーナのおかげで知ることのできた、食堂のおいしいご飯に癒される日々。

　サロンに通うには悩みや相談ごとがないといけない。俺はシピを想い人に見立て、フィーナに毎回相談していた。……これにより、フィーナにほかに好きな人がいると思われてしまったのは、俺のミスだ。それでも俺は、フィーナとふたりきりで話せるだけで幸せだった。

　いずれ、シピの正体は猫だと話せばいい。それを言ったら、フィーナはどんな顔を俺に見せるだろう。驚くだろうか。怒るだろうか。……安心してくれたり、するだろうか。

　会う回数が増えるようになって、確実に俺とフィーナは仲よくなっていった。フィーナも時折、俺のことを気にするような発言や、行動をしてくれるようになった。

　フィーナが好みのタイプだと言っていた、王子様のような人……マティアスと楽しそうに会話をしているのを見たときや、俺がおにぎりを買い占めたことについてこっぴどく怒られたときは、さすがに俺もへこんだ。俺も一応本物の王子であるというのに、フィーナが理想としている王子は自分とはほど遠い。自信を喪失し、シピに相談するなんてマヌケなこともした。

　期待したり、落ち込んだり。これまであまり動かされることのなかった感情が、一気に動きだし大忙しになっていたが、それはそれで楽しかった。

　そんなある日、裏庭でいつもシピに会う時間にフィーナに会った。

　まるで、シピが人間になって俺に会いにきたような錯覚に陥った。お気に入りの場所で、好きな人と過ごす時間は、永遠に続けばいいのにとすら思った。

　なにげない会話一つひとつが、フィーナがいるだけで特別な言葉に聞こえる。

　俺の髪を揺らす風が、フィーナの髪も一緒に揺らす。そんなあたり前で些細なことが、俺たちは今同じ場所にいるということを、実感させてくれた。

　当初の目的なんて、もう頭から抜けていた。俺がこの学園に来たのは、フィーナに会うためだったと信じて疑わなかった。

　フィーナといると心が落ち着いた。気を張らずにいられた。

「……うーん。私がレジスの好きな子と似てるから、とか？」

　それを伝えると、フィーナからそう言われ、俺はシピと同じ青色の瞳を見つめ返す。

「そうだな。すごく似てる」

　……似てるんじゃない。俺が好きなのは……フィーナだ。

　心の中で訴えながら、声には出せなかったこの言葉を、近い未来に必ず伝えよう。

　シピのようにふわふわとしたフィーナの髪をなでながら、俺は自分が勇気を出せる日がくることを願った。




「お話があるのだけど、放課後、時間あるかしら？」

　裏庭でフィーナに会ってから数日後、エミリーが俺に話しかけてきた。

　――フィーナには言ったことがないが、マティアスがアナベルと親密になって以降、エミリーは俺にしつこくつきまとってくる。

　なにを企んでいるのか知らないが、俺がフィーナと仲がいいと聞いて、おおかたフィーナへのあてつけに俺に接触しているのだろう。自分ならフィーナからたやすく俺を奪えるとでも思っているのだろうか。

　フィーナがいなくなって以降、エミリーの学園での人気は急速に落ちていた。

　少し乱れた髪もうまくなおせず、学園内の教室の場所さえまともに把握していない。思い通りにいかないと不機嫌になり、最初こそほかの取り巻きがついていたが、すぐにみんな離れていった。エミリーにとっても、フィーナがいなくなった穴は大きかったということだ。

　おまけに、狙っていたマティアスはなめてかかっていた恋がたきのアナベルに奪われ、プライドはズタズタだろう。

　それでもやはり、男の前での演技は一流だ。女子生徒に仲間はずれにされていると被害者面をし、か弱いところを見せつけることで、数人の男子生徒はエミリーに熱を上げていた。

　……俺につきまとわず、そいつらに頼ればいいのに。

　何度もそう思ったが、エミリーの執念はすさまじいもので、いくら冷たい対応をしてもめげずに追いかけ回してくる。今のように。

「断る。俺は忙しい」

「とても大事な話なの。放課後、二階と三階のあいだにある踊り場で待ってるから。絶対よ」

「お、おいっ――！」

　承諾する前に走り去っていくエミリーの背中を見ながら、俺は肩を落とした。

　授業が終わればすぐ寮に戻りたいのに。エミリーのせいで、学園にいると疲労がすごい。

　無視をすることも考えたが、そのせいでもしフィーナになにかされたら困る。腹をくくって、俺は放課後、指定された場所へと向かった。

　エミリーがやって来たのは、教室に生徒がほとんどいなくなってからだった。強制的に呼び出しておいて、悪びれる様子もなく遅刻してきたエミリーにいら立ちが募る。

「……遅いぞ」

「あぁ。ごめんなさい。でも、誰かに聞かれるとまずい話だと思って」

「さっさと用件を言え」

　不敵に微笑むエミリーを見下ろしながら吐き捨てる。

「レジスは裏庭にいる白猫の正体、知ってる？」

「……正体？　というか、なぜお前がシピの存在を知ってるんだ」

　俺の後でもつけてきたのか。エミリーならやりかねない。

「細かいことはどうでもいいじゃない。その様子だと、やっぱり知らないようね」

「さっきからなにが言いたいんだ」

「あのね、あの白猫って――フィーナが獣化した姿なのよ」

　エミリーの口から、衝撃的な言葉が発せられ、俺の思考は一瞬停止した。

　……獣化っていうのは、人間が動物の姿に変化すること。俺の国でも、獣化ができる人間はわずかだがいる。

　ルミエル国に来る際にこの国について調べたが、獣化能力のある人間はほぼいないと聞いていた。

　――フィーナは、獣化能力を持った人間だったのか？

「シピが……フィーナ……？」

　驚きの次に俺を襲ったのは、強烈なる羞恥だった。

　自分が今までしたことを思い返すと、顔がカッと火を噴きそうなほど熱くなる。

　俺はシピ……いや、フィーナをこの手で触っていたというのか!?　……それどころかなでくり回していた！　あろうことか、この腕に抱いたりもしてしまった！

　だがフィーナのほうから俺にすり寄ってきたり、太ももにのってきたことも……。

　フィーナって、案外大胆だったんだな……うれしいけど……。

　だがそのたびに、だらしなくデレデレしていたであろう顔を見られていたかと思うと、穴があったら入りたい。

　……はっ!?　ということは、俺がシピにフィーナの相談をしたあのとき……俺はフィーナ本人にフィーナのことを言っていたというのか!?

　待て。だとしたらそもそも、サロンでの相談も同じじゃないか。フィーナは俺の言っている相手がシピだと最初からわかっていて……あああああ！

　もうだめだ。羞恥心で死にそうだ。顔から火が噴きそうではなく、噴火している。

「ちょ、ちょっとレジス？　落ち着いて!?」

　恥ずかしさのあまりひとりでジタバタし、頭を抱える俺を見て、エミリーが焦った様子で俺をなだめる。

　エミリーの声を聞いて俺は我に返り、一度大きく咳払いをすると、いつも通りのクールな表情に戻した。

「悪い。取り乱してしまった。……まさか、フィーナがシピだったなんてな」

　エミリーの発言に対する俺の信用度は低い。でも、このことは不思議とすんなり受け入れられた。

　言われてみれば、納得がいくことばかりだったのだ。

　突然現れた白猫。その後、突然現れたフィーナ。

　そっくりな青色の瞳。……似ているのではなく、本人だったのか。

「取り乱して当然よね。まさか、フィーナがレジスを騙していたなんて思わなかったものね……」

「……ん？」

　騙していた、という言葉に違和感を感じる。

「私、使用人にメレス家のことを調べてもらったから、フィーナの獣化能力は事実よ。フィーナは隠しているようだから、私も誰にも言わなかったけど……あなたが彼女と仲よくしてると聞いて、言わなきゃって思って。騙されたレジスがかわいそうだわ」

「……べつに俺は騙されていないが？」

「えっ？　ど、どうして？　フィーナは獣化のことを隠して、白猫の姿になってレジスに近づいたのよ!?　今もずっと隠し続けているようだし、レジスに嘘をついているじゃない！」

　……たしかに嘘はつかれている。でも、俺だってフィーナに嘘をついている。

　ひとつは好きな人をシピだと偽ったこと――これは本人に最初からバレていたが。

　もうひとつは、俺は王子だが、庶民のフリをしていること。

　嘘の数でいったら、申し訳ないが今のところ俺のほうがひとつ多いくらいだ。

「フィーナはきっと悪意があったわけじゃない。俺に言えない理由があったんだろう」

　フィーナのことだから、獣化した姿を俺に気に入られてしまったから、引っ込みがつかなくなったとかそういう理由のような気がする。

　あまりに俺がサロンでシピに会いたいという相談をするから、いつも獣化して会いにきてくれたのかと思うと、けなげで愛しさすら感じる。

「で、でもっ！」

「教えてくれてありがとう。だが、勝手に人の家の事情を探るのは、あまり感心できないな」

「……っ！」

　思い描いていたのと違う反応をしたからか、エミリーは不満げだ。どうせ、俺がフィーナに愛想を尽かすのを期待していたのだろう。

　シピがフィーナだったというだけで、俺がフィーナを嫌いになるわけない。むしろ……前よりもっと、好きになっている。

　フィーナは獣化してもかわいいんだな、なんて思ったりして、自然と口角が上がってきそうなくらいだ。

　ひとつ不満があるとしたら――エミリーでなく、フィーナ本人から直接真実を聞きたかったというところだな。

　エミリーの言い方から察するに、これは勝手にエミリーが探りを入れて、俺に暴露したようだし。

　――フィーナが自分から打ち明けてくれるまで、俺は知らないフリをしていよう。




　二学期が終わり、冬休みに入る前に学園主催のクリスマスパーティーが開かれた。

　朝から俺は、街に出てフィーナに贈るクリスマスプレゼントを探し回っていた。自分で足を動かして、プレゼントを選ぶなんてことは初めてだ。

　何軒も店を回った。どこの店も、カップルや俺と同じ考えの男であふれ返っている。

「恋人さんへの贈り物ですか？」

「え？　あ、ああ。いや、違う。しかし、恋人と仮定して選びたいというか……」

「ああ！　好きな方への贈り物ですねっ！」

　――こんなふうに、デリカシーに欠けた店員とのやり取りを何度も繰り返し、俺はようやくフィーナに似合いそうな髪飾りを見つけることができた。

　色はピンクと水色の二種類あり、フィーナにはどちらも似合うと思ったが、俺は自分の髪色と同じ水色を選んだ。この髪飾りを見るたびに、俺のことを思い出してくれるようにという願いを込めて。

　ポケットにプレゼントを忍ばせ、後はフィーナに渡す機会をうかがうだけだ。フィーナはパーティーに参加できないと言っていたので、きっと寮にいるはずだ。俺も寮に残り、フィーナが食堂にいるときを狙って話しかけよう。

　寮までの帰り道、念入りに計画を立てていると、うしろから肩を叩かれ振り向く。

　そこには、パーティー用に目いっぱい着飾り尽くしたエミリーの姿があった。

「レジス、メリークリスマス！　よければ私の手配した馬車で、一緒に会場に行きましょうよ」

「……俺はパーティーには参加しないから遠慮しておく」

「えぇ!?　レジスが参加しないなんてつまらないわ！　どうして……あ、もしかして、フィーナがいないから？」

　なにも言わない俺を見て、図星だとわかったのか、それまで晴れやかだったエミリーの表情が一気に曇った。

　面倒くさいことになる前にさっさと退散したいが、どうすればいいか。

　エミリーだけなら、いつものように相手にせず去ればいいだけなのだが、今日はうしろに使用人が控えている。プライドの高いエミリーが使用人の前で庶民と思っている俺に無視などされたら、怒り狂うに違いない。できればそれは避けたい。

　エミリーをまく方法を考えていると、急にエミリーが俺のポケットから、フィーナへのプレゼントである髪飾りの入った箱を取り去った。突然の行為に、俺はぎょっとする。

「なにをするんだ！」

「ポケットが膨らんでるから気になっちゃって。これ、プレゼント？　もしかして……私にかしら？」

「ちがっ……！　やめろ！」

　そんなわけがないだろう。

　確実に自分の味方をしてくれる使用人がいることで気が大きくなっているのか、エミリーは俺の制止の声にも耳を貸さずに、勝手に箱を開け始める。

「返してくれ！」

「あっ……もう、レジスのケチ！」

　中身を見られた瞬間、触れられる前に箱を奪い返す。

「これはフィーナへのプレゼントだ。彼女以外に触れられたくない」

「……そう。レジスったら、騙されたっていうのにまだ目が覚めていないのね」

　あきれた顔で俺を見ると、エミリーは見せつけるように大きくため息をついて、そのまま馬車に乗って駆けていった。

　その後のクリスマスは、フィーナとそれはもう幸せな時間を過ごすことができた。誰にも邪魔されず、寮の食堂で開かれたふたりだけのクリスマスパーティーは、どんな贅沢でも勝てやしない。俺にとっては一流シェフの料理も、フィーナの焼いたチキンとケーキにはかなわない。

　目の前でフィーナが笑ってくれるなら、歌もダンスもなくたってかまわない。

　俺があげたプレゼントを目にしたフィーナの瞳は、宝石のように輝いていて、朝からがんばって探したかいがあったと思わせてくれた。

　学年末パーティーには一緒に参加することを約束し、そして、俺はその学年末パーティーでフィーナに告白することを決意した。

　フィーナの停学期間は学年末パーティーまでだと聞いていたし……停学が終われば、来年は学園でも、フィーナと一緒に過ごせることを夢見ていた。




　つまらない冬休みを終え、三学期が始まった。

　フィーナとの仲は良好だった。サロンの占いで最悪なカードが出たときは多少ショックだったが、そんな結果を笑い飛ばせる自分たちがいたことに満足していた。

　俺とフィーナなら大丈夫。なんの根拠もないくせに、なぜか自信だけはあった。

　フィーナとの関係がうまくいきすぎていて、あぐらをかいていたのかもしれない。

　ある日を境に、フィーナが食堂に姿を見せなくなった。

　おにぎりの販売も停止になり、サロンもずっと閉まっている。何人もの寮生が心配していたが、誰も理由を知らないようだ。

　フィーナが仲よくしていた寮母に聞くと、体調を崩していると言われた。

　俺は心配で仕方なかった。無理をしすぎて、体に異常がおきてしまったのではないか。冬に流行る風邪をこじらせ、何日も苦しんでいるのではないか。

　寮母に頼み込み、俺はギリギリの時間まで食堂にいさせてもらうことにした。もしかしたら、フィーナがひょっこりと姿を現すかもしれないと思ったのだ。

　俺の予想は的中し、食堂での待機を始めて数日後、フィーナが現れた。

　久しぶりのフィーナを見た瞬間、頭よりも体が先に動く。俺に気づいていないフィーナの腕を、気づけば思いきり掴んでいた。

　驚いて振り向くフィーナ。ああ、やっと顔が見られた。……どことなく、やつれているように見える。やはり、相当具合が悪かったのか。

　心配して声をかける俺に、フィーナはわけのわからない回答をしてきた。

「体調は平気よ。べつに、もともと悪くなんてなかったから」

「……どういうことだ？」

　フィーナはうつむいたまま、なにも言わない。なにかあったのかと問えば、なにもない、と返される。

「だったらどうして、俺の目を一度も見ようとしない？」

　話しかけてからずっと、よそよそしいフィーナの様子を見て、俺は勝手に焦りを感じていた。

　会いたいと思っていたのは俺だけだったのか。フィーナにとって、俺はその程度の男なのか。

　まるで、初めて口をきいた頃に戻ったみたいだ。こんなどんよりした空気が、再び俺たちを包むことになるとは思ってもみなかった。

　フィーナは俺の問いに答えずに、最近シピに会えたかどうかを唐突に聞いてきた。

　シピの正体がフィーナだということを知っていたが、とりあえず正直に会えていないことを伝えた。……フィーナの態度がおかしいのは、ついに俺に獣化の話をしようとしているから、か？

　そんな考えが頭をよぎる。するとフィーナが今日初めて、真正面から俺を見据えた。

「そうよね。だって、あの白猫は私だものね」

「……フィーナ？」

「レジスは、知っていたんでしょう？」

　俺が獣化のことを知っているということを、フィーナが知っていた……？

　あまりの混乱と衝撃で、動揺してしまう。

　どういうことだ。頭が回らない。フィーナは、俺にバレていることをいつから知っていたんだ？

　うまく返事ができず、口ごもるばかりの俺を見て、フィーナの俺を見る目がどんどん鋭いものになっていくのを感じる。

　スイッチが突然入ったかのように、フィーナは俺に怒りの気持ちをぶつけてきた。話を聞いていると、フィーナがなにか勘違いをしていることに気づく。

　このままではまずい。そう思い、俺は必死に弁解しようとした。ほかの誰になにを勘違いされたっていい。でも、フィーナにだけは誤解されたくない。

　しかし、俺がエミリーの名前を出した途端、フィーナの表情があきらめのようなものに変わった。話を聞いてくれと懇願しても、それすら拒否されてしまう。

　加えてフィーナから、自身の退学をにおわすような発言があった。なんの話かと思い聞き返すと、フィーナの眉間のしわはさらに濃くなった。

「とぼけないで。どうせエミリーから全部聞いてるんでしょう？　……もう私に話しかけてこないで。私もレジスに近づかないから」

「どうしてそうなるんだ！　フィーナ、俺の話を聞いてくれ。なにか勘違いを――」

　エミリーから退学の話など聞いていない。……ここまでエミリーの名前に拒否反応を起こすということは、エミリーがフィーナになにかよくないでたらめを吹き込んだのかもしれない。

　話し合わなければ。このままフィーナを行かせるものか。

　そう思うと、自然とフィーナを掴む力が強まった。フィーナはそれに気づいたのか、すばやく俺の手を振り払った。

　――完全なる、俺に対しての拒絶だった。

　ショックすぎて言葉が出ない。好きな人に冷たい態度をとられることが、こんなにつらいことだったなんて……俺は今まで知らなかった。知らなかったから、今まで平気で人の好意を無下にしていたんだ。

　フィーナは胸に手をあてて、心を落ち着けているように見えた。そして顔を上げると、俺に向けてこう言った。

「私、レジスのことを本当に――好きだったのよ」

「――！」

　突然の告白に息をのむ。それは、俺がずっとフィーナに言いたかった言葉だった。……いや、でも俺とは少し違う。

　フィーナはこう言った。〝好きだった〟と。俺の気持ちは……まだ過去形になどなっていない。

　今にも泣きそうな顔をして、フィーナは俺の前から去っていった。

　追いかけたいのに、足が動かない。ただ呆然と、俺はその場に立ち尽くした。

　――フィーナにとって、俺への気持ちは、もう過去のことなのか？

　十七歳の冬、俺は知る。恋が終わるのはあっという間で、そして――失恋の痛みはいとも簡単に、人を無力にしてしまうことを。




「話がある」

　俺からエミリーに話しかけたのは、これが初めてのことだった。

　フィーナに突き放され、その後も会うことを拒否されていた俺だったが、まずはエミリーから話を聞き出すのが先だと考えた。

　――俺はフィーナをあきらめない。まずは誤解を解かなければ。

　エミリーは俺に呼び出された理由を察していたようで、ふんっと鼻で笑うと、拒否することもなくおとなしくついてきた。

　俺たちはまた人気のない踊り場で向かい合う。以前と違うのは、質問する側が俺だということ。

「フィーナが退学するっていうのは、どういうことなんだ？」

　まず、退学のことをエミリーから聞くことにした。

「どうもこうも、あの子の学費や寮費を出してたのは全部私の家なの。あの子の家は落ちぶれた伯爵家。アルベリクに通えるお金なんてあるわけなかった。私のおかげでフィーナはアルベリクに通えたのよ。学費を出すかわりに、私の世話をするという約束でね。……その約束を破ったのだから、フィーナはもうこの学園にいられないってわけ。自業自得よ」

「……フィーナとは、もともと面識はあったのか？」

「あるわけないじゃない。あんな貧乏貴族」

　エミリーは嘲笑しながら、吐き捨てるように言った。

　……そういうことか。だからフィーナは最初、嫌々ながらもエミリーの取り巻きをしていたのか。〝約束〟だったから。

　こういった取引は貴族のあいだではめずらしくもない話だが、フィーナも最初はエミリーがここまで性格の悪いやつだとは思わなかったのだろう。

　フィーナの家はアルベリクの高い学費を払えない。しかし、フィーナはエミリーの世話をし続けるくらいなら、退学のほうがマシだと踏んだのか。

「事情はだいたいわかった。じゃあ次の質問だ。……エミリー、お前はフィーナになにを吹き込んだ？」

　重要なのはこっちだ。俺はじろりとエミリーを睨みつける。

「さあ、なんのこと？」

「とぼけるな。話さないなら――こっちも手段は選ばない」

　脅しともとれる言い方だと捉えられてもかまわない。実際脅している。

　エミリーがこのまま〝なにも知らない〟で通すつもりなら、俺にだって考えがある。

　庶民のフリなど今すぐやめて、王族の力を最大限に使って、エミリーの口を割ってやる。

　フィーナの泣きそうな顔が頭に浮かぶたびに、俺はエミリーのことも――自分のことも許せないままだ。

「……レジス、あなたは何者なの？　フィーナへのプレゼントに買っていた髪飾り。あれ、相当な値がするものよね。ひと目でわかったわ。あんなもの、庶民が買えるわけがない」

　エミリーが髪飾りのことを覚えていて驚いた。箱を開けたあの一瞬で、値打までわかるとは目ざといやつだ。

「わかっているなら話が早い。お前の言う通りだ。俺が本気を出せば、ひとつの公爵家くらいどうにでもできる。……なんならエミリー、お前を退学にしてやってもいいんだぞ」

「ど、どうしてっ……フィーナのためにそこまで……あんな、どこにでもいる普通の女……！」

　エミリーは動揺を隠せない。傲慢でプライドの高いお嬢様には、フィーナのよさなど理解できるまい。

　フィーナのような子がどこにでもいてたまるか。俺が愛した彼女は、この世界にただひとりしかいない。

　俺を本気で怒らせたのも、笑わせたのも、悲しませたのも。

　俺が本気になる理由は、全部フィーナにある。

「もう一度聞く。フィーナになにを吹き込んだ？」

　俺は壁際にエミリーを追いつめ、エミリーの顔の真横の壁に拳を打ちつけた。ドンッという大きな音に、エミリーの肩が大きく跳ねた。

　観念したのか、エミリーは自分がフィーナに言ったことを、震える声で話し始めた。

　話を聞きながら、俺はエミリーのついた嘘に怒りを覚える。

　――なんてことを言ってくれたんだ。

　同時に、フィーナに信じてもらえなかった自分が情けなかった。

　あのとき、勇気を出して追いかけていれば。〝俺も好きだ〟と伝えていれば、俺たちはすれ違わずにいられたのかもしれない。

「でも、今さら全部知ったところでもう遅いわよ……！　フィーナの退学は決定しているし……聞けば、誰もフィーナに会えない状況みたいじゃない。レジスだって、結局フィーナに信用してもらえてなかったのよ！　あなたにできることなんて、もうないんだから……！」

　震えながらも、最後まで悪態をつくエミリーを置いて、俺は踊り場を去った。

　壁に打ちつけた拳は、まだ少しだけジンジンとしている。

　一刻も早くフィーナに弁明をし、誤解を解きたい気持ちでいっぱいだった。でも、あれほど傷ついた表情を見せたフィーナのことを考えると、今はまともに取り合ってくれない可能性が高い。

　俺は今、なにができるだろう。フィーナのために。自分のために。俺たちふたりのために――今すべきことを考えるんだ。

『もし関係が崩壊するようなことがあっても、俺たちなら大丈夫だ』

　あの日、俺が言った言葉が嘘じゃないことを、フィーナに証明するために――。










王子様の手を取って




　三月になった。まだ外は肌寒さが残っていて、春の陽気を感じられるのはもう少し先だろう。

「メレスくん、よくがんばったね！」

　私は久しぶりに、校長室に呼び出されていた。

　ここへ来たのは去年の秋、停学処分になったことを伝えられた、あのとき以来のことだった。

　校長は不在のようで、校長室の立派な椅子には理事長が腰かけている。

　テキスト課題はもちろんのこと、倉庫の修復、寮生たちの盛り上げといった特別課題を無事クリアしたことを、理事長が手を叩きながら褒めたたえてくれた。

「寮での評判はよく耳にしていたから知っていたが、倉庫をあそこまで綺麗にしてくれるとは思わなかったよ。君は期待以上の仕事をしてくれたね」

「ありがとうございます。私も最初見たときは、予想以上の汚さで驚きましたよ……」

「はっはっは！　それはすまないことをした。君の努力を無駄にしないよう、来年度からさっそくあの倉庫を活用させてもらうよ」

　先日、倉庫の課題を終えたことを報告したのだけれど、理事長はすぐに倉庫を見にいってくれたようだ。あまりに感動したらしく、私は今日、こうして呼び出されたというわけだ。

「えーっと理事長、最後に確認したいのですが……これで私の停学中の学費は……」

「もちろん、約束通り学費は免除だ。こちらでうまくやっておくから、君は心配しなくていい」

「本当ですかっ!?　……はぁ、よかったぁ」

　理事長が言うなら間違いないだろう。私はホッと胸をなで下ろした。

　最初にこの特別課題を出されたときは、どうなることかと思ったけれど、うまくいってよかったわ。これで、私が約束を破ったことにより受けた両親への打撃も、なんとか減らすことができた。

「それで、君は今後どうするんだい？」

「……え？」

「来年度の前期分の学費締め切りまで、あと数日残っている。私としては、君のような努力家は、ぜひとも生徒としてアルベリクに残ってほしいところなんだが」

　机の上に肘をつき両手の指先を組みながら理事長は私に微笑んだ。眉が下がっているのは、自分が難しいことを言っているという自覚があるからだろうか。

「理事長じきじきにそう言っていただけただけで、私は誇らしく思います。……卒業することはきっと叶いませんが、最後の日まで、アルベリクの生徒の名に恥じないよう努めさせていただきますわ」

「……そうか。まぁ、他人の事情に首を突っ込むわけにもいかないからな。私はこれ以上なにも言うまい。しかし、マルトやほかの生徒たちも、君が寮から去ると知ったら悲しむだろうな。もう報告はしているのか？」

　理事長の問いかけに、私は首を横に振る。

「言っていないのか？」

「はい。言うタイミングがわからなくて……。引きとめられると、自分にも迷いが生じそうで。まだここにいたいって強く思えば思うほど、それができない現実を受け入れるのがつらいとわかっているんです。だから、許されるなら学年末パーティーが終わったら、誰にも言わずこっそり帰ることにしようかなって」

　幸いにも、学年末パーティーの次の日から春休みだ。大荷物を抱えて屋敷へ帰っても、誰も変に思うことはない。

　もしかしたら停学になったときのように、エミリーが勝手に私の退学を言いふらして、すでにみんなの耳に入っているかもしれないけれど。

「君が決めたことにとやかく言うつもりはないが、後悔だけはしないようにしなさい」

「……はい」

　後悔だけはしないように――。うなずいたものの、自信はなかった。

「学園をやめても、いつでもここへ遊びにきていいからね。私が他国から取り寄せた、お気に入りのお茶をご馳走しよう」

「ふふ。ここは校長先生のお部屋ですよ？」

「問題ない。私は校長より偉いからね」

　校長先生より上の立場とは思えないくらい、親しみやすい笑みを浮かべる理事長に、私も自然と笑顔になる。

「理事長、いろいろと……ありがとうございました！」

「こちらこそ、君がこの学園に来てくれてよかったよ」

　正直、通っている生徒は癖が強くて大変な学園だったけれど……理事長がこの人で本当によかった。

　私は深々と頭を下げると、校長室を後にした。

　学年末パーティーまで残り三日となったので、私は寮の自室で荷物をまとめていた。

　サロンは体調不良を理由に、一か月前に閉めてしまった。みんなが学園に行っている時間帯に、マルトさんの手伝いはたまにやっていたが、前ほど食堂に顔を出すこともなくなっていた。

　私がいなくとも、マルトさんの料理だけで、食堂は変わらず賑やかなままで安心する。あぁ……マルトさんの料理が食べられなくなるの、すごく悲しいな。この食堂にだけは、学園をやめても足を運びたいくらいだ。

　レジスとは――食堂で言い合いになってから、一度も会っていない。

　何度か私を訪ねにきてくれたが、全部突っぱねてしまった。顔を見ると、許してしまいそうだったから……。

　レジスのことは忘れよう。そう思っても、ふとしたときにレジスのことを考えてしまう自分がいた。

　髪飾りも結局捨てることなんてできず、引き出しに大事にしまわれたまま。……自分から突き放しておいて、未練があるなんて情けない。

　レジスに会えなくなったのは、ほかにも理由があった。

　最近、レジスは学園をずっと休んでいるらしく、寮にもいないというのだ。

　マルトさんにこの話を聞いたときは驚いた。マルトさんも、私なら理由を知っていると思っていたようだ。残念ながら、私はレジスからなにも聞いていない。そもそも私がレジスと話すことを拒否していたので当然なのだけれど……。

『後悔しないように』という理事長の言葉を聞いて、私はこのままレジスと別れていいのかずっと考えていた。

　暇つぶしに自分で自分を占ってみたら、カードすら私に〝今のままではいけない〟と言ってくる。

　だから私は、今度レジスが訪ねてきたら会おうと決めていた。でも、いくら待ってもレジスがやって来ることはなく――気づいた頃には、レジスはどこかに行ってしまった。

　……なにも言わずに消えるなんて、やっぱり私はレジスにとって、その程度の女だったんだわ。

　卑屈になることしかできない自分にも嫌気が差す。

「あぁっ！　全然進まない！」

　レジスのことを考えると作業が全然はかどらないことに気づき、私は叫びながら髪の毛をかきむしった。

　――そうだわ。気分転換に、マルトさんの料理でも食べようっと。

　リフレッシュするには、マルトさんの料理がいちばんだ。時計を見ると、十六時を指していた。この時間なら、みんなはまだ学園にいるはず。私が食堂を独占できる。私は衣服や本を部屋に散らかしたまま、食堂へと向かった。

「マルトさん！　オムライスを作ってもらえるかしら!?」

「あらフィーナ！　遅いお昼ご飯だね。すぐ作るから待ってておくれ」

　厨房にいるマルトさんに声をかけると、快く了承してくれた。

　裏メニューだった〝特製オムライス〟は、あまりの人気から定番メニューの仲間入りを果たした。

　私がサロンを閉めてしまったので、裏メニューとしてオムライスを食べることができなくなったのも理由のひとつだそうだ。そしてもうひとつ。マルトさんは、自分がいちばん自信のあったオムライスをより多くの人に食べてもらいたいという思いもあったらしい。だから、みんなに提供できてうれしそうだ。

　私もマルトさんのおかげで料理の腕はかなり磨かれたはずだから、屋敷に戻ったらみんなにオムライスを振る舞ってあげようっと。卵とケチャップ、玉ねぎに鶏肉……具材も安く済むし、貧乏なうちの家族にはありがたいメニューだわ。なんなら、メレス家の定番メニューにもなりそう。

　ひとり食堂の椅子に座っている私の前に、マルトさんができたてのオムライスを置いた。

　空腹なこともあり、手を合わせた後すぐにオムライスを食べ始める。何度も食べたなじみの味だが、毎回初めて食べたときを思い出す。それくらい、マルトさんのオムライスは絶品だ。

「……こうしてると、フィーナに初めてオムライスを出したときのことを思い出すねぇ。あのときも、誰もいない食堂でこうやっておいしそうにオムライスを食べるフィーナを見て、元気をもらったもの」

　マルトさんに言われ、今のシチュエーションが、初めてこのオムライスを食べたときとまったく同じだと気づく。

「あのときフィーナがあたしの悩みを聞いてくれたのがきっかけで、今は食堂に生徒たちの笑顔がたくさんあふれるようになった。……本当にありがとうね。ずっと、フィーナにはお礼を言わないとって思ってたんだよ」

「そんな！　マルトさんの協力があったから課題をクリアできたのよ！　それに、マルトさんの手伝いをするの、すごく楽しかったわ。お礼を言うのは私のほうよ。マルトさん、今まで本当にありがとう。私はいなくなるけど、また絶対この食堂に――あ」

　マルトさんの思いを聞いて、こっちまで感極まり、口をすべらせてしまった。

「……はぁ。やっぱりね。そうなんだろうとは薄々気づいてたよ」

「えっ？　そ、そうなの？」

「フィーナの様子を見てたらわかるよ。停学の理由も……なんとなく察してたからね。停学が解けた後の話や進級の話も全然しないし。これでもフィーナの倍以上生きてるんだ。大人をなめちゃいけないよ」

　ふふん、と自慢げにマルトさんは笑った。

　……私がごまかせると思っていただけで、マルトさんにはお見通しだったのね。

　それなのに、今日までなにも言わずに知らないフリをしてくれていたんだ。

「ごめんなさいマルトさん。いずれ言おうと思ってたの。でも言えなくて……。私、退学が近づくにつれ、マルトさんとも、この寮ともお別れするのがどんどん寂しくなったの。だから、これ以上未練の念が大きくなる前に自分から離れようって……」

「大丈夫。言われなくても、フィーナの気持ちはちゃんとわかってた。なにも言わずに去っていくなら、あたしはそれを受け入れようと思ってたしね」

　全部、私の勝手なわがままなのに。マルトさんの優しさが心にしみる。

「でもこうやって、フィーナの本心が聞けてよかったよ。……やっぱり、真意がわからないままお別れになると、もやもやが残る。フィーナもそう思うだろう？」

　核心を突かれたような気がして、私はドキッとした。マルトさんには、私の心の奥底まで見抜かれている気がした。

「フィーナが部屋に閉じこもってた理由は、退学するからってだけじゃない。むしろ、いちばんの理由は――やっぱりあの水色の髪のイケメンくんかい？」

　レジスのことを言われ、私は手に持っていたスプーンを置いた。

「……レジスとは、もう終わったの」

　そもそも、始まってもなかったのかもしれない。

「後悔するよ。フィーナ」

　今まで優しく、時には軽口を叩きながらも、私に寄り添う言葉ばかりをかけてくれたマルトさん。そんなマルトさんから、深刻な声色できっぱりと言われ、私は口をつぐんだ。

　黙る私に、マルトさんは心配そうな瞳を向けてくる。わずかに残ったオムライスに手をつけるタイミングも失い、オムライスはどんどん熱をなくしていった。

「フィーナ！　見つけたわよ！　覚悟なさい！」

　突然、そんな気まずい空気をぶち壊す怒声が食堂に響いた。

　振り返ると、おなじみ信号機三人組が、なにやら怒りの炎をメラメラと燃やしながら私を睨みつけている。

「アナベル様に……リュシー様とカロル様まで！　この時間はまだ授業中では……」

「今は緊急事態！　授業どころじゃないわ！　リュシー、カロル、フィーナをつかまえるのよ！」

「承知しました！　アナベル様！」

　ふたりは綺麗に声を揃えて返事をし、私に向かって走ってきた。逃げる暇もなく、右腕はリュシー、左腕はカロルにがっしりと拘束される。

「ほーほっほっ！　これでもう逃げられないわよ……フィーナァァ！」

　アナベルは高笑いしながら、拘束された私にじりじりと距離を詰めると、限界まで顔を近づけて言った。意地悪そうににやりと口角を上げたその顔は、まさに悪役顔といえる。

「あ、あの、私、皆様になにかしたでしょうか？」

「したわよ！　最低の裏切り行為をね！　……どうして退学することを私たちに黙ってたのよ！　フィーナ！」

　怒りと悲しみが合わさったようなアナベルの声に、私ははっとした。

「……知ってたんですね」

「今さっきまで知らなかったわよ。でも偶然聞いてしまったの。校長先生が誰かと、フィーナの退学話をしているのを」

　誰かとは――たぶん、理事長だろう。てっきりエミリーが言いふらしていたのかと思ったけれど、そうではないようだ。

「いてもたってもいられなくなって、授業をサボって寮に戻ってきたのよ。ねぇフィーナ、退学なんて馬鹿なことはやめなさい。あなた、この場所が大好きだったんじゃないの!?　サロンも食堂の手伝いも、退学になった途端どうでもよくなったってわけ!?」

「それは……」

　違う、とは言いきれなかった。

　エミリーからショックな話を聞いて、失恋して、学園にもいられなくなって、私は自暴自棄になっていた。

「……カロル、リュシー。フィーナをサロンに連れていくわよ」

「承知しました！　アナベル様！」

　双子かと思うくらい、カロルとリュシーは声だけでなく動きも完全に一致している。

　ふたりは私を無理やり立たせると、アナベルの指示通り、サロンとして使っていた物置部屋に、私をずるずると引きずっていった。

「ちょ、ちょっと……！」

「無駄な抵抗はおよしなさい。マルト、フィーナのことお借りするわ。あ、残ったオムライスはいただいちゃおうかしら」

「あたしのことは気にしないで、好きになさいな」

　マルトさんは救いの手を差し伸べるどころか、引きずられていく私に笑いながら手を振ってきた。

「はあ、マルトのオムライスは冷めてもおいしいわっ！」

　アナベルは私が残したオムライスをかき込むと、満足げにそう言って、私たちの後を追いかけてきた。

　――バタン。

　サロンの扉が閉められる。中はまだ片づけが終わっておらず、サロンを開いていた頃のまま残っていた。

　私はいつもと逆の席に座らされ、私の定位置だった席には、アナベルが脚を組んで座っている。カロルとリュシーはというと、アナベルの少しうしろで仁王立ち状態だ。

　三人分の圧力が、一気に私にのしかかる。どうして私がここに座らされる流れになったのか、まだ理解ができない。

「あなたはいつもここで、私たちの悩みを聞いてくれたわよね」

　おもむろに、アナベルがぽつりと言った。

「今度は、私たちがフィーナの悩みを聞いてあげる番よ」

　アナベルは恥じらいながら、ゆっくりと私の両手を握った。

「私たちはフィーナみたいに占いはできないけど、話を聞いてあげることはできるわ。あなた、ここ最近ずっと様子が変だったでしょう。部屋に閉じこもってばかりだし。……これでもずっと、心配していたのよ」

「……アナベル様」

「だから、今日限定で私があなたのかわりに開いてあげるわ！　〝アナベルのお悩み解決サロン〟をね！」

　アナベルの手からぬくもりが伝わってきて、目の奥がじんわりと熱くなってくる。

「……どうして、私のためにそこまで」

　私なんて、ただのモブキャラなのに。本来、私はアナベルと敵同士になる運命だったのに。

　どうして目の前の悪役令嬢は、私にここまで優しくしてくれるのか。

　それは――私が思っていたより、簡単なことだった。

「決まってるじゃない。フィーナは私の友達だからよ」

「――！」

　ぎゅっと手を強く握られる。

　驚く私を見て、アナベルは微笑んだ。

「わ、私……！」

　私はたががはずれたように、込み上げてくる涙を止められなくなっていた。

　友達と言われたことがうれしかったからか、アナベルたちの優しさに胸打たれたからか、理由は様々だ。

　――そうか。私、ひとりで悩まなくてよかったんだ。

　アナベルたちは、私が泣きやむまでずっと待っていてくれた。落ち着きを取り戻すと、私は思いきって、三人に今までのことをすべて話した。……転生者だということは、さすがに伏せておいたけれど。

　私がアルベリクに入学した理由。

　エミリーとの関係。獣化の話。

　停学と退学の理由。

　そして――レジスとのこれまでと、レジスへの気持ち。

「フィーナの事情はだいたいわかったわ。――で？　まさかフィーナは、これからもレジスよりエミリーの話を信じていくつもりなの？」

　話を聞き終わったアナベルは、私を射るような眼差しでそう言った。

「私だって信じたくなかったけど、実際レジスは私の獣化のことを知っていたんだもの。……私は学園でのレジスを知らない。エミリーとレジスが裏で仲よくしていたって、おかしな話じゃ――」

「おかしな話よ！　あのふたりが仲よくしてるですって!?　ありえないわ！」

　アナベルは机を叩き、興奮気味に叫んだ。うしろにいるカロルとリュシーも、うんうんと深くうなずいている。

「エミリーが急にレジスを追いかけ回すようになったのは事実よ。でも、レジスはまったく相手にしてなかったわ。見ているこっちがすがすがしいくらいにね」

「えっ……。そうなんですか？」

　じゃあレジスがエミリーと一緒に、裏で笑っていたっていうのは……？

「最近のエミリーはレジスを追いかけるのをやめたようだし、フィーナのことでレジスともめたんじゃないかしら」

「私のことで？」

「フィーナが勘違いするように、わざとエミリーが仕向けたってこと。要するに、レジスも立派なエミリーの被害者よ。獣化のことは……ふたりがすれ違うように、エミリーがなにか根回ししてた可能性が高いわね」

　レジスも、エミリーの被害者だった？　私はエミリーにまんまと騙されていたというの？

　――だとしたら、私はレジスにひどい仕打ちをしてしまった。

「……そうだ。ついでに学園でのレジスのこと教えてあげるわ。レジスったら、学園にいるときはびっくりするくらいつまらない人間よ！　笑わない、しゃべらない、愛想もない。むかつくほど綺麗な顔立ちをしておきながら、表情筋をぴくりとも動かさないんだから！　仮面でも張りつけてんのかと思うくらいよ！」

　たしかに、私が学園で見ていたレジスのイメージもそんな感じだった。でも今は、そんなレジスの姿が想像できない。

「それが寮でフィーナを見つけた瞬間、笑うし、しゃべるし、愛想はフィーナ限定で振りまいてるし。別人かと思うくらい。おにぎりを買い占めるなんて奇行に走ったときは、私も大爆笑しちゃったわ。誰がどう見てもレジスはフィーナ一筋だったのに、まさか本人がそれに気づかずに、揚げ句エミリーなんかの言うことを信じちゃうなんて……。レジスに同情するわ」

「ご、ごめんなさい……」

　謝ると、「それはレジスに言いなさい」とさらに怒られてしまった。

「私、ずっとうしろめたかったんです。獣化のことを黙ってたこと。レジスに知られたら幻滅されるんじゃないかって……。そのことで悩んでた矢先にエミリーにあんなこと言われて、どんどん不安になって……」

　全部、レジスを信じられなかった自分への言い訳だとわかりつつも、あのときは本当に不安で仕方なかったのだ。

　しかし、レジスのことを信じないで、よりによって本性をわかっていたエミリーなんかの言うことをなぜ信じてしまったのだろう。私はエミリーから独り立ちできていたと思っていた。でも実際は、入学してからしばらくエミリーにいいように扱われてきたせいで、どこかでまだエミリーという呪縛にとらわれていたのかもしれない。だとしても……本当に、私はどうかしていた。

「馬鹿ね！　レジスが幻滅するはずないでしょう！　むしろ、その白猫がフィーナと知ったら、レジスは鼻の下を伸ばして大喜びしたはずよ！」

「そんなレジス、想像つかないですけど……」

「とにかく！　レジスを信じなかったのはフィーナの弱さのせい。だったら、次からどうしたらいいかわかるわよね？」

　顔の前に、ずいっと人さし指を突きつけられる。

「――もう二度と、愛する人を疑わないことよ。信じなさい。レジスのこと」

　首をかしげる私に、アナベルはぴしゃりと言い放った。

「それに！　今のままだとエミリーの思うつぼよ！　フィーナ、学年末パーティーには出席できるのよね？」

「ええ。たぶん、それがアルベリクの生徒でいられる最後の日になるかと……」

「だったら、パーティーがレジスと仲直りできるラストチャンスよ！」

〝ラストチャンス〟と聞いて、思わずごくりと生唾をのみ込む。

　レジスは今、どこにいるかわからない。パーティーまでに戻ってくるかすら、誰も知らない。

　だけど……私はレジスが来ると信じよう。今私にできることは、信じることだと、アナベルが教えてくれたから。

「退学がどうしようもできないなら、最後にとびきり綺麗な姿で、レジスに気持ちを伝えなさい。フィーナ」

「……はい！」

　決心がついたように、大きな声で返事をする。

　今までと立場が逆で、なんだか笑えてきた。誰かにアドバイスされるって、こんな気分だったのね。

　そのとき、私はとある重要なことに気づいた。

「……あ。私、ドレスを持ってないんだった」

「えぇっ!?」

　今度は三人の声が重なった。

　ドレスはエミリーがたくさん持っているのを貸すから、必要ないと言われていたのだ。……のちに、私に地味なドレスを着せるための口実だったことに気づいたのだけれど。

　そのことを説明すると、アナベルがふんっと大きく鼻を鳴らし、立ち上がって胸を張りながらこう言った。

「私を誰だと思っているの？　フィーナのドレスアップは、このトゥルニエ侯爵の娘である、アナベル様に任せなさい！」




　レジスが戻ってこないまま、学年末パーティー当日を迎えた。

　学年末パーティーはクリスマスのときと違い、まだ外が明るい時間に開催される。そのため、今日は朝から大忙しだった。

　早朝からマルトさんがパーティーに出す料理の仕込みを手伝いながら、寮生への朝食準備も同時に行う。

　食堂での仕事が一段落ついたかと思えば、すぐさまアナベルに呼び出された。

　アナベルの使用人に囲まれながら、私はまるで着せ替え人形のように好き勝手ドレスアップされていく。

　長い髪の毛はハーフアップにまとめられ、パーティーで映えるように、いつもよりメイクは大胆に仕上がっている。……耳の上には、レジスからもらった髪飾りをつけてもらった。

　ドレスはアナベルが自ら私に選んでくれた、スカイブルーのＡラインドレス。

　しかも、貸し出しでなくプレゼントすると言われた。

「ここまでしてもらった上に、ドレスをもらうなんてできない」と遠慮する私に、アナベルは言う。

「そのかわりに、今度獣化した姿を見せてちょうだい」

　どうやら、アナベルは私の獣化能力に興味津々だったようだ。

　こうして私はドレスと引き換えに、アナベルの前で白猫になることを約束した。

　準備は整い、後はパーティーに向かうだけ。パーティー会場は学園からそう遠くない。歩いていける距離なので徒歩で向かおうとすると、アナベルが一緒に馬車に乗ろうと誘ってくれた。

「フィーナ！」

　寮を出ようとすると、マルトさんに声をかけられた。

「アナベルにやってもらったのかい？　すごく綺麗じゃないか」

　食堂でのエプロン姿に見慣れていたマルトさんは、私のドレス姿を見るなり、目を輝かせて言った。

「えへへ。ありがとうマルトさん。こんな高価なドレス着たことがないから、なんか照れくさいわ」

「フィーナはかわいいからなんでも似合うよ。……行ってらっしゃい！　楽しんでおいで」

　私は大きくうなずき返すと、マルトさんに手を振ってアナベルの待つ馬車まで走り、別棟のホールへと向かった。

　久しぶりのパーティーは、目がちかちかするほどきらびやかな空間だった。

　あちこちで親睦を深めている生徒たち。

　卒業する先輩とそれに涙する後輩や、口説き合っている男女。

　今までのパーティーで、ひたすらエミリーのうしろをついていくだけだった私は、なにをしたらいいかわからなかった。

　とりあえず、アナベルたちが一緒にいてくれるから大丈夫だろう――そう思った矢先のことだった。

「アナベル様！　こちらで一緒に乾杯いたしましょう！」

「アナベル様！　マティアス様はまだ来られていませんので、先にわたくしとお話ししてくださいませ！」

「え!?　ちょ、ちょっと！」

　多数の女子生徒がアナベルに押し寄せ、アナベルは抵抗する暇もなく女子生徒たちに連れていかれてしまった。

　カロルとリュシーは人の波にさらわれていったアナベルをすぐさま追いかける。私はその流れをぽかんと眺めていることしかできず、いつの間にかひとりになっていた。

　アナベルが今や学園でとても人気ある生徒だということは、ちらりと耳に入っていたけれど。まさかここまでとは。

　まるで、小説のヒロインがエミリーからアナベルに変わったように思えた。

「やあフィーナ。調子はどうだい？」

　パーティーの雰囲気になじめずに、会場の隅でグラスを持ったままぽつんと立ち尽くしていた私に話しかけてきたのは、マティアスだった。今しがた到着したようだ。

「マティアス様。お久しぶりです。調子は……ぼちぼち、かな？」

　お世辞にも心の底から楽しめているとは言えなくて、私はあたり障りのない返事をした。

　こうしてマティアスとふたりで会話をするのは、サロン以来だ。

「せっかくのパーティーだ。楽しまなきゃ損だよ。それにしても、今日の君は見違えるほど綺麗だね。ついつい、誘われるように足が君に向いてしまったよ」

「もう。お上手なんですから。……このドレス、ドレスを持っていない私に、アナベル様がプレゼントしてくださったんです」

「へえ。アナベルが。さすが、アナベルはセンスがあるな。そのドレス、君によく似合ってる」

　アナベルのことを話すマティアスの表情はとてもやわらかい。今もふたりの仲が良好であることがわかり、私まで笑みがこぼれた。

「マティアス様も、今日は一段とかっこいいです。マティアス様は、やはりそういった格好がお似合いですね」

「そうかなぁ？　王宮ではいつもこういう格好をしていたから、僕的には制服のほうが新鮮味があってお気に入りなんだけど」

　マティアスはそう言うが、さすがパーティー仕様というだけあって、制服姿よりも王子様感は何倍も増幅している。

「……マティアス様って、本当に物語に出てくる王子様みたいですよね。あらゆる女性たちが憧れてしまうのもわかります」

　改めて思う。オレンジの髪も、ゴールドの肩章も、笑顔も――なにもかもが、私にはまぶしすぎる人だと。

「君は憧れてくれないの？」

「へっ？」

　にこにこと笑いながら、冗談まじりにマティアスが言った。腰を屈めて、私に目線を合わせてくる。

「私は……もうずいぶん前から、ずっとマティアス様に憧れていましたよ」

　なんてったって、前世からですから。

　マティアスとは、この国で暮らしている限りいつかまた会うことはあるだろう。でも今日はひとつの区切りとして、長年の思いを伝えることにした。

　ちょっとからかうつもりが、意外な反応が返ってきたことに、マティアスは驚いたようだ。しかし、すぐに目を細めて微笑んだ。

「……ありがとう。あーあ。今の言葉、ぜひあいつの前で言ってほしかったな。今度もう一度言ってくれる？」

「あいつ？」

「君にとっての〝憧れ以上の人〟だよ」

　マティアスはそう言うと、私にウインクを飛ばす。

　誰のことを言っているのかに気づき、私は恥ずかしくなったのと同時に――いまだ姿を見せない彼のことを思うと、寂しさと不安が襲ってきた。

「フィーナ、大丈夫だ」

　私の心中を察してか、マティアスは私の頭をぽんぽんと優しくなでた。

「君の王子様は、必ず君を迎えにくるよ」

「……マティアス様」

「王子ってのは、お姫様を迎えにいかずにはいられないんだ」

　マティアスが言うと、なんだか説得力のある言葉に聞こえる。たいした関わりもなかったのに、私を慰めてくれる温かな手に、感謝の気持ちでいっぱいになった。

「ふふ。だったら、マティアス様はそろそろアナベル様を迎えにいかれたほうかいいのでは？　あまり待たせると、拗ねてしまわれますよ」

「おっといけない。じゃあ、僕は行こうかな。……フィーナ、次は学園で楽しくおしゃべりをしよう」

　私に手を振ると、マティアスは女子生徒に囲まれているアナベルのもとへ歩いていった。

　残念ながら、〝次〟はもうない。

　退学の話はできなかったので、最後の言葉には笑顔しか返せなかったけれど……マティアスとまた話せたことは、純粋にうれしかった。

　会場の扉が開くたびに、ドキッとしながら目線を向けるが、いまだレジスは現れない。私はパーティーの雰囲気にも慣れてきて、バイキング形式で出されている数々の料理に舌鼓を打っていた。

　近くで領地経営などの難しい話や貴族同士の色恋話に花を咲かせている生徒がいる中で、ひとりデザートの苺ムースに夢中になっていると、うしろから肩を叩かれた。

　振り返ると、そこにはエミリーが立っていた。取り巻きをひとりも連れていないということは、私の代役は結局今日まで見つからなかったってことか。

「フィーナ。久しぶりのパーティーはどう？　ずっと停学中だったあなたでも、楽しめてるか心配になって」

「お気遣いありがとうございます。見ての通り、楽しませてもらっていますわ」

　苺ムースを平らげてエミリーに笑いかければ、エミリーは私のことをなめ回すように見つめる。

「……そのドレス、どうしたの？」

「これはアナベル様からご厚意でいただいたものです」

「へぇ。アナベルのお下がりってことね。値段もまぁ、それなりってとこかしら」

　私を侮辱するのはいいが、アナベルまで馬鹿にされたことに怒りを覚えた。しかしここでエミリーと口論したところで、アナベルの品位を落とすことになるだけだと思い、ぐっとこらえる。

「このパーティーはフィーナにとって、ここで過ごす最後の時間でしょ？　ちゃんとみんなにお別れは言えたの？」

「みんなには言ってないですけど。それがなにか？」

「へぇ。……レジスにも？」

　レジスの名前を聞いて、私の耳がぴくりと反応する。

「レジス、ずっとお休みしてるものね。噂だともう戻ってこないって言われてるわ」

「……エミリー様はレジスと仲がよかったと自分で言っていたけど、噂でしかレジスのことを知らないのですね」

　私の不安を煽るつもりだったんだろうが、逆に言い返してやると、エミリーの顔がゆがんだ。

　すると、エミリーが急に私の腕を強く掴んだ。

「うっ！　痛いわ！　離してっ！」

「そんなに暴れないでよ。私はあなたに、お別れの挨拶をする場を与えようと思ってるだけよ！」

「挨拶って……なにをするつもり!?」

　エミリーに腕を引っ張られ、私はバランスを崩し片手に持っていた苺ムースの器を床に落としてしまった。

　強引に連れていかれた先は会場のど真ん中。そこでエミリーが大きな声で叫ぶ。

「皆さーん！　本日をもって退学となるフィーナ・メレス嬢から、お別れの挨拶をしたいとのことです！」

　エミリーの呼びかけで、会場中の視線が私へと集中する。

「フィーナが退学!?」

「あの子って、ずっと停学中だった子よね？」

「寮ですごく人気者って聞いたけど、前はエミリー嬢の金魚の糞だったのよ」

　私をよく知る寮生の仲間は驚きの声をあげ、関わりのなかった生徒はヒソヒソ話をしながら好奇の目を向ける。

　今までエミリーが私の退学という格好のネタを、周りに沈黙し続けていた理由がわかった。

　エミリーの目的は、ここで私をさらし者にすることだったのか。

「なぜフィーナが退学なの!?」

　何度かサロンに足を運んでくれていた寮生のひとりが声を張り上げると、エミリーが自分語りを始める。

「実は彼女の学費は今まで、遠縁の我がルメルシェ家が負担していたんです。私は入学当初、友達ができるか不安で、フィーナに学費を出すかわりに私の友達になってもらうことをお願いしたのですが……悲しいことに、フィーナは途中からそれを拒みました」

　嘘とは言いきれない絶妙なラインを攻められ、私は口を挟むことができずにいた。

「私はひとりになりました。そのことに怒った私の父が、すぐさまフィーナを退学にしようとしました。でも私は、フィーナがまた友達になってくれることを信じて停学に留めてくれと懇願したのです。ですが私の思いは伝わらず、フィーナは私と関わるのを拒み、揚げ句の果てには学費を出せと脅迫を……」

「ちょっと！　私はそんなこと言って――」

「でも！　やっぱり私にとってフィーナは大切な友達です！　私は父の説得に失敗し、これ以上学費の援助はできず、フィーナは退学することになりました。最後にお世話になった皆さんに別れの言葉を言いたいという私の友達の願いを、ぜひ叶えてあげたいと思います。皆さん、聞いてあげてください！」

　迫真の演技で、涙を流しながら頭を下げるエミリー。

　私が取り巻きをやめてからというものの、行きすぎた自己中な行動で痛い目で見られることが多々あった彼女に、今は同情の眼差しが集まっている。

　一方私に向けられるのは、白けたような、冷めた視線だ。

　王家と親交ある公爵家という立場にあるエミリーと、援助を受け場違いな学園に入学した私。半数以上を貴族が占めるこの学園で、どちらの味方が多いかなど、考えずともわかることだ。

「別れの言葉ではなく、エミリー嬢に謝罪しなさいよ！」

　黙って立ち尽くす私に、そんな野次が飛んできた。周りもその意見に同調し、謝れという言葉をいくつも投げつけられる。

　私がうつむいているからか、みんながどんな顔をして私を見ているかがわからない。仲よくしていた寮生のみんなは、今の話を聞いて私に幻滅しただろうか。

「ちょっと、やめなさ――！」

　そう思っていると、周りを制止しようとする声が聞こえた。顔を上げれば、そこには今にもこちらにやって来そうなくらい身を乗り出しているアナベルと、そんなアナベルを必死に止めているマティアスがいた。アナベルは眉間にしわを寄せて、なぜ止めるのかと言わんばかりにマティアスを睨みつけている。

　……マティアスの判断は正しい。ここでアナベルが私に加担しても、状況がひっくり返ることは難しいから。ただ、私のために動こうとしてくれたことは、この先も絶対に忘れないだろう。というか、エミリーの言っていることが嘘だという証拠がない限り、誰が私をかばおうが無駄だ。マティアスはそれすらもわかっているように、神妙な面持ちで私のほうを見ている。

　教師たちは騒ぎを止めようとしているが、生徒は誰も聞く耳を持たない。校長や理事長の姿は会場に見あたらないし……声を張って止めるほど勇気ある教師は、ここには誰ひとりいないのだろう。

　はぁ。なんだか隣で嘘泣きを続けるエミリーも、なんの事情も知らず私に謝罪を要求する観衆も、いったいなにが楽しいだろう。すべてが馬鹿らしくなってきた。

　モブなのにこんなに目立っちゃうなんて。私はただ、平和な毎日を送りたかっただけだというのに。

　そもそもこの学年末パーティーは、小説だとクライマックスにあたるシーンだ。小説内の物語は、このパーティーで幕を閉じることになる。

　――これがヒロインの取り巻きという役割を放棄した、モブ役フィーナの結末というのなら、私はそれを受け入れるしかなさそうね。

　でも、絶対に謝ってやるものか。周りが〝謝れコール〟をするのに飽きるまで、私は無言のままここで立ち尽くしてやる！

　学園で過ごす最後の日がこんな展開なんて正直悲しくもあるけれど……全体的に考えるとなんだかんだ楽しかった。

　私は飛んでくる心ない言葉を無視して、のんきに学園生活を振り返っていた。振り返った結果、こう思う。

　心残りがあるとしたら……レジスと仲直りがしたかった。そして、もっとここでレジスと一緒にいたかった、と。

　――バタン！

　突然、パーティー会場の扉が大きな音を立てて開かれた。

　みんながいっせいに、扉のほうに注目する。

　そこに立っていたのは――いつもとまるで雰囲気の違うレジスだった。

「遅かったじゃないかレジス。……いや、カフリース王国第一王子――レジス王子と呼ぶべきかな」

　マティアスが笑いながら、レジスにそう言った。

　――ん？　今、王子って言った？

「え、ええぇっ!?」

　私が声をあげると、会場中にどよめきが起こる。会場内に流れていた楽団の演奏が聞こえなくなるほどだ。みんな私の謝罪などどうでもよくなったように、急に現れたレジスに興味を持っていかれている。

　レジスが第一王子!?　どういうこと!?　庶民じゃなかったの!?

　頭の中がパニックに陥る。それは周りのみんなも同じで、楽しそうにしているのはひとりそのことを知っていたであろうマティアスのみ。

　もしかして、さっきマティアスがアナベルを止めたのは、レジスが現れることを察していたからなのか。

　肝心のレジス本人はというと、いつものように真顔を貫きながら、私とエミリーのほうへと歩いてくる。

　白と青を基調とした軍服モチーフの正装姿で、堂々と歩く姿は、どこからどう見ても庶民には見えない。

　レジスは私とエミリーの目の前までくると、ピタリと足を止めた。

「……レ、レジス？」

　威厳を放つレジスを見上げれば、視線がかち合う。

「フィーナ。お前の退学の件だが、ついさっき正式に白紙になった」

　無言を貫いていたレジスがやっと口を開いたかと思えば、その内容は突拍子のないもので、目が点になる。

「ど、どういう――」

「退学がなくなったって、どういうことよ！」

　私の声をかき消すような声量で、エミリーがレジスに食ってかかった。

　エミリーからさっきまでの自信満々な笑みは消え、余裕がなさそうに見える。レジスがこんな絶妙なタイミングで戻ってくるなんて、エミリーにとっては計算外のことだったのかもしれない。

「どういうこともなにもそのままだ。お前は学費を出すかわりにフィーナをさんざん使用人扱いし、自分にとって使えないと判断したら停学。ついには退学にするつもりだったようだが、残念だったな」

「なによその言い方……！　まるで私が悪いみたいじゃない！　フィーナが入学できたのは私のおかげなのよ！　援助するかわりに、私の世話をするという約束だったのよ！　知ったような口をきかないで！」

「おかしいな。聞いたところ、ルメルシェ家からメレス家にフィーナの入学をお願いしたらしいじゃないか。知り合いのいない学園で、ひとりだと不安だからという理由で。フィーナから入学と援助を頼んだわけじゃない。約束だって〝エミリーのサポートをよろしく頼む〟としか言われてなかったようだが？　それがまさか細かい身の回りの世話まですることになるなんて、誰も思わないだろう。こんな適当な口約束で、果たしてフィーナが約束を破ったといえるのか？」

　エミリーの話との食い違いに、会場はざわつき始めた。

　私もなにがなんだかわからず、側でふたりのやり取りを見ていることしかできない。

　――レジスが王子なのも、退学が取り消しになったのも、私とエミリーの事情にやたら詳しいことも、全部わけがわからない。

「な、なんでレジスがそのことを知ってるのよ！　あなたはルメルシェ家とメレス家といっさい関係ないでしょう！」

〝なんでそのことを知っているのか〟なんて、レジスの話が本当だと言っているようなものだ。エミリーは突然の出来事にうまく対応できないようで、自らボロを出してしまっている。

「関係ある。なぜなら――ルメルシェ家のかわりに我がオリヴェタン家がフィーナを援助させてもらうことになった。そのために、俺が両家と話をつけてきたんだ」

「なんですって!?」

　つまりレジスが私の学費を肩代わりして、私の退学をなしにした……？

　エミリーや観衆と違い、私はあまりの急展開に声も出ないほど驚いた。開いた口が塞がらない。

「……フィーナ。安心してくれ。お前は新学期からまた学園に通えるし、寮にもいられる。今までみたいに、自分らしく好きなようにしてくれてたらいい」

「レジス、でもっ……」

「俺の好意で勝手にやったことだ。遠慮する必要はない。それとも、フィーナは退学することを望んでいたのか？」

　そんなはずがない。

　入学した当初は、いつ退学になってもいいと思っていた。

　でも、みんなと仲よくなってから私はアルベリク王立学園――ここが、大好きになっていた。

　ふるふると首を横に振る私を見て、レジスは安堵のため息をつく。

「……それとエミリー。お前の両親にはしっかり釘を刺しておいた。今度フィーナに嫌がらせをしたときは、どうなるか覚えておくんだな」

「――っ！」

　私を見つめる優しい眼差しとは打って変わって、レジスは氷のように冷たい目でエミリーを睨みつけた。

　エミリーは蛇に睨まれた蛙のように固まり、なにも言い返せない。

　さらに、周りがエミリーに浴びせる視線もいつの間にか私に向けられていたような冷たいものに変わっていた。

　私を見世物にするつもりが、自分が見せしめになるなんて、エミリーもこの番狂わせには相当こたえたようで、全身の力が抜けたようにガクン、とその場に膝をつく。

　……本来の小説のラストでは、エミリーはこのパーティーでマティアスと結ばれ、みんなから祝福されハッピーエンド。私とレジスは、そんなふたりを見守るだけだったというのに。

　大好きな小説のヒロインのこんな姿を見るのは胸が痛むが、今までエミリーにされたことを考えると、手を差し伸べる気にはならなかった。

　それに、ここで私がエミリーを甘やかしたら、エミリーはなにも成長しないとも思った。この屈辱を受け、エミリーがこれからどういう人間になるかは……エミリー自身にかかっている。

　――そんなことより、私はレジスに会ったら聞きたいと思っていたことがいっぱいあるんだったわ！

　私は体をレジスのほうに向きなおし、真正面からレジスを見つめた。私の行動に気づいたのか、レジスも私を見下ろす形になる。

「ねぇレジス、今までどこに――」

「……それ、つけてくれたんだな。似合ってる」

「え？　……あ」

　レジスの視線の先をたどると、クリスマスにレジスがくれた水色の髪飾りがあった。

「それに、ドレス姿のフィーナはすごく綺麗だ。これ以上、誰にも見せたくないくらいに」

「そんなこと……」

　さっきまでエミリーにあんな怖い顔をしていたのに、いきなりみんなの前で甘い言葉を浴びせられ、私は戸惑った。

「フィーナ、行こう」

「え!?　ど、どこにっ!?」

　返事もせずに、レジスは私の手を引いて突然走りだした。

　たくさんの生徒たちの目にさらされながら、私とレジスはそのまま会場から走り去っていく。

　途中でドレスとヒールのせいで走りにくそうにしている私を、レジスがひょいっとお姫様抱っこした。すぐ近くにあるレジスの顔にドキッとして目を閉じる。どこに行くかわからないまま、私はしばらくのあいだ、レジスに抱えられていた。

　目的の場所に到着したのか、レジスがそっと私を降ろす。固い床とは違う、ふんわりとした感覚。目を開けると、見慣れた芝生が辺り一面に広がっている。

　ここは、昼休みにいつもレジスが来ていた場所だ。

「ここまで来れば、誰にも邪魔されない」

「……レジス」

「その、急にいなくなって悪かった。国に帰っていたんだ。フィーナの援助に協力してもらえるよう、ずっと両親を説得していたら、ギリギリになってしまった」

　国に帰っていたのか。そりゃあ、誰もレジスの行方がわからないはずだ。

「その様子じゃ、ずいぶん反対されたんじゃない？」

　一国の王子が、なんの関わりもなかった落ちぶれた貴族を援助するなんて言いだしたら、誰でも反対するだろう。

「……俺のフィーナへの想いを素直に話したら、最終的に納得してくれた。勝手に出すぎた真似をしたことは反省してる。でも、フィーナのことを放っておけなかったんだ。どうしても、フィーナの役に立ちたかった」

　最後にボソッと「まぁ、単純に俺がフィーナの退学が嫌だったってのもあるけどな」と小声で言い、レジスは苦笑する。

　……私への想いをって、いったい私のことをどんなふうに言ったのか気になるところだ。

「ありがとう、レジス。私、うれしかった……。もう、みんなともお別れだと思っていたから。本当にありがとう。感謝してもしきれないわ」

「喜んでもらえたなら本望だ。……それと、食堂での件なんだが。あの後フィーナの様子がおかしいと思って、エミリーを問いつめて全部聞いた。結論から言うと、エミリーがフィーナに言ったことは全部嘘だ」

「嘘？」

　レジスは深くうなずく。

「俺はこの場所でシピの姿でないフィーナに会った後、エミリーに呼び出されたんだ。そこで、シピの正体がフィーナだと聞かされた。あの頃、エミリーは俺にしつこくつきまとっていたから、俺が昼休みにここで過ごしていることに気づき、どこかのタイミングでフィーナが獣化しているところを見たんだと思う。俺はシピがフィーナだと知って、驚きもしたが……うれしくもあった。俺はシピに会う前から、フィーナのことが気になっていたから」

「えっ!?　そうだったの!?」

「……そんなに驚くことか？」

「だってそんなそぶりひとつも見せなかったじゃない！　てっきり私がシピに似てるから、その延長で猫好きのレジスが私に懐きだしたとばかり……」

「懐くってなんだ。エミリーの取り巻きをやめてからのフィーナは猫みたいで、俺には気になる存在だったんだ」

　結局猫の要素があるんじゃない、と突っ込みたくなったがやめておく。

「フィーナが獣化のことを隠しているうちは、俺も知らないフリをしていようと思った。……そのせいで、フィーナに大きな誤解をさせてしまった」

　レジスは眉間にしわを寄せ、悔しそうに唇を噛みしめた。

「レジスは悪くないわ！　私がレジスじゃなくエミリーの言うことを信じたから……。レジスは私のことをいつも考えてくれていたのに、ひどいことを言って本当にごめんなさい」

　あのとき、レジスの話を聞こうともしなかった自分を恥じた。

　結局私は、エミリーにとって扱いやすい駒に成り下がっていたのだ。

　――レジスを傷つけた。

　いくら謝っても、その事実は消えない。泣きそうになる私を見て、レジスはそっと私の頬に手を添えた。

「それでもフィーナは約束を守ってくれた。それだけで、俺はじゅうぶんだ」

　レジスの右手がスッと上に移動し、耳の上につけられた髪飾りをなでる。

「……レジスも、約束守ってくれてありがとう。信じてた。パーティーに来てくれるって」

「あたり前だ。少し……いや、だいぶ遅刻してしまったが」

　申し訳なさそうに、人さし指で自分の頬をかきながらレジスは言った。

　私はというと……遅刻なんかよりもレジスの手のぬくもりが消えたことに不満を感じていた。

「あ、ねぇレジス、どうして庶民のフリをしていたの？」

「ああ。それは……父からの命令だったんだ。俺にもいろいろ理由があってな。……今回のことで正体をバラすことになったけど、それは許してもらった。理事長と校長、同じく王族のマティアスは、最初から俺が王子だということを知っていたけどな」

　だからマティアスは、開口一番にレジスを〝王子〟と呼んでいたのか。

「やはりまだ、俺が王子だとは信じられないか？」

　そう言われ、正装姿のレジスを改めてまじまじと見つめる。

「……今日のレジスを見たら、どこからどう見ても王子様にしか見えないわ。今までどうして気づかなかったのかが不思議なくらい」

　先入観だけでレジスが庶民だとすっかり思い込んでいたが、こうして見るとマティアスよりも王子感が強いかもしれない。

「今さらこんな格好を見せるの、なんか恥ずかしいな。もともとこういうかしこまった服装は苦手なんだが、今日はらしくもなくがんばったんだ。フィーナが……好きなタイプは〝王子様みたいな人〟って言ったから」

　あれはサロンで、レジスに好きなタイプを聞かれたときのこと。私はたしかにそう言った。

　じゃあ、レジスは私のために、この姿で会いにきてくれたってこと？

　男性にはあまり使わない言葉だが、なんともしおらしいレジスの行動に、私はキュンとしてしまった。

「……俺はみんなに愛されたり、憧れたりされるようなやつじゃない。フィーナの理想とする王子像とは違うかもしれない。でも……フィーナが手を取る相手は俺でありたい」

　レジスは芝生の上だということもおかまいなしにその場で跪くと、私に手を差し出した。

　昔からずっと憧れていた。いつか素敵な王子様が目の前に現れて手を差し伸べてくれる……そんな王道ラブストーリーみたいなことを。それが今、現実となっている。

「フィーナが好きだ。俺の婚約者になってほしい」

「……こ、婚約者!?」

　突然の婚約の申し出に、私の声が上ずった。

「俺はいずれ王位を継ぐことになる。そのときは、フィーナも俺と一緒にカフリースに来てほしいんだ。カフリースは悪い国じゃない。ルミエルより領土は広いし自然が豊かだ。食べられる変わった草や木の実も多いから、料理が好きなフィーナには喜んでもらえると思う。王妃教育は大変なこともあるかもしれないが、俺がフォローする。寂しくて屋敷に帰りたくなったらいつでも帰っていい。その前に、俺がいるから絶対寂しい思いはさせない。……どうだろうか」

　私に口を挟む隙を少しも与えてくれない、まくしたてるような物言いに思わず笑ってしまう。

　この国を出ることも、自分が王妃になる未来など想像したこともなければ、王妃教育なんて未知で不穏な単語まで聞こえてきた。

　不安は大きいし、自信もない。でもそれ以上に――レジスが好きだという感情が上回っていた。

　それだけで私には、目の前に差し出された手を断る理由など、ないも同然だった。

「……私もレジスが好き」

　私が言うと、レジスの瞳が揺れた。

　動揺や期待、いろんなものが混ざった熱い眼差しを受け、私は目を細める。

「いつか王妃になるとか、そういうのはまだ実感ないし、わからないことばかりだけど……この感情に嘘はないわ。だから私でよければ、これからもレジスの隣にいさせてください」

　最後にふふっと照れ笑いしながら、私はレジスの大きな手のひらに自分の手をのせた。レジスは私の顔と手を交互に見て、うれしそうに微笑む。

　そのまま私の手の甲に唇を寄せると、ちゅっと音を立ててキスをした。

「……っ！」

　唇が触れた瞬間、手の甲から全身に熱が広がっていくような感覚に陥った。

　――レジスがこんなキザなことをするなんて！

　目を伏せてキスをするレジスの表情があまりにも美しくて、私は息をのんだ。

　レジスは私の手をぎゅっと握り立ち上がると、空いた片方の手で私を抱き寄せた。

「よかった。〝好きだった〟じゃなくて」

　耳もとで、レジスが笑いまじりに言う。

「うっ。それは、その……本当に悪かったと思ってるわ」

　食堂での一件を掘り返されると、私は謝ることしかできない。レジスはそんな私を見て、楽しそうに小さく笑った。

「もしフィーナがオーケーしてくれなかったら、援助の交換条件として、強制的に俺の婚約者にさせるところだった」

　サラリと爆弾発言をするレジスに、私はぎょっとする。

「それって、やってることがエミリーとたいして変わらないと思うんだけど」

「俺は婚約者になったからって、身の回りの世話をさせたりしないぞ」

「そういう問題じゃないんだけどなぁ……」

　大真面目に言い返してくるレジスに苦笑する。でも、たとえそうなっていたとしても、私はなんだかんだ言って、レジスの婚約者になることを受け入れていた気がする。なんか悔しい。

　レジスの腕の中で、勝手に頬を膨らませていると、突然握られていた手が解かれる。

　その手は私の背中に回り、さらに強い力でレジスに思いきり抱きしめられた。

　胸もとに顔を埋めると、レジスの心音が聞こえる。だんだんと早くなる鼓動。レジスも私と同じように緊張しているんだと思うと、愛しくてたまらなくなった。

「……この姿のフィーナをこうやって抱きしめるのは、初めてだな」

　耳もとでレジスがささやく。吐息が耳をかすめてくすぐったさに身をよじろうとしても、レジスの腕の力が強くてびくともしない。

　――シピのときは、こうやってレジスに抱きしめられたことが何度かあったっけ。

　レジスの体温と甘い香りに包まれ、ぼーっとする頭の中で、私は当時のことを思い出していた。

「ずっとこうしたかった」

「んっ……レジス」

　私がくすぐったがっていることを気づいているのか、レジスはまた耳もとで甘くささやいた。

　思わず吐息が漏れ、私は上目遣いでレジスを見つめる。

「……その顔は反則だ」

　はにかみながらレジスは言うと、私の髪を優しくなでた。そのままレジスの顔が近づいてくる。

　――これって、もしかしてもしかしなくても、キス!?

　お恥ずかしい話だが、私は前世も含めて、挨拶程度以外のキスをした経験がない。にもかかわらず、なんの心がまえもできていないまま、大好きな人とファーストキスを迎えようとしている。

　私はギュッと固く目を閉じた。緊張で顔がこわばるのがわかる。――私、今すごく変な顔になってない!?

　心臓がパンクしそうなほど大きく脈打って、ほかになにも聞こえない。

「……フィーナ」

　愛おしげに私の名前を呼ぶレジスの吐息がかかる。唇が触れるか触れないかの距離に、私の鼓動はさらに高まり、そして最終的に――。

「やっぱりちょっと待って！」

　恥ずかしさに耐えきれず、レジスの胸板を思いきり突き飛ばしてしまった。衝撃でレジスの体がうしろに傾く。

「きゃあっ!?」

　レジスがなぜか私の腕を引っ張ったことにより、ふたり同時に盛大に芝生の上へと倒れ込んだ。……私がレジスを押し倒しているような形で。

　すぐに体を起こそうとするも、レジスの腕がそれを阻止する。背中に腕を回されて、レジスに覆いかぶさったまま体を固定された。

「……初めてシピに会ったとき、こんな感じだったな」

　寝ているレジスに、私が獣化してこっそり近づいて、寝顔を覗き込んだときの話だ。

「フィーナ、あのとき俺の寝込みを襲おうとしたんだろ」

「ち、違うわ！　レジスの寝顔がちょっとだけ気になっただけだもの！」

「ふっ。そんなの、これからいくらでも近くで見せてやる」

　あきれたようにレジスは笑った。寝顔だけじゃない。今みたいに、いろんな表情のレジスをこれから隣で見られるんだ。

「レジスが望むなら、たまにはまたシピの姿でここに会いにきてもいいけど？」

「どうせ寝込みを襲われるなら、フィーナのままのほうがいいな」

「もうっ！　そんな意地悪言うなら、もうシピに会うのはお預け！」

　ふいっと顔を背けると、レジスに人さし指で頬をつつかれた。

「怒るなよ、フィーナ。……悪かった。ぜひまた俺に、あの極上のモフモフを堪能させてくれ」

　シピをなでるように、レジスは私の髪をやんわりとなでた。

　獣化していなくとも、レジスの手が気持ちいいことには変わりない。ゆったりとした手の動きに瞳をとろんとさせていると、急に体が反転した。

　……私、今度はレジスに押し倒されてる？

「油断したな？」

　私を見下ろしながら、レジスは意地悪な笑みを浮かべた。せっかくアナベルからもらったドレスを汚してしまったという罪悪感を頭の片隅に感じながらも、今はもう、脳内の大半のスペースがレジスのことで埋め尽くされている。

「次は待たない」

「レジスっ……！」

　我慢の限界というように、レジスは親指で私の唇をするりとなでる。

　熱のこもったレジスの瞳が視界いっぱいに広がって、私は覚悟を決めてまぶたを閉じた。

　――唇にやわらかい感触。レジスから与えられたキスは、びっくりするほど優しい。

　キスをされながら、私は絡められたレジスの指を強く握り返した。

　私を選んでくれた王子様の手。これからなにがあっても、この手だけは絶対に離さない。

　長いようで短いキスを終え、私たちはお互い照れくさそうに視線をはずすも、またすぐに見つめ合う。

「……好きだよ。フィーナ」

　愛をささやく彼越しに見えるのは、真っ青な空。

　そんな澄み渡る空と同じ色の髪を揺らしながら、レジスの影がゆっくりとまた、私の影と重なった。
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世界の正位置




　アルベリク王立学園を卒業してから、二年の月日が経った。

　カフリース王国の第一王子である俺は、卒業と同時に自国へと帰還し、次期国王となるための勉強に日々勤しんでいた。

　学園で得た経験は、俺にとてもよい影響を与えてくれた。あらゆる目線で物事を見ることが、できるようになったし、今まで不得意だった人付き合いも、以前よりは積極的になった。

　いろいろあって、庶民のフリができたのは最初の一年だけだったが……アルベリクでの学園生活は、間違いなく俺の人生を大きく変えてくれた。

　なによりいちばんよかった出来事は――愛するフィーナに出会えたことだった。

　俺とフィーナは、あれからずっと順調に交際を続けている。

　フィーナは俺の婚約者として、カフリースに共に来ることを選んでくれた。最初は不安そうだったが、二年経った今ではだいぶこの国にも慣れてきたようだ。そして、お互いが二十歳になった今年、俺たちは結婚し夫婦となった。

　最近は王妃教育が大変らしく、毎日ヒィヒィ言っているが、本人いわく〝エミリーのわがままを聞いていた頃に比べたら全然マシ〟だそうだ。

　空き時間は王宮のキッチンでコックたちに交ざって料理をしたり、街に出て得意の占いを披露したりと、趣味を楽しんでいるらしい。

　すっかり王宮の人間にも、国民たちからも人気者のフィーナ。いいことだが、俺としてはいいことばかりではなかった。というのも、最近はお互いとくに忙しく、あまりふたりでゆっくり過ごせていなかったのだ。

　俺は少しでも空いた時間があれば、フィーナと一緒にいたい。しかし、フィーナはそうではないかもしれないと、勝手に不安を抱えていた。現に、フィーナからあまり俺に近づいてこなくなった気がする。

　不安の要素はもうひとつある。フィーナが俺との夜の時間を避けるようになったことだ。

　同じ部屋で、ひとつのベッドで一緒に寝ているかわいい妻を愛でたくなるのは男としては当然のことだ。もちろん、毎日求めているわけではない。……本音を言うと、毎日夜通し愛し合いたいのだけど。

　フィーナは恥ずかしがりながらも、いつも俺の愛を受け止めてくれていた。それなのに、ここ一か月は、ずっと背を向けてひとりで寝てしまう。心なしか、態度もよそよそしい。

　そしてこのタイミングで、俺の不安をさらに煽るようなことが起きた。

『あとでレジスに大事な話があるの』

　――フィーナにそう告げられたのは、今朝のことだ。

　俺はなにかよくないことが起こる気がして、温室庭園のベンチでうなだれていた。

「……もし別れ話だったら、俺はこれからどうしたらいいんだ」

「レジス様！　いい加減元気出してください！　まだそうと決まったわけではないでしょう？」

　隣から、俺を慰めるロレンツォの声が聞こえる。ロレンツォとは付き合いが長く、フィーナと同じくらい、俺が信頼している人間だ。俺はフィーナのことで悩むと、いつもロレンツォに相談をしていた。

「ほかに〝大事な話〟ってなにがあるんだ。それに、フィーナは最近俺のことを避けていた。別れ話じゃないにしても、俺に不満があることには違いない」

「レジス様は、フィーナ様に嫌われるようなことをした覚えがあるのですか？」

　ロレンツォに聞かれ、俺は自分がフィーナにしたことを改めて思い返してみる。

「……俺は、フィーナに求めすぎたのかもしれない」

　思い返した結果、出た答えはそれだった。

「求めすぎたといいますと？」

　いまいちピンときていないロレンツォに俺は言う。

「言葉通りだ。俺はフィーナに求めてばかりだった。できるだけそばにいてほしい、作った料理は一番に食べさせてほしい、俺以外の男に笑いかけないでほしい……ほかにもいろいろ言った覚えがある」

「そ、そうなんですか。……レジス様って、そんなことおっしゃるんですね」

「そういえば、ここ二か月ほどフィーナが獣化をしなくなってな。俺はそれが寂しくて、しつこくフィーナに獣化の要求もしてしまった」

　フィーナの獣化能力に関しては、国全体にはまだ公表していないが、王宮の人間は把握している。そのため、王宮の敷地内で、フィーナはたまにシピの姿になったりしていたのだ。ただ、シピは俺が独り占めしていたので、この国で俺以外まだ誰もフィーナの白猫姿を見たことはない。それに、これはのちにわかったことだが、フィーナは獣化が切れると裸の状態で人間に戻る。そんなフィーナの姿を、俺以外のやつが見るようなことがあれば……。そう考えるだけでイライラしてきた。

「獣化の要求は、もしかしたらフィーナ様に身体的な負担をかけていたかもしれないですねぇ」

「だがロレンツォ、お前にわかるか？　白猫フィーナのかわいさが。たまらなく愛くるしいあの姿が！」

「わかりません。私は見たことがないので。でもそこまで言われると、一度見てみた――」

「今後もわかられてたまるか！　俺だけのものなんだ！」

「……レジス様から聞いてきたんじゃないですか」

〝理不尽なんですから〟と、ロレンツォはあきれながらため息をついた。ため息をつきたいのはこっちだ。俺自身も、自分で自分がなにを言っているんだろうと思う。でも、情けないことに、フィーナのことになると気持ちに制御がきかなくなることばかりだ。

「俺が悪いのはわかっている。フィーナが言うことなら、全部受け止める覚悟も――」

　できているつもりだった。しかし実際は、こうやってフィーナの目が届かない場所に逃げている。

「レジス様、大丈夫ですよ。私から見て、フィーナ様がレジス様に愛想を尽かしたなんてことはありえません。避けているのにも、それなりの理由があるのではないですか？」

「……俺を避ける理由？」

「はい。案外、悪いことではないかもしれませんよ」

　ロレンツォは、俺を安心させるようににこりと微笑んだ。

「あとは本人に聞いてみるのがいちばんですね」

「……え」

　人の気配がして、顔を上げてみる。そこには、うっすらと額に汗をかいたフィーナの姿があった。

「もう！　ずっとレジスのこと捜してたのよ。話があるって言ったじゃない！」

「あ、ああ……すまない」

　汗の原因が俺だとわかり、申し訳ない気持ちになった。

「では、私は席をはずさせていただきますね。ごゆっくりどうぞ」

　空気を呼んで、ロレンツォは席をはずした。空いた場所に、今度はフィーナが腰かける。

「めずらしいわね。レジスが温室にいるなんて。いつも外の芝生のところにいるでしょ？」

「そうだな。今日はなんとなく……ここに来たい気分だったんだ」

　本当は、いつもの場所にいるとすぐにフィーナに見つかると思って、温室に来ただけなのだが。

「そっか。でも、ここならゆっくり話せそうだし、ちょうどよかったかも」

　フィーナの言葉を聞いて、俺はドキッとした。これはときめきではなく、緊張の鼓動だ。

　――俺は今から、フィーナになにを言われるのだろう。

　そう思うと、今度は俺の額にじわりと汗が滲んできた。

「今後の私たちにとって大事な話なんだけど……聞いてくれる？」

　フィーナはそう言って、俺の手をそっと握った。俺は覚悟を決めて、小さくてやわらかな手を握り返すと、黙ってうなずいた。

「あのね、私――」

　おもわず、ごくりと生唾をのみ込む。

「私、妊娠したみたい」

「……えっ？」

　まったく予想外な言葉が出てきて、俺は驚きから素っ頓狂な声をあげてしまった。

　――今、なんて言った？

　あまりの衝撃で、頭がうまく回らない。こんなに混乱したのは、エミリーからシピの正体を聞かされたとき以来かもしれない。

「ずっと、思いあたる節はあったの。それでね、昨日お医者様に診てもらったら、やっぱりそうだった」

「待ってくれ。じゃあ、今フィーナのおなかには――」

「うん。レジスと私の子供がいるのよ」

　まだ膨らんでいないおなかをさすりながら、フィーナは頬を赤らめてはにかんだ。

「……本当なのか？」

「本当だよ。レジスは、喜んでくれる？」

　さっきまでの不安は、一気にどこかへ吹き飛んでいった。かわりに、言葉では言い表せないほどの幸福感でいっぱいになる。

「あたり前だ！　……うれしすぎて、まだ信じられないくらいだ」

　言いながら、目に熱いものが込み上げてきた。愛するフィーナとの間に子供ができたなんて、こんなに幸せなことはない。

「ふふっ。私も同じこと思った。すぐに言わなくてごめんね。レジスを驚かせたかったの」

　俺の肩に頭をのせ、フィーナは笑った。

「ああ。すごく驚いた。でもそれ以上に、今は喜びと期待でいっぱいだ」

「本当？　……よかった」

　どこか安心したような表情を浮かべるフィーナを見て、自分がとんだ勘違いをしていたことに気がつく。フィーナの髪の毛に頬を寄せ、俺は自嘲しながらぽつりとつぶやく。

「……馬鹿だな。俺は」

　フィーナの様子がおかしかったのは、妊娠していたからだったのか。それなのに、俺はちっともそんなことに気づかず、見当違いなことばかり考えていた。

　子供ができた幸せを噛みしめながらも、俺は自分の愚かさを恥じずにはいられなかった。不安だったのは俺じゃなくて――フィーナのほうだったというのに。

「どうしたのレジス。私が別れ話でもすると思った？」

「い、いや！　そんなわけないだろう」

「図星ね。レジスったら、わかりやすいんだもの」

　明らかにぎくりとした俺を、フィーナは目を細めてじっと見つめた。

「……私がレジスを避けていたから、そんなふうに思っちゃったのよね。ごめんね」

「やっぱり、わざと避けていたのか？」

　フィーナは気まずそうに、こくんとうなずいた。

「でも、私だってつらかったのよ。レジスに甘えるのも、触れるのも、ずっと我慢してたんだから！」

「俺に甘えるのを我慢？　……どうしてそんなことを？」

　俺が聞くと、フィーナがここ最近、俺を避けていた理由を話しだした。

　体調も優れず、月のものも止まったことで、フィーナは妊娠の可能性を感じたらしい。ただ確証もないし、結婚して間もなく毎日バタバタしていたこともあって、なかなか言いだすことができなかったという。

　フィーナ自身も、医者に診てもらうまでは妊娠している〝かも〟くらいに思っていたが、万が一の可能性を考えると、体のことを思って俺を避けていたらしい。

　どうしてそれが、俺を避けることにつながったのかわからず首をかしげていると、フィーナは目線を逸らして恥ずかしげな表情で言う。

「だって、私からレジスに触れたら、いつもレジスったら止まらなくなるでしょ？」

「……それは、そうだが」

　まさか、俺の日頃の行いが原因だと？

　妊娠していることを考えると、夜のいわゆるそういった行為をすることに、フィーナは不安があったようだ。

「大好きな人に求められたら私、絶対断れないもの。最近は気持ちも体調もなんだか不安定で、レジスに八つ当たりして嫌われるのも怖かったの。それで、あんまりレジスの顔も見ないようにしてた。……本当はずっと、レジスに甘えたくて仕方なかったのよ。だけど一度甘えたら、絶対にほだされちゃう。だから、我慢してたの」

　その結果、俺もフィーナとの甘い時間をお預けにされる羽目になったのか。

　正直、こんなかわいい理由だとは思わなかった。眉を下げて必死に弁解するフィーナはとても愛らしい。俺はこのままフィーナに口づけたい衝動に駆られる。

「理由はわかった。これからは、俺もフィーナのことを考えて自分を制御するようにする」

　だから、抱きしめたり、キスくらいはさせてほしい。

「レジス……ごめんね。ありがとう」

　俺に理解してもらえたことに、フィーナは安堵の笑みを浮かべる。

　――これで、俺たちの間にあったわだかまりは消えた。

　さっそく、今まで触れ合えなかった時間を埋めようと、俺はフィーナの髪を優しくなでた。きょとんとしているフィーナに、そのまま顔を近づける。

「あ！　我慢といえばもうひとつあるわ！」

　しかし、なにかを思い出したフィーナに、ふいっと顔を背けられてしまった。俺はその場でガクリと肩を落とす。フィーナのことだから、わざとではなく天然なのだろうが、今は空気を読んでほしかった。そんな俺の心境など知らず、フィーナは話を続ける。

「シピにもしばらく会えなくなるからね。さすがに今、獣化するのは怖いわ」

　あたり前だ。逆に今フィーナが獣化すると言ったら、俺は全力で止めに入るだろう。

「確率はかなり低いと思うけど、生まれてくる子がもし私の能力を引き継いでたら……レジスはさらにモフモフに囲まれるわね」

「それは……天国だな」

　想像するだけで顔がにやけてきたので、俺は口もとを手で覆った。

「フィーナ、これからは趣味もほどほどにするんだぞ。占いは座ってできるけど、街へ出るときは必ず俺も同行する。料理も少し控えたほうがいい。王妃教育がストレスになるなら、スケジュールを見直してもらうよう俺が頼んでおく」

「ふふ。ただでさえ心配性のレジスが、もっと心配性になってる」

「当然だ。もうひとりの体じゃないんだからな。なにかあったらすぐ俺に言うんだぞ？　いいな？」

「うん。ありがとう。こんな頼もしい夫がそばにいてくれるなら、安心だわ」

　フィーナは小さな音を立て、俺の頬に軽くキスを落とした。久しぶりの、しかも不意打ちにフィーナから触れられて、俺はなんだかたまらない気持ちになってしまった。

「……俺がほしいのは、そこじゃない」

　変なスイッチが入ってしまったように、気づけばフィーナの腰を自分のほうへ限界まで引き寄せていた。

「えっ？　ちょっ、レジス……んっ！」

　フィーナの顎を親指と人さし指で挟んで上に向かせると、そのまま噛みつくようなキスでフィーナの唇を塞いだ。

　数日ぶりのフィーナとのキスは、脳が溶けてしまいそうなほど気持ちがいい。時折漏れるフィーナの吐息が、男の本能を刺激する。

「……はぁっ。もう、レジスの馬鹿」

　長くて濃厚なキスを終え、唇を離す。フィーナは顔を赤くして、肩を上下させながら、潤んだ瞳で俺を見上げてそう言った。

「……フィーナとしたい」

　なにを、なんて言わなくてもわかるだろう。声に出す気なんてなかったのに、自然と口から欲望が漏れてしまった。

　襲われるとでも思ったのか、フィーナは慌てて俺から離れ、呼吸を整えながら控えめに胸を押し返す。

「だ、だから私、妊娠してるんだってば」

「わかってる。安静にしないといけないときにするつもりなんかない。だからせめて――」

〝我慢してたぶん、今日だけは俺に思いきり甘えてくれないか？〟

　耳もとでそうささやくと、フィーナの耳がみるみるうちに真っ赤になった。あまりに素直な反応が愛しくて、赤くなったそこに唇を寄せると、フィーナはくすぐったそうに身をよじる。

「だ、だめなの！　それに今レジスに甘えたら、私じゃなくてレジスが止まらなくなりそうだもの」

「さっき言っただろ。ちゃんと自制するって。……俺って、そんなに我慢できないやつに見えるか？」

「見える。現に今、危なかったじゃない。目がギラギラしてて、今にも野獣化しそうだった」

「……俺に獣化能力はないから、その心配は無用だ」

　キスをしただけでさんざんな言われようだ。いつもなら、絶対にあのまま押し倒していたというのに。俺的には、あれでもだいぶ我慢したほうだ。

「レジスに求められるのは嫌じゃないのよ？　むしろ、うれしいと思ってるから……」

　――たまには俺も、フィーナに求められたいんだけどな。これ以上彼女を困らせないように、そんな俺の小さな願望は、心の中に留めておこう。

「そうだ！　ねぇねぇ、生まれてくる子、男の子かな？　女の子かな？」

　空気を変えるように、フィーナが明るい声で俺に言った。

「どっちだろうな。でも、どっちだとしても――」

「レジスに似て綺麗なんだろうなぁ」

「フィーナに似てかわいいんだろうな」

　ふたり同時に同じようなことを言ったあと、俺たちは顔を見合わせて笑い合った。

　隣にフィーナがいるだけでどうしようもなく満たされる。一緒にいるだけでこんなに幸せなら、少しの我慢くらいどうってことないか。

「そういえば、このことは俺以外はまだ誰も知らないのか？」

　フィーナの妊娠は、国にとってもかなりおめでたいニュースだ。両親が聞けば、泣いて喜び、盛大な祝いをするだろう。厳しかった両親も、フィーナが来てからはだいぶ丸くなった。

「えっとね、侍女のマリーとロレンツォにだけは、昨日、事前にこっそり知らせておいたの」

「……へぇ。そうだったのか」

　あいつ――全部知っていて、今日一日、俺の悩みを聞いていたのか！

　同じようなことを、アルベリクの占いサロンでフィーナにされていたことを思い出す。あれは事情が事情だったし、フィーナだったからいいが、ロレンツォには後でお灸を据えておかないとな。

「どうしたのレジス。眉間にしわ寄ってる」

「え？　いや、なんでもない。気にするな」

「変なレジス！　ふふっ！」

　子供のように無邪気に笑うフィーナ。改めて、俺はずっとこの笑顔を守っていきたいと思った。いや、どんなことがあっても守ってみせる。

　――ひとりで馬車に乗り、カフリースを発ったあの日、こんな未来は想像もしていなかった。フィーナと初めて会話したあのときだって、こんなことになるとは微塵も思わなかった。

　だけどたしかに今、俺の隣にはフィーナがいる。……新たな命と一緒に。

　これから増えていくであろうたくさんの幸せを、フィーナと感じて、ずっと大事にしていこう。

「……ね、レジス」

「なんだ？」

「無事にこの子が生まれたら……いっぱい私のこと甘やかしてね？」

「……っ！　あ、ああ。もちろんだ」

　そしてやはり俺は、急に甘えてくる気まぐれな猫のような彼女には、この先一生勝てそうもない。
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あとがき




　初めまして。こんにちは。瑞希ちこです。

　このたびは、作品を手に取っていただき、ありがとうございます。

　早いもので、今回がベリーズ文庫様から出版される三冊目の作品となりました。ほのぼのとした恋愛模様や青春物語を書きたいなと思い、今作ができあがりました。

　モフモフ要素を絶対に入れたいと思っていたのですが、当初はレジスが獣化能力を持っている設定で考えていました。ですが、早い段階でフィーナが白猫になる方向にシフトチェンジしました。

〝無愛想なヒーローが、かわいい動物にめろめろになる様子を書きたい〟という、個人的な願望が途中で芽生えたからだと思います（笑）。

　今作は、本来モブだったフィーナが自分で未来を切り開き、きちんと自分を主役にした人生を歩んでいく話でした。過去作のヒロインに比べると、まだ常識的なヒロインだったかな？　と思います。でも、芯の強さはしっかりあることを心がけました。

　番外編では、数年後のふたりを書かせていただきました。番外編のタイトルの意味は、タロット占いに詳しい人はわかるかもしれません。時間があれば調べてみてくださいね。

　ちなみに書くのがいちばん楽しかったシーンは、シピとレジスのやり取りです。




　そして今作のイラストは、鈴倉温先生に担当していただきました！

　もう素敵すぎて、何度も見返しました。フィーナとレジスはもちろんのこと、サブキャラクターたちも魅力的に描いてくださり感激です。表紙の白猫たちもかわいくて、ずっと眺めていられます。私の思い描いていた世界観をそのままイラストに起こしていただき、本当にありがとうございました！

　続いて、編集担当の森さん、編集協力の佐々木さん。今回もたいへんお世話になりました。このおふたりがいてくれたからこそ、最初よりもっといい作品になったと思っています。いつもありがとうございます。

　最後に読者様。ここまで読んでいただき、感謝いたします。今作が少しでも、皆様ひとりひとりが主役の人生に、彩りを添えることができたなら幸せです。

　また新たな物語で皆様とお会いできますように。

瑞みず希きちこ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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